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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一般式（Ｉ）のアントラニルアミド誘導体
【化１】

　（式中、
　Ｒ１は、水素、メチル、シクロプロピル、シアノメチル、メトキシメチル、メチルチオ
メチル、メチルスルフィニルメチルまたはメチルスルホニルメチルであり、
　Ｒ２は、水素またはメチルであり、
　Ｒ３は、水素であるか、各場合、単回または多回、同様にもしくは別様に置換されてい
てもよいＣ１－Ｃ６－アルキル、Ｃ１－Ｃ６－アルコキシであり、この場合の置換基は、
それぞれ独立して、ハロゲン、シアノ、ニトロ、ヒドロキシル、Ｃ１－Ｃ６－アルキル、
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Ｃ３－Ｃ６－シクロアルキル、Ｃ１－Ｃ４－アルコキシ、Ｃ１－Ｃ４－ハロアルコキシ、
Ｃ１－Ｃ４－アルキルチオ、Ｃ１－Ｃ４－アルキルスルフィニル、Ｃ１－Ｃ４－アルキル
スルホニル、Ｃ１－Ｃ４－アルキルスルホイミノ（ａｌｋｙｌｓｕｌｐｈｉｍｉｎｏ）、
Ｃ１－Ｃ４－アルキルスルホイミノ（ａｌｋｙｌｓｕｌｐｈｉｍｉｎｏ）－Ｃ１－Ｃ４－
アルキル、Ｃ１－Ｃ４－アルキルスルホイミノ（ａｌｋｙｌｓｕｌｐｈｉｍｉｎｏ）－Ｃ

２－Ｃ５－アルキルカルボニル、Ｃ１－Ｃ４－アルキルスルホキシミノ、Ｃ１－Ｃ４－ア
ルキルスルホキシミノ－Ｃ１－Ｃ４－アルキル、Ｃ１－Ｃ４－アルキルスルホキシミノ－
Ｃ２－Ｃ５－アルキルカルボニル、Ｃ２－Ｃ６－アルコキシカルボニル、Ｃ２－Ｃ６－ア
ルキルカルボニルおよびＣ３－Ｃ６－トリアルキルシリルから選択することができ、
　Ｒ３はさらにまた、単回または多回、同様にもしくは別様に置換されていてもよいＣ３

－Ｃ６－シクロアルキルであり、この場合の置換基は、それぞれ独立して、ハロゲン、シ
アノ、ニトロ、ヒドロキシル、Ｃ１－Ｃ６－アルキル、Ｃ３－Ｃ６－シクロアルキル、Ｃ

１－Ｃ４－アルコキシ、Ｃ１－Ｃ４－ハロアルコキシ、Ｃ１－Ｃ４－アルキルチオ、Ｃ１

－Ｃ４－アルキルスルフィニル、Ｃ１－Ｃ４－アルキルスルホニル、Ｃ１－Ｃ４－アルキ
ルスルホイミノ（ａｌｋｙｌｓｕｌｐｈｉｍｉｎｏ）、Ｃ１－Ｃ４－アルキルスルホイミ
ノ（ａｌｋｙｌｓｕｌｐｈｉｍｉｎｏ）－Ｃ１－Ｃ４－アルキル、Ｃ１－Ｃ４－アルキル
スルホイミノ（ａｌｋｙｌｓｕｌｐｈｉｍｉｎｏ）－Ｃ２－Ｃ５－アルキルカルボニル、
Ｃ１－Ｃ４－アルキルスルホキシミノ、Ｃ１－Ｃ４－アルキルスルホキシミノ－Ｃ１－Ｃ

４－アルキル、Ｃ１－Ｃ４－アルキルスルホキシミノ－Ｃ２－Ｃ５－アルキルカルボニル
、Ｃ２－Ｃ６－アルコキシカルボニル、Ｃ２－Ｃ６－アルキルカルボニルおよびＣ３－Ｃ

６－トリアルキルシリルから選択することができ、
　Ｙは、ＯまたはＳであり、
　Ｒ４は、カルボキシル、メトキシメチル、メチルスルホニルオキシ、メトキシカルボニ
ル、ヒドロキシイミノメチル、ヒドロキシイミノエチル、アセチル、トリフルオロアセチ
ル、ヒドロキシエチル、アミノカルボニル、メチルアミノカルボニル、ジメチルアミノカ
ルボニル、アミノチオカルボニル、メチルアミノチオカルボニル、ジメチルアミノチオカ
ルボニル、シクロプロピルメチルオキシカルボニル、シクロブチルメチルオキシカルボニ
ル、シクロブチルオキシカルボニル、１，３－ジオキサン、ジメチル－１，３－ジオキサ
ン、１，３－ジオキソラン、トリフルオロメチルピラゾールまたはトリアゾールであり、
　ｎは、１であり、
　Ｒ５は、Ｃ１－Ｃ４－アルキル、Ｃ３－Ｃ６－シクロアルキル、Ｃ１－Ｃ４－ハロアル
キル、Ｃ１－Ｃ６－ハロシクロアルキル、Ｃ２－Ｃ６－アルケニル、Ｃ２－Ｃ４－ハロア
ルケニル、Ｃ２－Ｃ４－アルキニル、Ｃ２－Ｃ４－ハロアルキニル、Ｃ１－Ｃ４－アルコ
キシ、Ｃ１－Ｃ４－ハロアルコキシ、フッ素、塩素、臭素、ヨウ素、シアノ、ニトロまた
はＣ３－Ｃ６－トリアルキルシリルであり、
　Ｒ６は、メチルまたは
【化２】

　であり、
　Ｒ７は、独立して、水素、ハロゲンまたはＣ１－Ｃ４－ハロアルキルであり、
　ｍは、１または２であり、
　Ｘは、Ｎ、ＣＨ、ＣＦ、ＣＣｌまたはＣＢｒであり、
　Ａは、－ＣＨ２－、－ＣＨ（ＣＨ３）－、－Ｃ（ＣＨ３）２－または－ＣＨ２ＣＨ２－
であり、
　Ｑは、Ｑ－３６からＱ－４０の群からの一置換または多置換されていてもよい５員もし
くは６員芳香族複素環または芳香族９員縮合二環式複素環系Ｑ－５４からＱ－５６であり
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、この場合、前記置換基は、それぞれ独立して、Ｃ１－Ｃ３－アルキル、Ｃ１－Ｃ３－ハ
ロアルキル、ハロゲン、ＣＮ、ＮＯ２、ＯＨ、Ｃ１－Ｃ２－アルコキシ、Ｃ１－Ｃ２－ハ
ロアルコキシから選択することができ、
　Ｑはまた、Ｑ－３６からＱ－４０、Ｑ－５８およびＱ－５９の群からの一置換または多
置換されていてもよい５員もしくは６員芳香族複素環、芳香族９員縮合二環式複素環系Ｑ
－５４からＱ－５６、および、５員芳香族複素環Ｑ－６０～Ｑ－６１であり、この場合、
前記置換基は、それぞれ独立して、Ｃ１－Ｃ３－アルキル、Ｃ１－Ｃ３－ハロアルキル、
Ｃ１－Ｃ２－アルコキシ、ハロゲン、ＣＮ、ＮＯ２、ＯＨおよびＣ１－Ｃ２－ハロアルコ
キシから選択することができ、
　または前記置換基は、それぞれ独立して、フェニルおよび５員もしくは６員芳香族複素
環から選択することができ、この場合のフェニルまたは環は、Ｃ１－Ｃ６－アルキル、Ｃ

２－Ｃ６－アルケニル、Ｃ２－Ｃ６－アルキニル、Ｃ３－Ｃ６－シクロアルキル、Ｃ１－
Ｃ６－ハロアルキル、Ｃ２－Ｃ６－ハロアルケニル、Ｃ２－Ｃ６－ハロアルキニル、Ｃ３

－Ｃ６－ハロシクロアルキル、ハロゲン、ＣＮ、ＮＯ２、Ｃ１－Ｃ４－アルコキシ、Ｃ１

－Ｃ４－ハロアルコキシにより一置換または同様にもしくは別様に多置換されていてもよ
い）
【化３】

　であって、Ｎ－オキシドおよび塩も含む一般式（Ｉ）の化合物。
【請求項２】
　Ｒ１が、水素であり、
　Ｒ２が、水素であり、
　Ｒ３が、メチル、イソプロピルまたはシアノメチルであり、
　Ｙが、ＯまたはＳであり、
　Ｒ４が、カルボキシル、メトキシメチル、メチルスルホニルオキシ、メトキシカルボニ
ル、ヒドロキシイミノメチル、ヒドロキシイミノエチル、アセチル、トリフルオロアセチ
ル、ヒドロキシエチル、アミノカルボニル、メチルアミノカルボニル、ジメチルアミノカ
ルボニル、アミノチオカルボニル、メチルアミノチオカルボニル、ジメチルアミノチオカ
ルボニル、シクロプロピルメチルオキシカルボニル、シクロブチルメチルオキシカルボニ
ル、シクロブチルオキシカルボニル、１，３－ジオキサン、ジメチル－１，３－ジオキサ
ン、１，３－ジオキソラン、トリフルオロメチルピラゾールまたはトリアゾールであり、
　Ｒ５が、メチルまたは塩素であり、
　Ｒ６が、メチルまたは
【化４】
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　であり、
　Ｒ７が、塩素であり、
　ｍが、１であり、
　Ｘが、Ｎ、ＣＨまたはＣＣｌであり、
　Ａが、－ＣＨ２－であり、
　Ｑが、Ｑ－３７、Ｑ－４０、Ｑ－５８およびＱ－５９の群からの、炭素原子において一
、二もしくは三置換されていてもよい芳香族複素環、ならびに５員複素環Ｑ－６０であり
、この場合、置換基は、それぞれ独立して、塩素、フッ素、ヨウ素、臭素、シアノ、トリ
フルオロメチルおよびペンタフルオロエチルから選択することができ、
　または前記置換基は、それぞれ独立して、フェニルから選択することができ、この場合
のフェニル環は、Ｃ１－Ｃ６－アルキル、Ｃ２－Ｃ６－アルケニル、Ｃ２－Ｃ６－アルキ
ニル、Ｃ３－Ｃ６－シクロアルキル、Ｃ１－Ｃ６－ハロアルキル、Ｃ２－Ｃ６－ハロアル
ケニル、Ｃ２－Ｃ６－ハロアルキニル、Ｃ３－Ｃ６－ハロシクロアルキル、ハロゲン、Ｃ
Ｎ、ＮＯ２、Ｃ１－Ｃ４－ハロアルコキシにより一置換または同様にもしくは別様に多置
換されていてもよく、
　Ｑはまた、Ｑ－３７、Ｑ－４０、Ｑ－５８およびＱ－５９の群からの一置換または多置
換されていてもよい芳香族複素環、ならびに５員複素環Ｑ－６０であり、この場合、前記
置換基は、それぞれ独立して、塩素、フッ素、ヨウ素、ＣＮ、トリフルオロメチルおよび
ペンタフルオロエチルから選択することができ、
　または前記置換基は、それぞれ独立して、フェニルから選択することができ、この場合
のフェニル環は、塩素、フッ素、ヨウ素、臭素、ＣＮ、トリフルオロメチルおよびペンタ
フルオロエチルにより一置換または同様にもしくは別様に多置換されていてもよい）
　ことを特徴とする、請求項１に記載の式（Ｉ）の化合物。
【請求項３】
　Ｑが、Ｑ５８およびＱ５９であり、ＱがＱ５８である式（Ｉ）の化合物の、ＱがＱ５９
である式（Ｉ）の化合物に対する比が、６０：４０から９９：１である、請求項１または
２に記載の一般式（Ｉ）の化合物の混合物。
【請求項４】
　請求項１または２に記載の一般式（Ｉ）の化合物（式中、Ａ、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４

、Ｒ５、Ｒ６、Ｑおよびｎは、それぞれ、請求項１において定義したとおりであり、Ｙは
、Ｏである）の調製方法であって、
　（Ａ）式（ＩＩ）のアニリン
【化７】

　（この式中、Ａ、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５およびｎは、それぞれ、上で定義した
とおりである）
　と式（ＩＩＩ）の塩化カルボニル

【化８】
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　（この式中、Ｒ６、ＡおよびＱは、それぞれ、上で定義したとおりである）とを、酸結
合剤の存在下で反応させること、
　（Ｂ）式（ＩＩ）のアニリン
【化９】

　（この式中、Ａ、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５およびｎは、それぞれ、上で定義した
とおりである）
　と式（ＩＶ）のカルボン酸

【化１０】

　（この式中、Ｒ６、ＡおよびＱは、それぞれ、上で定義したとおりである）
　とを、縮合剤の存在下で反応させること、または
　（Ｃ）式（Ｖ）のベンゾオキサジノン
【化１１】

　（この式中、Ｒ４、Ｒ５、Ｒ６、Ａ、Ｑおよびｎは、それぞれ、上で定義したとおりで
ある）
　と式（ＸＶ）のアミン

【化１２】

　（この式中、Ｒ２およびＲ３は、それぞれ、上で定義したとおりである）
　とを、希釈剤の存在下で反応させることにより、Ｒ１が水素である式（Ｉ）のアントラ
ニルアミドを合成すること、
　を特徴とする方法。
【請求項５】
　請求項１から３のいずれかに記載の式（Ｉ）の少なくとも１つの化合物と、または請求
項１から３のいずれかに記載の式（Ｉ）の化合物の混合物と、少なくとも１つのさらなる
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殺虫剤、殺真菌剤、殺菌剤、殺ダニ剤、殺線虫剤および／もしくは植物成長調節剤とを含
む組成物。
【請求項６】
　請求項１から３のいずれかに記載の式（Ｉ）の少なくとも１つの化合物と、または請求
項１から３のいずれかに記載の式（Ｉ）の化合物の混合物と、または請求項５に記載の組
成物と、増量剤および／または界面活性剤とを含む、農薬組成物。
【請求項７】
　請求項１から３のいずれかに記載の一般式（Ｉ）の少なくとも１つの化合物、または請
求項１から３のいずれか一項に記載の一般式（Ｉ）の化合物の混合物、または請求項５ま
たは６に記載の組成物を、増量剤および／または界面活性剤と混合することを特徴とする
、農薬組成物の製造方法。
【請求項８】
　動物有害生物を防除するための、請求項１から３のいずれかに記載の一般式（Ｉ）の化
合物の、請求項１から３のいずれかに記載の化合物の混合物の、または請求項５または６
に記載の組成物の使用であって、人体の治療のための使用を除く使用。
【請求項９】
　請求項１から３のいずれかに記載の一般式（Ｉ）の化合物、請求項１から３のいずれか
に記載の一般式（Ｉ）の化合物の混合物、または請求項５または６に記載の組成物を、動
物有害生物および／もしくはそれらの生息地ならびに／または種子に対して作用させるこ
とを特徴とする、動物有害生物の防除方法であって、人体の治療方法を除く方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、新規アントラニルアミド誘導体に、動物有害生物（ａｎｉｍａｌ　ｐｅｓｔ
ｓ）を防除するための殺虫剤および殺ダニ剤としてのそれらの使用に、ならびにそれらの
幾つかの調製方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　殺虫特性を有するアントラニル酸誘導体は、既に、例えば国際公開第０１／７０６７１
号パンフレット、国際公開第０３／０１５５１９号パンフレット、国際公開第０３／０１
６２８４号パンフレット、国際公開第０３／０１５５１８号パンフレット、国際公開第０
３／０２４２２２号パンフレット、国際公開第０３／０１６２８２号パンフレット、国際
公開第０３／０１６２８３号パンフレット、国際公開第０３／０６２２２６号パンフレッ
ト、国際公開第０３／０２７０９９号パンフレット、国際公開第０４／０２７０４２号パ
ンフレット、国際公開第０４／０３３４６８号パンフレット、国際公開第２００４／０４
６１２９号パンフレット、国際公開第２００４／０６７５２８号パンフレット、国際公開
第２００５／１１８５５２号パンフレット、国際公開第２００５／０７７９３４号パンフ
レット、国際公開第２００５／０８５２３４号パンフレット、国際公開第２００６／０２
３７８３号パンフレット、国際公開第２００６／０００３３６号パンフレット、国際公開
第２００６／０４０１１３号パンフレット、国際公開第２００６／１１１３４１号パンフ
レット、国際公開第２００７／００６６７０号パンフレット、国際公開第２００７／０２
４８３３号パンフレット、国際公開第２００７／０２０８７７号パンフレット、国際公開
第２００７／１４４１００号パンフレット、国際公開第２００７／０４３６７７号パンフ
レット、国際公開第２００８／１２６８８９号パンフレット、国際公開第２００８／１２
６８９０号パンフレット、国際公開第２００８／１２６９３３号パンフレットのような文
献に記載されている。
【０００３】
　しかし、上に列挙した文献によって既知の活性成分は、狭い適用範囲しか示さないため
であるにせよ、満足のいく殺虫もしくは殺ダニ活性を有さないためであるにせよ、施用上
、多少の欠点を有する。
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　より良好な生物学的特性または環境特性、より広範な施用法、より良好な殺虫または殺
ダニ活性、およびまた作物植物との良好な適合性を例とする、既知の化合物にまさる利点
を有する新規アントラニル酸誘導体を、今般、見出した。本アントラニル酸誘導体は、効
力、特に、防除が難しい昆虫に対する効力を強化するために、さらなる薬剤と併用するこ
とができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】国際公開第０１／７０６７１号パンフレット
【特許文献２】国際公開第０３／０１５５１９号パンフレット
【特許文献３】国際公開第０３／０１６２８４号パンフレット
【特許文献４】国際公開第０３／０１５５１８号パンフレット
【特許文献５】国際公開第０３／０２４２２２号パンフレット
【特許文献６】国際公開第０３／０１６２８２号パンフレット
【特許文献７】国際公開第０３／０１６２８３号パンフレット
【特許文献８】国際公開第０３／０６２２２６号パンフレット
【特許文献９】国際公開第０３／０２７０９９号パンフレット
【特許文献１０】国際公開第０４／０２７０４２号パンフレット
【特許文献１１】国際公開第０４／０３３４６８号パンフレット
【特許文献１２】国際公開第２００４／０４６１２９号パンフレット
【特許文献１３】国際公開第２００４／０６７５２８号パンフレット
【特許文献１４】国際公開第２００５／１１８５５２号パンフレット
【特許文献１５】国際公開第２００５／０７７９３４号パンフレット
【特許文献１６】国際公開第２００５／０８５２３４号パンフレット
【特許文献１７】国際公開第２００６／０２３７８３号パンフレット
【特許文献１８】国際公開第２００６／０００３３６号パンフレット
【特許文献１９】国際公開第２００６／０４０１１３号パンフレット
【特許文献２０】国際公開第２００６／１１１３４１号パンフレット
【特許文献２１】国際公開第２００７／００６６７０号パンフレット
【特許文献２２】国際公開第２００７／０２４８３３号パンフレット
【特許文献２３】国際公開第２００７／０２０８７７号パンフレット
【特許文献２４】国際公開第２００７／１４４１００号パンフレット
【特許文献２５】国際公開第２００７／０４３６７７号パンフレット
【特許文献２６】国際公開第２００８／１２６８８９号パンフレット
【特許文献２７】国際公開第２００８／１２６８９０号パンフレット
【特許文献２８】国際公開第２００８／１２６９３３号パンフレット
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　したがって、本発明は、式（Ｉ）の新規アントラニルアミド誘導体
【０００７】
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【化１】

（式中、
　Ｒ１は、水素、アミノ、ヒドロキシルであるか、各場合、単回または多回、同様にもし
くは別様に置換されていてもよいＣ１－Ｃ６－アルキル、Ｃ２－Ｃ６－アルケニル、Ｃ２

－Ｃ６－アルキニルもしくはＣ３－Ｃ６－シクロアルキルであり、この場合の置換基は、
それぞれ独立して、ハロゲン、シアノ、ニトロ、ヒドロキシル、Ｃ１－Ｃ４－アルコキシ
、Ｃ１－Ｃ４－アルキルチオ、Ｃ１－Ｃ４－アルキルスルフィニル、Ｃ１－Ｃ４－アルキ
ルスルホニル、（Ｃ１－Ｃ４－アルコキシ）カルボニル、Ｃ１－Ｃ４－アルキルアミノ、
ジ－（Ｃ１－Ｃ４－アルキル）アミノ、Ｃ３－Ｃ６－シクロアルキルアミノおよび（Ｃ１

－Ｃ４－アルキル）Ｃ３－Ｃ６－シクロアルキルアミノから選択することができ、
　Ｒ２は、水素、Ｃ１－Ｃ６－アルキル、Ｃ２－Ｃ６－アルケニル、Ｃ２－Ｃ６－アルキ
ニル、Ｃ３－Ｃ６－シクロアルキル、Ｃ１－Ｃ４－アルコキシ、Ｃ１－Ｃ４－アルキルア
ミノ、ジ－（Ｃ１－Ｃ４－アルキル）アミノ、Ｃ３－Ｃ６－シクロアルキルアミノ、Ｃ２

－Ｃ６－アルコキシカルボニルまたはＣ２－Ｃ６－アルキルカルボニルであり、
　Ｒ３は、水素であるか、各場合、単回または多回、同様にもしくは別様に置換されてい
てもよいＣ１－Ｃ６－アルキル、Ｃ１－Ｃ６－アルコキシ、Ｃ２－Ｃ６－アルケニル、Ｃ

２－Ｃ６－アルキニルであり、この場合の置換基は、それぞれ独立して、ハロゲン、シア
ノ、ニトロ、ヒドロキシル、Ｃ１－Ｃ６－アルキル、Ｃ３－Ｃ６－シクロアルキル、Ｃ１

－Ｃ４－アルコキシ、Ｃ１－Ｃ４－ハロアルコキシ、Ｃ１－Ｃ４－アルキルチオ、Ｃ１－
Ｃ４－アルキルスルフィニル、Ｃ１－Ｃ４－アルキルスルホニル、Ｃ１－Ｃ４－アルキル
スルホイミノ（ａｌｋｙｌｓｕｌｐｈｉｍｉｎｏ）、Ｃ１－Ｃ４－アルキルスルホイミノ
（ａｌｋｙｌｓｕｌｐｈｉｍｉｎｏ）－Ｃ１－Ｃ４－アルキル、Ｃ１－Ｃ４－アルキルス
ルホイミノ（ａｌｋｙｌｓｕｌｐｈｉｍｉｎｏ）－Ｃ２－Ｃ５－アルキルカルボニル、Ｃ

１－Ｃ４－アルキルスルホキシミノ、Ｃ１－Ｃ４－アルキルスルホキシミノ－Ｃ１－Ｃ４

－アルキル、Ｃ１－Ｃ４－アルキルスルホキシミノ－Ｃ２－Ｃ５－アルキルカルボニル、
Ｃ２－Ｃ６－アルコキシカルボニル、Ｃ２－Ｃ６－アルキルカルボニルおよびＣ３－Ｃ６

－トリアルキルシリルから選択することができ、
　Ｒ３はまた、各場合、単回または多回、同様にもしくは別様に置換されていてもよいＣ

１－Ｃ６－アルキル、Ｃ１－Ｃ６－アルコキシ、Ｃ２－Ｃ６－アルケニル、Ｃ２－Ｃ６－
アルキニルであり、この場合の置換基は、それぞれ独立して、アミノ、Ｃ３－Ｃ６－シク
ロアルキルアミノまたは５員もしくは６員芳香族複素環から選択することができ、
　Ｒ３はさらにまた、Ｃ３－Ｃ１２－シクロアルキル、Ｃ３－Ｃ１２－シクロアルキル－
Ｃ１－Ｃ６－アルキルおよびＣ４－Ｃ１２－ビシクロアルキルであり、この場合の置換基
は、それぞれ独立して、ハロゲン、シアノ、ニトロ、ヒドロキシル、アミノ、Ｃ１－Ｃ６

－アルキル、Ｃ３－Ｃ６－シクロアルキル、Ｃ３－Ｃ６シクロアルキルアミノ、Ｃ１－Ｃ

４－アルコキシ、Ｃ１－Ｃ４－ハロアルコキシ、Ｃ１－Ｃ４－アルキルチオ、Ｃ１－Ｃ４

－アルキルスルフィニル、Ｃ１－Ｃ４－アルキルスルホニル、Ｃ１－Ｃ４－アルキルスル
ホイミノ（ａｌｋｙｌｓｕｌｐｈｉｍｉｎｏ）、Ｃ１－Ｃ４－アルキルスルホイミノ（ａ
ｌｋｙｌｓｕｌｐｈｉｍｉｎｏ）－Ｃ１－Ｃ４－アルキル、Ｃ１－Ｃ４－アルキルスルホ
イミノ（ａｌｋｙｌｓｕｌｐｈｉｍｉｎｏ）－Ｃ２－Ｃ５－アルキルカルボニル、Ｃ１－
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Ｃ４－アルキルスルホキシミノ、Ｃ１－Ｃ４－アルキルスルホキシミノ－Ｃ１－Ｃ４－ア
ルキル、Ｃ１－Ｃ４－アルキルスルホキシミノ－Ｃ２－Ｃ５－アルキルカルボニル、Ｃ２

－Ｃ６－アルコキシカルボニル、Ｃ２－Ｃ６－アルキルカルボニル、Ｃ３－Ｃ６－トリア
ルキルシリルまたは５員もしくは６員芳香族複素環から選択することができ、
　Ｒ２およびＲ３は、２から６個の炭素原子によって互いに連結されて環を形成すること
があり、この環は、加えて、さらなる窒素、硫黄または酸素原子を含有していてもよく、
およびＣ１－Ｃ２－アルキル、ハロゲン、シアノ、アミノまたはＣ１－Ｃ２－アルコキシ
によって一から四置換されていてもよく、
　Ｒ２、Ｒ３は一緒に、＝Ｓ（Ｃ１－Ｃ４－アルキル）２、＝Ｓ（Ｏ）（Ｃ１－Ｃ４－ア
ルキル）２にもなり、
　Ｙは、ＯまたはＳであり、
　Ｒ４は、ヒドロキシル、アミノ、カルボキシル、ＯＣＮ、ＳＣＮ、Ｃ１－Ｃ４－アルコ
キシ－Ｃ１－Ｃ４－アルキル、Ｃ１－Ｃ４－アルキルチオ－Ｃ１－Ｃ４－アルキル、Ｃ１

－Ｃ４－アルキルスルホニルオキシ、Ｃ１－Ｃ４－アルキルカルボニルアミノ、Ｎ－メト
キシ－Ｎ－メチルアミノ、ヒドロキシイミノ、（Ｃ１－Ｃ４－アルキル）ヒドロキシイミ
ノ、Ｃ１－Ｃ４－アルコキシカルボニル、Ｃ１－Ｃ４－アルコキシカルボニル－Ｃ１－Ｃ

４－アルキル、Ｃ１－Ｃ４－アルキルカルボニル、ヒドロキシ－Ｃ１－Ｃ４－アルキル、
Ｃ１－Ｃ４－ハロアルキルカルボニル、Ｃ１－Ｃ４－アルキルカルボニルオキシ、アミノ
カルボニル、Ｃ１－Ｃ４－アルキルアミノカルボニル、Ｃ１－Ｃ４－ジアルキルアミノカ
ルボニル、アミノチオカルボニル、Ｃ１－Ｃ４－アルキルアミノチオカルボニル、Ｃ１－
Ｃ４－ジアルキルアミノチオカルボニル、Ｃ１－Ｃ４－アルキルスルホニルアミノ、アミ
ノスルホニル、Ｃ１－Ｃ４－アルキルアミノスルホニル、Ｃ１－Ｃ４－ジアルキルアミノ
スルホニル、Ｃ１－Ｃ４－アルキルスルホキシミノまたは３員から６員飽和、部分飽和も
しくは芳香族環であり、前記芳香族環は、Ｏ、ＳおよびＮの群からの１から３個のヘテロ
原子を含有していてもよく、ならびにハロゲン、シアノ、ニトロ、ヒドロキシル、アミノ
、カルボキシル、Ｃ１－Ｃ４－アルキル、Ｃ１－Ｃ４－ハロアルキル、Ｃ２－Ｃ６－アル
ケニル、Ｃ２－Ｃ６－ハロアルケニル、Ｃ２－Ｃ６－アルキニル、Ｃ１－Ｃ４－アルコキ
シ、Ｃ１－Ｃ４－ハロアルコキシ、Ｃ１－Ｃ４－アルキルチオ、Ｃ１－Ｃ４－アルキルス
ルフィニル、Ｃ１－Ｃ４－アルキルスルホニル、Ｃ１－Ｃ４－アルキルスルホニルオキシ
、Ｃ１－Ｃ４－ハロアルキルチオ、Ｃ１－Ｃ４－ハロアルキルスルフィニル、Ｃ１－Ｃ４

－ハロアルキルスルホニル、Ｃ１－Ｃ４－アルキルアミノ、ジ－（Ｃ１－Ｃ４－アルキル
）アミノ、Ｃ１－Ｃ４－アルキルカルボニルアミノ、Ｃ１－Ｃ４－アルコキシカルボニル
、Ｃ１－Ｃ４－アルキルカルボニル、Ｃ１－Ｃ４－アルキルカルボニルオキシ、アミノカ
ルボニル、Ｃ１－Ｃ４－アルキルアミノカルボニル、Ｃ１－Ｃ４－ジアルキルアミノカル
ボニル、アミノチオカルボニル、Ｃ１－Ｃ４－アルキルアミノチオカルボニル、Ｃ１－Ｃ

４－ジアルキルアミノチオカルボニル、Ｃ３－Ｃ６－シクロアルキルアミノ、Ｃ１－Ｃ４

－アルキルスルホニルアミノ、アミノスルホニル、Ｃ１－Ｃ４－アルキルアミノスルホニ
ルまたはＣ１－Ｃ４－ジアルキルアミノスルホニルによって一置換または同様にもしくは
別様に多置換されていてもよく、
　Ｒ４は、加えて、ＹがＳである場合には以下の定義を有し：
　Ｒ４は、加えて、水素、ハロゲン、シアノ、ニトロ　Ｃ１－Ｃ４－アルキル、Ｃ１－Ｃ

４－ハロアルキル、Ｃ２－Ｃ６－アルケニル、Ｃ２－Ｃ６－ハロアルケニル、Ｃ２－Ｃ６

－アルキニル、Ｃ１－Ｃ４－アルコキシ、Ｃ１－Ｃ４－ハロアルコキシ、ＳＦ５、Ｃ１－
Ｃ４－アルキルチオ、Ｃ１－Ｃ４－アルキルスルフィニル、Ｃ１－Ｃ４－アルキルスルホ
ニル、Ｃ１－Ｃ４－ハロアルキルチオ、Ｃ１－Ｃ４－ハロアルキルスルフィニル、Ｃ１－
Ｃ４－ハロアルキルスルホニル、Ｃ１－Ｃ４－アルキルアミノ、ジ－（Ｃ１－Ｃ４－アル
キル）アミノ、Ｃ３－Ｃ６－シクロアルキルアミノ、（Ｃ１－Ｃ４－アルコキシ）イミノ
、（Ｃ１－Ｃ４－アルキル）（Ｃ１－Ｃ４－アルコキシ）イミノ、（Ｃ１－Ｃ４－ハロア
ルキル）（Ｃ１－Ｃ４－アルコキシ）イミノもしくはＣ３－Ｃ６－トリアルキルシリルで
あること、または
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　２つのＲ４は、加えて、隣接する炭素原子によって環を形成し、この環は、－（ＣＨ２

）３－、－（ＣＨ２）４－、－（ＣＨ２）５－、－（ＣＨ＝ＣＨ－）２－、－ＯＣＨ２Ｏ
－、－Ｏ（ＣＨ２）２Ｏ－、－ＯＣＦ２Ｏ－、－（ＣＦ２）２Ｏ－、－Ｏ（ＣＦ２）２Ｏ
－、－（ＣＨ＝ＣＨ－ＣＨ＝Ｎ）－もしくは－（ＣＨ＝ＣＨ－Ｎ＝ＣＨ）－であること、
　２つのＲ４はまた、加えて、隣接する炭素原子によって下記縮合環を形成し、これらの
環は、一置換または同様にもしくは別様に多置換されていてもよく、この場合の置換基は
、それぞれ独立して、水素、Ｃ１－Ｃ６－アルキル、Ｃ３－Ｃ６－シクロアルキル、Ｃ１

－Ｃ６－ハロアルキル、Ｃ３－Ｃ６－ハロシクロアルキル、ハロゲン、Ｃ１－Ｃ６－アル
コキシ、Ｃ１－Ｃ４－アルキルチオ（Ｃ１－Ｃ６－アルキル）、Ｃ１－Ｃ４－アルキルス
ルフィニル（Ｃ１－Ｃ６－アルキル）、Ｃ１－Ｃ４－アルキルスルホニル（Ｃ１－Ｃ６－
アルキル）、Ｃ１－Ｃ４－アルキルアミノ、ジ－（Ｃ１－Ｃ４－アルキル）アミノおよび
Ｃ３－Ｃ６－シクロアルキルアミノから選択することができること
【０００８】
【化２】

　ｎは、０から３であり、
　Ｒ５は、Ｃ１－Ｃ６－アルキル、Ｃ３－Ｃ６－シクロアルキル、Ｃ１－Ｃ６－ハロアル
キル、Ｃ１－Ｃ６－ハロシクロアルキル、Ｃ２－Ｃ６－アルケニル、Ｃ２－Ｃ６－ハロア
ルケニル、Ｃ２－Ｃ６－アルキニル、Ｃ２－Ｃ６－ハロアルキニル、Ｃ１－Ｃ４－アルコ
キシ、Ｃ１－Ｃ４－ハロアルコキシ、Ｃ１－Ｃ４－アルキルチオ、Ｃ１－Ｃ４－アルキル
スルフィニル、Ｃ１－Ｃ４－アルキルスルホニル、Ｃ１－Ｃ４－ハロアルキルチオ、Ｃ１

－Ｃ４－ハロアルキルスルフィニル、Ｃ１－Ｃ４－ハロアルキルスルホニル、ハロゲン、
シアノ、ニトロまたはＣ３－Ｃ６－トリアルキルシリルであり、
　Ｒ６は、水素、Ｃ１－Ｃ６－アルキル、Ｃ２－Ｃ６－アルケニル、Ｃ２－Ｃ６－アルキ
ニル、Ｃ３－Ｃ６－シクロアルキル、Ｃ１－Ｃ６－ハロアルキル、Ｃ２－Ｃ６－ハロアル
ケニルまたは
【０００９】
【化３】

　であり、
　Ｒ６はまた、Ｃ３－Ｃ６－シクロアルコキシであり、
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　Ｒ７は、独立して、水素、Ｃ１－Ｃ６－アルキル、Ｃ３－Ｃ６－シクロアルキル、Ｃ１

－Ｃ６－ハロアルキル、ハロゲン、シアノ、ニトロ、Ｃ１－Ｃ４－アルコキシ、Ｃ１－Ｃ

４－ハロアルコキシ、Ｃ１－Ｃ４－アルキルチオまたはＣ１－Ｃ４－ハロアルキルチオで
あり、
　ｍは、０から４であり、
　Ｘは、Ｎ、ＣＨ、ＣＦ、ＣＣｌ、ＣＢｒまたはＣｌであり、
　Ａは、－ＣＨ２－、－ＣＨ２Ｏ－、－ＣＨ２ＯＣＨ２－、－ＣＨ２Ｓ－、－ＣＨ２ＳＣ
Ｈ２－、－ＣＨ２Ｎ（Ｃ１－Ｃ６－アルキル）－、－ＣＨ２Ｎ（Ｃ１－Ｃ６－アルキル）
ＣＨ２－、－ＣＨ［ＣＯ２（Ｃ１－Ｃ６－アルキル）］－、－ＣＨ（ＣＮ）－、－ＣＨ（
Ｃ１－Ｃ６－アルキル）－、－Ｃ（ジ－Ｃ１－Ｃ６－アルキル）－、－ＣＨ２ＣＨ２－、
－Ｃ＝ＮＯ（Ｃ１－Ｃ６－アルキル）－であり、
　Ｑは、５員もしくは６員芳香族複素環または芳香族８員、９員もしくは１０員縮合二環
式複素環系であり、この場合、前記環または環構造は、一置換または同様にもしくは別様
に多置換されていてもよく、および前記置換基は、それぞれ独立して、水素、Ｃ１－Ｃ６

－アルキル、Ｃ２－Ｃ６－アルケニル、Ｃ２－Ｃ６－アルキニル、Ｃ３－Ｃ６－シクロア
ルキル、Ｃ１－Ｃ６－ハロアルキル、Ｃ２－Ｃ６－ハロアルケニル、Ｃ２－Ｃ６－ハロア
ルキニル、Ｃ３－Ｃ６－ハロシクロアルキル、ハロゲン、ＣＮ、ＣＯ２Ｈ、ＣＯ２ＮＨ２

、ＮＯ２、ＯＨ、Ｃ１－Ｃ４－アルコキシ、Ｃ１－Ｃ４－ハロアルコキシ、Ｃ１－Ｃ４－
アルキルチオ、Ｃ１－Ｃ４－アルキルスルフィニル、Ｃ１－Ｃ４－アルキルスルホニル、
Ｃ１－Ｃ４－ハロアルキルチオ、Ｃ１－Ｃ４－ハロアルキルスルフィニル、Ｃ１－Ｃ４－
ハロアルキルスルホニル、Ｃ１－Ｃ４－アルキルアミノ、ジ－（Ｃ１－Ｃ４－アルキル）
アミノ、Ｃ３－Ｃ６－シクロアルキルアミノ、（Ｃ１－Ｃ６－アルキル）カルボニル、（
Ｃ１－Ｃ６－アルコキシ）カルボニル、（Ｃ１－Ｃ６－アルキル）アミノカルボニル、ジ
－（Ｃ１－Ｃ４－アルキル）アミノカルボニル、トリ－（Ｃ１－Ｃ２）アルキルシリル、
（Ｃ１－Ｃ４－アルキル）（Ｃ１－Ｃ４－アルコキシ）イミノから選択することができ、
　Ｑはまた、５員もしくは６員芳香族複素環もしくは複素環または芳香族８員、９員もし
くは１０員縮合二環式複素環系であり、この場合、前記環または環構造は、一置換または
同様にもしくは別様に多置換されていてもよく、および前記置換基は、それぞれ独立して
、水素、Ｃ１－Ｃ６－アルキル、Ｃ２－Ｃ６－アルケニル、Ｃ２－Ｃ６－アルキニル、Ｃ

３－Ｃ６－シクロアルキル、Ｃ１－Ｃ６－ハロアルキル、Ｃ２－Ｃ６－ハロアルケニル、
Ｃ２－Ｃ６－ハロアルキニル、Ｃ３－Ｃ６－ハロシクロアルキル、ハロゲン、ＣＮ、ＣＯ

２Ｈ、ＣＯ２ＮＨ２、ＮＯ２、ＯＨ、Ｃ１－Ｃ４－アルコキシ、Ｃ１－Ｃ４－ハロアルコ
キシ、Ｃ１－Ｃ４－アルキルチオ、Ｃ１－Ｃ４－アルキルスルフィニル、Ｃ１－Ｃ４－ア
ルキルスルホニル、Ｃ１－Ｃ４－ハロアルキルチオ、Ｃ１－Ｃ４－ハロアルキルスルフィ
ニル、Ｃ１－Ｃ４－ハロアルキルスルホニル、Ｃ１－Ｃ４－アルキルアミノ、ジ－（Ｃ１

－Ｃ４－アルキル）アミノ、Ｃ３－Ｃ６－シクロアルキルアミノ、（Ｃ１－Ｃ６－アルキ
ル）カルボニル、（Ｃ１－Ｃ６－アルコキシ）カルボニル、（Ｃ１－Ｃ６－アルキル）ア
ミノカルボニル、ジ－（Ｃ１－Ｃ４－アルキル）アミノカルボニル、トリ－（Ｃ１－Ｃ２

）アルキルシリル、（Ｃ１－Ｃ４－アルキル）（Ｃ１－Ｃ４－アルコキシ）イミノから選
択することができ、
　または前記置換基は、それぞれ独立して、フェニルおよび５員もしくは６員芳香族複素
環から選択することができ、この場合のフェニルまたは環は、Ｃ１－Ｃ６－アルキル、Ｃ

２－Ｃ６－アルケニル、Ｃ２－Ｃ６－アルキニル、Ｃ３－Ｃ６－シクロアルキル、Ｃ１－
Ｃ６－ハロアルキル、Ｃ２－Ｃ６－ハロアルケニル、Ｃ２－Ｃ６－ハロアルキニル、Ｃ３

－Ｃ６－ハロシクロアルキル、ハロゲン、ＣＮ、ＮＯ２、ＯＨ、Ｃ１－Ｃ４－アルコキシ
、Ｃ１－Ｃ４－ハロアルコキシにより一置換または同様にもしくは別様に多置換されてい
てもよい）
　であって、Ｎ－オキシドおよび塩も含む該一般式（Ｉ）の化合物を提供する。
【００１０】
　最後に、式（Ｉ）の本発明の化合物は、非常に良好な殺虫特性を有すること、および昆
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虫などの望ましくない有害生物を防除するため作物保護にも材料の保護にも使用できるこ
とを見出した。
【００１１】
　本発明の化合物は、種々の可能な異性体形態の混合物として、特に、立体異体の混合物
、例えばＥおよびＺ異性体、トレオおよびエリトロ異性体、ならび光学異性体の混合物、
しかしまた、適宜、互変異性体の混合物として存在してもよい。前記Ｅ異性体とＺ異性体
の両方を特許請求し、前記トレオおよびエリトロ異性体、ならびにまた光学異性体、これ
らの異性体の任意の混合物、ならびにまた可能な互変異性体形態も特許請求する。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　本発明のアントラニルアミドは、概括的に言うと、式（Ｉ）によって定義される。上に
明記したおよび下で明記する式についての好ましいラジカルの定義を下に示す。これらの
定義は、式（Ｉ）の最終生成物に当てはまり、同じくすべての中間体にも当てはまる。
【００１３】
　Ｒ１は、好ましくは、水素、Ｃ１－Ｃ６－アルキル、Ｃ２－Ｃ６－アルケニル、Ｃ２－
Ｃ６－アルキニル、Ｃ３－Ｃ６－シクロアルキル、シアノ（Ｃ１－Ｃ６－アルキル）、Ｃ

１－Ｃ６－ハロアルキル、Ｃ２－Ｃ６－ハロアルケニル、Ｃ２－Ｃ６－ハロアルキニル、
Ｃ１－Ｃ４－アルコキシ－Ｃ１－Ｃ４－アルキル、Ｃ１－Ｃ４－アルキルチオ－Ｃ１－Ｃ

４－アルキル、Ｃ１－Ｃ４－アルキルスルフィニル－Ｃ１－Ｃ４－アルキルまたはＣ１－
Ｃ４－アルキルスルホニル－Ｃ１－Ｃ４－アルキルである。
【００１４】
　Ｒ１は、さらに好ましくは、水素、メチル、シクロプロピル、シアノメチル、メトキシ
メチル、メチルチオメチル、メチルスルフィニルメチルまたはメチルスルホニルメチルで
ある。
【００１５】
　Ｒ１は、さらにいっそう好ましくは、水素である。
【００１６】
　Ｒ２は、好ましくは、水素またはＣ１－Ｃ６－アルキルである。
【００１７】
　Ｒ２は、さらに好ましくは、水素またはメチルである。
【００１８】
　Ｒ２は、さらにいっそう好ましくは、水素である。
【００１９】
　Ｒ３は、好ましくは、水素であるか、各場合、単回または多回、同様にもしくは別様に
置換されていてもよいＣ１－Ｃ６－アルキル、Ｃ１－Ｃ６－アルコキシ、Ｃ２－Ｃ６－ア
ルケニル、Ｃ２－Ｃ６－アルキニルであり、この場合の置換基は、それぞれ独立して、ハ
ロゲン、シアノ、ニトロ、ヒドロキシル、Ｃ１－Ｃ６－アルキル、Ｃ３－Ｃ６－シクロア
ルキル、Ｃ１－Ｃ４－アルコキシ、Ｃ１－Ｃ４－ハロアルコキシ、Ｃ１－Ｃ４－アルキル
チオ、Ｃ１－Ｃ４－アルキルスルフィニル、Ｃ１－Ｃ４－アルキルスルホニル、Ｃ１－Ｃ

４－アルキルスルホイミノ（ａｌｋｙｌｓｕｌｐｈｉｍｉｎｏ）、Ｃ１－Ｃ４－アルキル
スルホイミノ（ａｌｋｙｌｓｕｌｐｈｉｍｉｎｏ）－Ｃ１－Ｃ４－アルキル、Ｃ１－Ｃ４

－アルキルスルホイミノ（ａｌｋｙｌｓｕｌｐｈｉｍｉｎｏ）－Ｃ２－Ｃ５－アルキルカ
ルボニル、Ｃ１－Ｃ４－アルキルスルホキシミノ、Ｃ１－Ｃ４－アルキルスルホキシミノ
－Ｃ１－Ｃ４－アルキル、Ｃ１－Ｃ４－アルキルスルホキシミノ－Ｃ２－Ｃ５－アルキル
カルボニル、Ｃ２－Ｃ６－アルコキシカルボニル、Ｃ２－Ｃ６－アルキルカルボニルおよ
びＣ３－Ｃ６－トリアルキルシリルから選択することができる。
【００２０】
　Ｒ３はまた、好ましくは、Ｃ３－Ｃ１２－シクロアルキルおよびＣ４－Ｃ１０－ビシク
ロアルキルであり、この場合の置換基は、それぞれ独立して、ハロゲン、シアノ、ニトロ
、ヒドロキシル、Ｃ１－Ｃ６－アルキル、Ｃ３－Ｃ６－シクロアルキル、Ｃ１－Ｃ４－ア
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ルコキシ、Ｃ１－Ｃ４－ハロアルコキシ、Ｃ１－Ｃ４－アルキルチオ、Ｃ１－Ｃ４－アル
キルスルフィニル、Ｃ１－Ｃ４－アルキルスルホニル、Ｃ１－Ｃ４－アルキルスルホイミ
ノ（ａｌｋｙｌｓｕｌｐｈｉｍｉｎｏ）、Ｃ１－Ｃ４－アルキルスルホイミノ（ａｌｋｙ
ｌｓｕｌｐｈｉｍｉｎｏ）－Ｃ１－Ｃ４－アルキル、Ｃ１－Ｃ４－アルキルスルホイミノ
（ａｌｋｙｌｓｕｌｐｈｉｍｉｎｏ）－Ｃ２－Ｃ５－アルキルカルボニル、Ｃ１－Ｃ４－
アルキルスルホキシミノ、Ｃ１－Ｃ４－アルキルスルホキシミノ－Ｃ１－Ｃ４－アルキル
、Ｃ１－Ｃ４－アルキルスルホキシミノ－Ｃ２－Ｃ５－アルキルカルボニル、Ｃ２－Ｃ６

－アルコキシカルボニル、Ｃ２－Ｃ６－アルキルカルボニルおよびＣ３－Ｃ６－トリアル
キルシリルから選択することができる。
【００２１】
　Ｒ３は、さらに好ましくは、水素であるか、各場合、単回または多回、同様にもしくは
別様に置換されていてもよいＣ１－Ｃ６－アルキル、Ｃ１－Ｃ６－アルコキシであり、こ
の場合の置換基は、それぞれ独立して、ハロゲン、シアノ、ニトロ、ヒドロキシル、Ｃ１

－Ｃ６－アルキル、Ｃ３－Ｃ６－シクロアルキル、Ｃ１－Ｃ４－アルコキシ、Ｃ１－Ｃ４

－ハロアルコキシ、Ｃ１－Ｃ４－アルキルチオ、Ｃ１－Ｃ４－アルキルスルフィニル、Ｃ

１－Ｃ４－アルキルスルホニル、Ｃ１－Ｃ４－アルキルスルホイミノ（ａｌｋｙｌｓｕｌ
ｐｈｉｍｉｎｏ）、Ｃ１－Ｃ４－アルキルスルホイミノ（ａｌｋｙｌｓｕｌｐｈｉｍｉｎ
ｏ）－Ｃ１－Ｃ４－アルキル、Ｃ１－Ｃ４－アルキルスルホイミノ（ａｌｋｙｌｓｕｌｐ
ｈｉｍｉｎｏ）－Ｃ２－Ｃ５－アルキルカルボニル、Ｃ１－Ｃ４－アルキルスルホキシミ
ノ、Ｃ１－Ｃ４－アルキルスルホキシミノ－Ｃ１－Ｃ４－アルキル、Ｃ１－Ｃ４－アルキ
ルスルホキシミノ－Ｃ２－Ｃ５－アルキルカルボニル、Ｃ２－Ｃ６－アルコキシカルボニ
ル、Ｃ２－Ｃ６－アルキルカルボニルおよびＣ３－Ｃ６－トリアルキルシリルから選択す
ることができる。
【００２２】
　Ｒ３はまた、さらに好ましくは、単回または多回、同様にもしくは別様に置換されてい
てもよいＣ３－Ｃ６－シクロアルキルであり、この場合の置換基は、それぞれ独立して、
ハロゲン、シアノ、ニトロ、ヒドロキシル、Ｃ１－Ｃ６－アルキル、Ｃ３－Ｃ６－シクロ
アルキル、Ｃ１－Ｃ４－アルコキシ、Ｃ１－Ｃ４－ハロアルコキシ、Ｃ１－Ｃ４－アルキ
ルチオ、Ｃ１－Ｃ４－アルキルスルフィニル、Ｃ１－Ｃ４－アルキルスルホニル、Ｃ１－
Ｃ４－アルキルスルホイミノ（ａｌｋｙｌｓｕｌｐｈｉｍｉｎｏ）、Ｃ１－Ｃ４－アルキ
ルスルホイミノ（ａｌｋｙｌｓｕｌｐｈｉｍｉｎｏ）－Ｃ１－Ｃ４－アルキル、Ｃ１－Ｃ

４－アルキルスルホイミノ（ａｌｋｙｌｓｕｌｐｈｉｍｉｎｏ）－Ｃ２－Ｃ５－アルキル
カルボニル、Ｃ１－Ｃ４－アルキルスルホキシミノ、Ｃ１－Ｃ４－アルキルスルホキシミ
ノ－Ｃ１－Ｃ４－アルキル、Ｃ１－Ｃ４－アルキルスルホキシミノ－Ｃ２－Ｃ５－アルキ
ルカルボニル、Ｃ２－Ｃ６－アルコキシカルボニル、Ｃ２－Ｃ６－アルキルカルボニルお
よびＣ３－Ｃ６－トリアルキルシリルから選択することができる。
【００２３】
　Ｒ３は、さらにいっそう好ましくは、Ｃ１－Ｃ４－アルキル（メチル、エチル、ｎ－プ
ロピル、イソプロピル、ｎ－ブチル、イソブチル、ｓｅｃ－ブチルもしくはｔｅｒｔ－ブ
チル）またはシアノ－Ｃ１－Ｃ３－アルキル（シアノメチル、１－シアノエチル、２－シ
アノエチル、１－シアノ－ｎ－プロピル、２－シアノ－ｎ－プロピル、３－シアノ－ｎ－
プロピル、１－シアノイソプロピル、２－シアノイソプロピル）である。
【００２４】
　Ｒ３は、特に好ましくは、メチル、イソプロピルまたはシアノメチルである。
【００２５】
　Ｙは、好ましくは、およびさらに好ましくは、ＯまたはＳである。
【００２６】
　Ｙは、さらにいっそう好ましくは、Ｏである。
【００２７】
　Ｙは、同じくさらにいっそう好ましくは、Ｓである。
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【００２８】
　Ｒ４は、好ましくは、ヒドロキシル、アミノ、カルボキシル、ＯＣＮ、ＳＣＮ、Ｃ１－
Ｃ４－アルコキシ－Ｃ１－Ｃ４－アルキル、Ｃ１－Ｃ４－アルキルチオ－Ｃ１－Ｃ４－ア
ルキル、Ｃ１－Ｃ４－アルキルスルホニルオキシ、Ｃ１－Ｃ４－アルキルカルボニルアミ
ノ、Ｎ－メトキシ－Ｎ－メチルアミノ、ヒドロキシイミノ、（Ｃ１－Ｃ４－アルキル）ヒ
ドロキシイミノ、Ｃ１－Ｃ４－アルコキシカルボニル、Ｃ１－Ｃ４－アルコキシカルボニ
ル－Ｃ１－Ｃ４－アルキル、Ｃ１－Ｃ４－アルキルカルボニル、ヒドロキシ－Ｃ１－Ｃ４

－アルキル、Ｃ１－Ｃ４－ハロアルキルカルボニル、Ｃ１－Ｃ４－アルキルカルボニルオ
キシ、アミノカルボニル、Ｃ１－Ｃ４－アルキルアミノカルボニル、Ｃ１－Ｃ４－ジアル
キルアミノカルボニル、アミノチオカルボニル、Ｃ１－Ｃ４－アルキルアミノチオカルボ
ニル、Ｃ１－Ｃ４－ジアルキルアミノチオカルボニル、Ｃ１－Ｃ４－アルキルスルホニル
アミノ、アミノスルホニル、Ｃ１－Ｃ４－アルキルアミノスルホニル、Ｃ１－Ｃ４－ジア
ルキルアミノスルホニル、Ｃ１－Ｃ４－アルキルスルホキシミノまたは３員から６員飽和
、部分飽和もしくは芳香族環であり、前記環は、Ｏ、ＳおよびＮの群からの１から３個の
ヘテロ原子を含有していてもよく、ならびにハロゲン、シアノ、ニトロ、ヒドロキシル、
アミノ、カルボキシル、Ｃ１－Ｃ４－アルキル、Ｃ１－Ｃ４－ハロアルキル、Ｃ２－Ｃ６

－アルケニル、Ｃ２－Ｃ６－ハロアルケニル、Ｃ２－Ｃ６－アルキニル、Ｃ１－Ｃ２－ア
ルコキシ、Ｃ１－Ｃ２－ハロアルコキシ、Ｃ１－Ｃ２－アルキルチオ、Ｃ１－Ｃ２－アル
キルスルフィニル、Ｃ１－Ｃ２－アルキルスルホニル、Ｃ１－Ｃ２－アルキルスルホニル
オキシ、Ｃ１－Ｃ２－ハロアルキルチオ、Ｃ１－Ｃ２－ハロアルキルスルフィニル、Ｃ１

－Ｃ２－ハロアルキルスルホニル、Ｃ１－Ｃ２－アルキルアミノ、ジ－（Ｃ１－Ｃ２－ア
ルキル）アミノ、Ｃ１－Ｃ２－アルキルカルボニルアミノ、Ｃ１－Ｃ２－アルコキシカル
ボニル、Ｃ１－Ｃ２－アルキルカルボニル、Ｃ１－Ｃ２－アルキルカルボニルオキシ、ア
ミノカルボニル、Ｃ１－Ｃ２－アルキルアミノカルボニル、Ｃ１－Ｃ２－ジアルキルアミ
ノカルボニル、アミノチオカルボニル、Ｃ１－Ｃ２－アルキルアミノチオカルボニル、Ｃ

１－Ｃ２－ジアルキルアミノチオカルボニル、Ｃ３－Ｃ６－シクロアルキルアミノ、Ｃ１

－Ｃ４－アルキルスルホニルアミノ、アミノスルホニル、Ｃ１－Ｃ４－アルキルアミノス
ルホニルまたはＣ１－Ｃ４－ジアルキルアミノスルホニルによって一置換または同様にも
しくは別様に多置換されていてもよい。
【００２９】
　Ｒ４は、さらに好ましくは、ヒドロキシル、アミノ、カルボキシル、Ｃ１－Ｃ２－アル
コキシ－Ｃ１－Ｃ２－アルキル、Ｃ１－Ｃ２－アルキルチオ－Ｃ１－Ｃ２－アルキル、Ｃ

１－Ｃ２－アルキルスルホニルオキシ、Ｃ１－Ｃ２－アルキルカルボニルアミノ、ヒドロ
キシイミノ、（Ｃ１－Ｃ３－アルキル）ヒドロキシイミノ、Ｃ１－Ｃ４－アルコキシカル
ボニル、Ｃ１－Ｃ２－アルキルカルボニル、ヒドロキシ－Ｃ１－Ｃ２－アルキル、Ｃ１－
Ｃ２－ハロアルキルカルボニル、アミノカルボニル、Ｃ１－Ｃ２－アルキルアミノカルボ
ニル、Ｃ１－Ｃ２－ジアルキルアミノカルボニル、アミノチオカルボニル、Ｃ１－Ｃ２－
アルキルアミノチオカルボニル、Ｃ１－Ｃ２－ジアルキルアミノチオカルボニル、Ｃ１－
Ｃ２－アルキルスルホニルアミノ、アミノスルホニル、Ｃ１－Ｃ２－アルキルアミノスル
ホニル、Ｃ１－Ｃ２－ジアルキルアミノスルホニル、Ｃ１－Ｃ２－アルキルスルホキシミ
ノまたは３員から６員飽和、部分飽和もしくは芳香族環であり、前記環は、Ｏ、Ｓおよび
Ｎの群からの１から３個のヘテロ原子を含有していてもよく、ならびにハロゲン、シアノ
、Ｃ１－Ｃ２－アルキル、Ｃ１－Ｃ２－ハロアルキル、Ｃ１－Ｃ２－アルコキシ、Ｃ１－
Ｃ２－ハロアルコキシ、Ｃ１－Ｃ２－アルキルチオ、Ｃ１－Ｃ２－アルキルスルフィニル
、Ｃ１－Ｃ２－アルキルスルホニル、Ｃ１－Ｃ２－ハロアルキルチオ、Ｃ１－Ｃ２－ハロ
アルキルスルフィニルまたはＣ１－Ｃ２－ハロアルキルスルホニルによって一置換または
同様にもしくは別様に多置換されていてもよい。
【００３０】
　Ｒ４は、さらにいっそう好ましくは、ヒドロキシル、アミノ、カルボキシル、メトキシ
メチル、メチルチオメチル、メチルスルホニルオキシ、メチルカルボニルアミノ、ヒドロ
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キシイミノ、ヒドロキシイミノメチル、ヒドロキシイミノエチル、メトキシカルボニル、
エトキシカルボニル、アセチル、トリフルオロアセチル、ヒドロキシエチル、アミノカル
ボニル、メチルアミノカルボニル、ジメチルアミノカルボニル、アミノチオカルボニル、
メチルアミノチオカルボニル、ジメチルアミノチオカルボニル、メチルスルホニルアミノ
、アミノスルホニル、メチルアミノスルホニル、ジメチルアミノスルホニル、メチルスル
ホキシミノ、シクロプロピルメチルオキシカルボニル、シクロブチルメチルオキシカルボ
ニル、シクロブチルオキシカルボニル、１，３－ジオキサン、ジメチル－１，３－ジオキ
サン、１，３－ジオキソラン、トリフルオロメチルピラゾール、トリアゾールであるか、
またはフッ素、塩素、臭素、シアノ、メチル、エチル、トリフルオロメチル、メトキシも
しくはトリフルオロメトキシにより置換されていてもよい、シクロプロピル、シクロブチ
ル、フェニル、フラン、チオフェン、イミダゾール、チアゾール、オキサゾール、ピリジ
ン、ピリミジン、アゼチジン、オキセタン、チエタン、ピロリジン、ピラゾリジン、イミ
ダゾリジン、ピペリジン、ピペラジン、ピロリドン、イミダゾリドン、トリアゾリノン、
テトラゾリノン、チアゾロンもしくはオキサゾロンである。
【００３１】
　Ｒ４は、特に好ましくは、カルボキシル、メトキシメチル、メチルスルホニルオキシ、
メトキシカルボニル、ヒドロキシイミノ、ヒドロキシイミノメチル、ヒドロキシイミノエ
チル、アセチル、トリフルオロアセチル、ヒドロキシエチル、アミノカルボニル、メチル
アミノカルボニル、ジメチルアミノカルボニル、アミノチオカルボニル、メチルアミノチ
オカルボニル、ジメチルアミノチオカルボニル、シクロプロピルメチルオキシカルボニル
、シクロブチルメチルオキシカルボニル、シクロブチルオキシカルボニル、１，３－ジオ
キサン、ジメチル－１，３－ジオキサン、１，３－ジオキソラン、トリフルオロメチルピ
ラゾールまたはトリアゾールである。
【００３２】
　Ｒ４は、加えて、ＹがＳである場合には以下の好ましい、さらに好ましい、さらにいっ
そう好ましいおよび特に好ましい定義を有する：
　Ｒ４は、加えて、好ましくは、水素、Ｃ１－Ｃ４－アルキル、Ｃ１－Ｃ４－ハロアルキ
ル、ハロゲン、シアノ、Ｃ１－Ｃ４－アルコキシ、Ｃ１－Ｃ４－ハロアルコキシ、Ｃ１－
Ｃ４－アルキルチオまたはＣ１－Ｃ４－ハロアルキルチオである。
【００３３】
　好ましくは、２つの隣接するＲ４ラジカルが、加えて、－（ＣＨ２）３－、－（ＣＨ２

）４－、－（ＣＨ２）５－、－（ＣＨ＝ＣＨ－）２－、－ＯＣＨ２Ｏ－、－Ｏ（ＣＨ２）

２Ｏ－、－ＯＣＦ２Ｏ－、－（ＣＦ２）２Ｏ－、－Ｏ（ＣＦ２）２Ｏ－、－（ＣＨ＝ＣＨ
－ＣＨ＝Ｎ）－もしくは－（ＣＨ＝ＣＨ－Ｎ＝ＣＨ）－にもなる。
【００３４】
　Ｒ４は、加えてさらに好ましくは、水素、Ｃ１－Ｃ４－アルキル、Ｃ１－Ｃ２－ハロア
ルキル、ハロゲン、シアノまたはＣ１－Ｃ２－ハロアルコキシである。
【００３５】
　さらに好ましくは、２つの隣接するＲ４ラジカルが、加えて、－（ＣＨ２）４－、－（
ＣＨ＝ＣＨ－）２－、－Ｏ（ＣＨ２）２Ｏ－、－Ｏ（ＣＦ２）２Ｏ－、－（ＣＨ＝ＣＨ－
ＣＨ＝Ｎ）－または－（ＣＨ＝ＣＨ－Ｎ＝ＣＨ）－にもなる。
【００３６】
　Ｒ４は、加えてさらにいっそう好ましくは、水素、メチル、トリフルオロメチル、シア
ノ、フッ素、塩素、臭素、ヨウ素またはトリフルオロメトキシである。さらにいっそう好
ましくは、２つの隣接するＲ４ラジカルが、加えて、－（ＣＨ２）４－または－（ＣＨ＝
ＣＨ－）２－にもなる。
【００３７】
　Ｒ４は、加えて特に好ましくは、塩素または臭素であり、
　Ｒ４はまた、加えて、特に好ましくは、ヨウ素またはシアノである。特に好ましくは、
２つの隣接するＲ４ラジカルが、加えて、－（ＣＨ＝ＣＨ）２－にもなる。
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【００３８】
　Ｒ５は、好ましくは、Ｃ１－Ｃ４－アルキル、Ｃ３－Ｃ６－シクロアルキル、Ｃ１－Ｃ

４－ハロアルキル、Ｃ１－Ｃ６－ハロシクロアルキル、Ｃ２－Ｃ６－アルケニル、Ｃ２－
Ｃ４－ハロアルケニル、Ｃ２－Ｃ４－アルキニル、Ｃ２－Ｃ４－ハロアルキニル、Ｃ１－
Ｃ４－アルコキシ、Ｃ１－Ｃ４－ハロアルコキシ、Ｃ１－Ｃ４－アルキルチオ、Ｃ１－Ｃ

４－アルキルスルフィニル、Ｃ１－Ｃ４－アルキルスルホニル、Ｃ１－Ｃ４－ハロアルキ
ルチオ、Ｃ１－Ｃ４－ハロアルキルスルフィニル、Ｃ１－Ｃ４－ハロアルキルスルホニル
、ハロゲン、シアノ、ニトロまたはＣ３－Ｃ６－トリアルキルシリルである。
【００３９】
　Ｒ５は、さらに好ましくは、Ｃ１－Ｃ４－アルキル、Ｃ３－Ｃ６－シクロアルキル、Ｃ

１－Ｃ４－ハロアルキル、Ｃ１－Ｃ６－ハロシクロアルキル、Ｃ２－Ｃ６－アルケニル、
Ｃ２－Ｃ４－ハロアルケニル、Ｃ２－Ｃ４－アルキニル、Ｃ２－Ｃ４－ハロアルキニル、
Ｃ１－Ｃ４－アルコキシ、Ｃ１－Ｃ４－ハロアルコキシ、フッ素、塩素、臭素、ヨウ素、
シアノ、ニトロまたはＣ３－Ｃ６－トリアルキルシリルである。
【００４０】
　Ｒ５は、さらにいっそう好ましくは、メチル、フッ素、塩素、臭素またはヨウ素である
。
【００４１】
　Ｒ５は、特に好ましくは、メチルまたは塩素である。
【００４２】
　Ｒ６は、好ましくは、Ｃ１－Ｃ６－アルキルまたは
【００４３】
【化４】

　であり、
　Ｒ６はまた、好ましくは、Ｃ３－Ｃ６－シクロアルコキシであり、
　Ｒ６は、さらに好ましくは、メチルまたは
【００４４】
【化５】

　である。
【００４５】
　Ｒ７は、独立して、好ましくは、水素、ハロゲン、シアノ、Ｃ１－Ｃ４－アルキル、Ｃ

１－Ｃ４－アルコキシ、Ｃ１－Ｃ４－ハロアルキル、Ｃ１－Ｃ４－ハロアルコキシ、Ｃ１

－Ｃ４－ハロアルキルスルホニルまたは（Ｃ１－Ｃ４－アルキル）Ｃ１－Ｃ４－アルコキ
シイミノであり、
　Ｒ７は、独立して、さらに好ましくは、水素、ハロゲンまたはＣ１－Ｃ４－ハロアルキ
ルであり、
　Ｒ７は、さらにいっそう好ましくは、フッ素、塩素または臭素であり、
　Ｒ７は、特に好ましくは、塩素である。
【００４６】
　ｍは、好ましくは、１、２または３であり、
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　ｍは、さらに好ましくは、１または２であり、
　ｍは、さらにいっそう好ましくは、１である。
【００４７】
　Ｘは、好ましくは、Ｎ、ＣＨ、ＣＦ、ＣＣｌ、ＣＢｒまたはＣｌであり、
　Ｘは、さらに好ましくは、Ｎ、ＣＨ、ＣＦ、ＣＣｌまたはＣＢｒであり、
　Ｘは、さらにいっそう好ましくは、Ｎ、ＣＣｌまたはＣＨである。
【００４８】
　Ａは、好ましくは、－ＣＨ２－、－ＣＨ２Ｏ－、－ＣＨ２ＯＣＨ２－、－ＣＨ２Ｓ－、
－ＣＨ２ＳＣＨ２－、－ＣＨ２Ｎ（Ｃ１－Ｃ６－アルキル）－、－ＣＨ２Ｎ（Ｃ１－Ｃ６

－アルキル）ＣＨ２－、－ＣＨ（ＣＮ）－、－ＣＨ（Ｃ１－Ｃ６－アルキル）－、－Ｃ（
ジ－Ｃ１－Ｃ６－アルキル）－、－ＣＨ２ＣＨ２－、－Ｃ＝ＮＯ（Ｃ１－Ｃ６－アルキル
）－であり、
　Ａは、さらに好ましくは、－ＣＨ２－、－ＣＨ（ＣＨ３）、Ｃ（ＣＨ３）２またはＣＨ

２ＣＨ２であり、
　Ａはまた、さらに好ましくは、－ＣＨ（ＣＮ）－であり、
　Ａは、さらにいっそう好ましくは、ＣＨ２またはＣＨ（ＣＨ３）であり、
　Ａは、特に好ましくは、ＣＨ２である。
【００４９】
　Ｑは、好ましくは、Ｑ－１からＱ－５３の群からの一もしくは多置換されていてもよい
５員もしくは６員芳香族複素環、または芳香族９員縮合二環式複素環系Ｑ－５４からＱ－
５６であり、この場合、置換基は、それぞれ独立して、Ｃ１－Ｃ３－アルキル、Ｃ１－Ｃ

３－ハロアルキル、Ｃ１－Ｃ２－アルコキシ、ハロゲン、シアノ、ヒドロキシル、ニトロ
およびＣ１－Ｃ２－ハロアルコキシから選択することができ、
　Ｑはまた、好ましくは、Ｑ－１からＱ－５３およびＱ－５８からＱ－５９の群からの一
もしくは多置換されていてもよい５員もしくは６員芳香族複素環、芳香族９員縮合二環式
複素環系Ｑ－５４からＱ－５６、および５員複素環Ｑ－６０からＱ－６１であり、この場
合、置換基は、それぞれ独立して、Ｃ１－Ｃ３－アルキル、Ｃ１－Ｃ３－ハロアルキル、
Ｃ１－Ｃ２－アルコキシ、ハロゲン、シアノ、ヒドロキシル、ニトロおよびＣ１－Ｃ２－
ハロアルコキシから選択することができ、
　または置換基は、それぞれ独立して、フェニルおよび５員もしくは６員芳香族複素環か
ら選択することができ、この場合のフェニルまたは環は、Ｃ１－Ｃ６－アルキル、Ｃ２－
Ｃ６－アルケニル、Ｃ２－Ｃ６－アルキニル、Ｃ３－Ｃ６－シクロアルキル、Ｃ１－Ｃ６

－ハロアルキル、Ｃ２－Ｃ６－ハロアルケニル、Ｃ２－Ｃ６－ハロアルキニル、Ｃ３－Ｃ

６－ハロシクロアルキル、ハロゲン、ＣＮ、ＮＯ２、ＯＨ、Ｃ１－Ｃ４－アルコキシ、Ｃ

１－Ｃ４－ハロアルコキシにより一置換または同様にもしくは別様に多置換されていても
よい。
【００５０】
　Ｑは、さらに好ましくは、Ｑ－３６からＱ－４０の群からの一もしくは多置換されてい
てもよい５員もしくは６員芳香族複素環、または芳香族９員縮合二環式複素環系Ｑ－５４
からＱ－５６であり、この場合、置換基は、それぞれ独立して、Ｃ１－Ｃ３－アルキル、
Ｃ１－Ｃ３－ハロアルキル、Ｃ１－Ｃ２－アルコキシ、ハロゲン、シアノ、ヒドロキシル
、ニトロおよびＣ１－Ｃ２－ハロアルコキシから選択することができる。
【００５１】
　Ｑはまた、さらに好ましくは、Ｑ－３６からＱ－４０およびＱ－５８からＱ－５９の群
からの一もしくは多置換されていてもよい５員もしくは６員芳香族複素環、芳香族９員縮
合二環式複素環系Ｑ－５４からＱ－５６、および５員複素環Ｑ－６０からＱ－６１であり
、この場合、置換基は、それぞれ独立して、Ｃ１－Ｃ３－アルキル、Ｃ１－Ｃ３－ハロア
ルキル、Ｃ１－Ｃ２－アルコキシ、ハロゲン、シアノ、ヒドロキシル、ニトロおよびＣ１

－Ｃ２－ハロアルコキシから選択することができ、
　または置換基は、それぞれ独立して、フェニルおよび５員もしくは６員芳香族複素環か
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Ｃ６－アルケニル、Ｃ２－Ｃ６－アルキニル、Ｃ３－Ｃ６－シクロアルキル、Ｃ１－Ｃ６

－ハロアルキル、Ｃ２－Ｃ６－ハロアルケニル、Ｃ２－Ｃ６－ハロアルキニル、Ｃ３－Ｃ

６－ハロシクロアルキル、ハロゲン、ＣＮ、ＮＯ２、Ｃ１－Ｃ４－アルコキシ、Ｃ１－Ｃ

４－ハロアルコキシにより一置換または同様にもしくは別様に多置換されていてもよい。
【００５２】
　Ｑは、さらにいっそう好ましくは、Ｑ－３７、Ｑ－３８、Ｑ－３９、Ｑ－４０、Ｑ－５
８およびＱ－５９の群からの一または多置換されていてもよい芳香族複素環、および５員
複素環Ｑ－６０であり、この場合、置換基は、それぞれ独立して、Ｃ１－Ｃ３－アルキル
、Ｃ１－Ｃ３－ハロアルキル、Ｃ１－Ｃ２－アルコキシ、ハロゲン、シアノ、ヒドロキシ
ル、ニトロおよびＣ１－Ｃ２－ハロアルコキシから選択することができ、
　または置換基は、それぞれ独立して、フェニルおよび５員もしくは６員芳香族複素環か
ら選択することができ、この場合のフェニルまたは環は、Ｃ１－Ｃ６－アルキル、Ｃ２－
Ｃ６－アルケニル、Ｃ２－Ｃ６－アルキニル、Ｃ３－Ｃ６－シクロアルキル、Ｃ１－Ｃ６

－ハロアルキル、Ｃ２－Ｃ６－ハロアルケニル、Ｃ２－Ｃ６－ハロアルキニル、Ｃ３－Ｃ

６－ハロシクロアルキル、ハロゲン、ＣＮ、ＮＯ２、Ｃ１－Ｃ４－アルコキシ、Ｃ１－Ｃ

４－ハロアルコキシにより一置換または同様にもしくは別様に多置換されていてもよい。
【００５３】
　Ｑはまた、さらにいっそう好ましくは、Ｑ－３７、Ｑ－３８、Ｑ－３９、Ｑ－４０、Ｑ
－５８およびＱ－５９の群からの一または多置換されていてもよい芳香族複素環、および
５員複素環Ｑ－６０であり、この場合、置換基は、それぞれ独立して、Ｃ１－Ｃ３－アル
キル、Ｃ１－Ｃ３－ハロアルキル、ハロゲン、シアノ、ニトロまたはＣ１－Ｃ２－ハロア
ルコキシから選択することができ、
　または置換基は、それぞれ独立して、フェニルおよび５員もしくは６員芳香族複素環か
ら選択することができ、この場合のフェニルまたは環は、Ｃ１－Ｃ６－アルキル、Ｃ２－
Ｃ６－アルケニル、Ｃ２－Ｃ６－アルキニル、Ｃ３－Ｃ６－シクロアルキル、Ｃ１－Ｃ６

－ハロアルキル、Ｃ２－Ｃ６－ハロアルケニル、Ｃ２－Ｃ６－ハロアルキニル、Ｃ３－Ｃ

６－ハロシクロアルキル、ハロゲン、ＣＮ、ＮＯ２、Ｃ１－Ｃ４－アルコキシ、Ｃ１－Ｃ

４－ハロアルコキシにより一置換または同様にもしくは別様に多置換されていてもよく、
　Ｑは、特に好ましくは、炭素原子が一、二または三置換されていてもよい芳香族複素環
Ｑ－３７、Ｑ－４０、Ｑ－５８およびＱ－５９、ならびに５員複素環Ｑ－６０であり、こ
の場合、置換基は、それぞれ独立して、塩素、フッ素、ヨウ素、臭素、シアノ、トリフル
オロメチルおよびペンタフルオロエチルから選択することができ、
　または置換基は、それぞれ独立して、フェニルから選択することができ、この場合のフ
ェニル環は、Ｃ１－Ｃ６－アルキル、Ｃ２－Ｃ６－アルケニル、Ｃ２－Ｃ６－アルキニル
、Ｃ３－Ｃ６－シクロアルキル、Ｃ１－Ｃ６－ハロアルキル、Ｃ２－Ｃ６－ハロアルケニ
ル、Ｃ２－Ｃ６－ハロアルキニル、Ｃ３－Ｃ６－ハロシクロアルキル、ハロゲン、ＣＮ、
ＮＯ２、Ｃ１－Ｃ４－ハロアルコキシにより一置換または同様にもしくは別様に多置換さ
れていてもよく、
　Ｑはまた、特に好ましくは、Ｑ－３７、Ｑ－４０、Ｑ－５８およびＱ－５９の群からの
一または多置換されていてもよい芳香族複素環、および５員複素環Ｑ－６０であり、この
場合、置換基は、それぞれ独立して、塩素、フッ素、ヨウ素、シアノ、トリフルオロメチ
ルおよびペンタフルオロエチルから選択することができ、
　または置換基は、それぞれ独立して、フェニルから選択することができ、この場合のフ
ェニル環は、塩素、フッ素、ヨウ素、臭素、シアノ、トリフルオロメチルおよびペンタフ
ルオロエチルにより一置換または同様もしくは別様に多置換されていてもよい。
【００５４】
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【化６】

　上に列挙した環または環系は、独立して、加えてオキソ、チオ、（＝Ｏ）＝ＮＨ、（＝
Ｏ）＝Ｎ－ＣＮ、（＝Ｏ）２により置換されていてもよい。例としては、テトラヒドロチ
オフェンジオキシド、イミダゾリドンが挙げられる。前記環または環系Ｑは、好ましくは
、加えて（＝Ｏ）または（＝Ｏ）２により置換されている。
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【００５５】
　このとき、環炭素原子上の置換基としてのオキソ基は、例えば、複素環内のカルボニル
基である。結果として、ラクトンおよびラクタムも好ましくは含まれる。前記オキソ基は
、環ヘテロ原子上に見出されることもあり、前記環ヘテロ原子は、例えばＮおよびＳの場
合、異なる酸化状態で存在することがあり、その場合、前記オキソ基は、例えば該複素環
内の二価－Ｎ（Ｏ）－、－Ｓ（Ｏ）－（同じく、簡単にＳＯ）および－Ｓ（Ｏ）２－（同
じく、簡単にＳＯ２）基を構成することがある。－Ｎ（Ｏ）－および－Ｓ（Ｏ）－基の場
合には、それぞれの場合、両方のエナンチオマーを含む。
【００５６】
　オキソ基以外の置換基が、複素環上のヘテロ原子に、例えば、基本骨格の窒素原子上の
水素原子が置換されているときにはその窒素原子に、結合されていることもある。窒素原
子の場合、およびまた他のヘテロ原子の、例えば硫黄原子の場合、第四級アンモニウム化
合物またはスルホニウム化合物を形成するさらなる置換もあり得る。
【００５７】
　上述の一般的または好ましいラジカルの定義または実例は、必要に応じて互いに組み合
わせることができる、すなわち、それぞれの範囲および好ましい範囲間の組み合わせを含
む。それらは、最終生成物にも、相応じて前駆体および中間体にも当てはまる。
【００５８】
　本発明によると、上に好ましいものとして（好ましく）列挙した定義の組み合わせが存
在する式（Ｉ）の化合物が好ましい。
【００５９】
　本発明によると、上にさらに好ましいものとして列挙した定義の組み合わせが存在する
式（Ｉ）の化合物は、特に好ましい。
【００６０】
　本発明によると、上にさらにいっそう好ましいものとして列挙した定義の組み合わせが
存在する式（Ｉ）の化合物は、非常に特に好ましい。
【００６１】
　式（Ｉ）の化合物は、特に、異なる位置異性体の形態で、例えば、定義Ｑ６２もしくは
Ｑ６３を有する化合物の混合物の形態で、またはＱ５８とＱ５９の混合物の形態で、存在
し得る。したがって、Ｑが、Ｑ６２およびＱ６３、でなければＱ５８およびＱ５９として
定義される式（Ｉ）の化合物の混合物もまた本発明に含まれ、それらの化合物は、異なる
混合比で存在し得る。６０：４０から９９：１である、ＱラジカルがＱ６２またはＱ５８
である式（Ｉ）の化合物の、ＱラジカルがＱ６３またはＱ５９である式（Ｉ）の化合物に
対する混合比が好ましく、７０：３０から９７：３がさらに好ましく、８０：２０から９
５：５がさらにいっそう好ましい。ＱがＱ６２またはＱ５８である式（Ｉ）の化合物の、
ＱがＱ６３またはＱ５９である式（Ｉ）の化合物に対する以下の混合比が特に好ましい：
８０：２０；８１：１９；８２：１８；８３：１７；８４：１６；８５：１５、８６：１
４；８７：１３；８８：１２；８９：１１；９０：１０、９１：９；９２：８；９３：７
；９６：６；９５：５。
【００６２】
　調製方法
　加えて、式（Ｉ）のアントラニルアミドは下記の方法のうちの１つによって得られるこ
とを見出した。
【００６３】
　式（Ｉ）のアントラニルアミド
【００６４】
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【化７】

　（式中、Ａ、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５、Ｒ６、Ｑおよびｎは、それぞれ、上で定
義したとおりであり、ならびにＹは、Ｏである）は、
　（Ａ）式（ＩＩ）のアニリン
【００６５】

【化８】

　（この式中、Ａ、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５およびｎは、それぞれ、上で定義した
とおりである）と式（ＩＩＩ）の塩化カルボニル
【００６６】
【化９】

　（この式中、Ｒ６、ＡおよびＱは、それぞれ、上で定義したとおりである）とを、酸結
合剤の存在下で反応させることによって得られ、
　（Ｂ）式（ＩＩ）のアニリン
【００６７】
【化１０】

　（この式中、Ａ、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５およびｎは、それぞれ、上で定義した
とおりである）
　と式（ＩＶ）のカルボン酸
【００６８】
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【化１１】

　（この式中、Ｒ６、ＡおよびＱは、それぞれ、上で定義したとおりである）
　とを、縮合剤の存在下で反応させることによって得られ、または
　（Ｃ）式（Ｖ）のベンゾオキサジノン
【００６９】
【化１２】

　（この式中、Ｒ４、Ｒ５、Ｒ６、Ａ、Ｑおよびｎは、それぞれ、上で定義したとおりで
ある）
　と式（ＸＶ）のアミン
【００７０】

【化１３】

　（この式中、Ｒ２およびＲ３は、それぞれ、上で定義したとおりである）
　とを、希釈剤の存在下で反応させることにより、Ｒ１が水素である式（Ｉ）のアントラ
ニルアミドを合成することによって得られる。
【００７１】
　式Ｂのアニリンは、新規である。それらは、下記の反応スキーム（このスキームにおけ
るＲ２、Ｒ３およびＲ５は、それぞれ、上で定義したとおりである）に従って、式Ａの化
合物から得ることができる。式Ａの化合物は公知である（例えば、国際公開第２００９／
０６１９９１号パンフレット）。ＡからＢへの転化は、公知の方法によって、オートクレ
ーブの中で、適する触媒、例えばメタノール中のビス（トリフェニルホスフィン）パラジ
ウムジクロリド、の存在下で一酸化炭素を用いて行うことができる（例えば、Ｂｉｏｏｒ
ｇａｎｉｃ　＆　Ｍｅｄｉｃｉｎａｌ　Ｃｈｅｍｉｓｔｒｙ　Ｌｅｔｔｅｒｓ、１６（１
）、４４－４８；２００６）。
【００７２】
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【化１４】

　式Ｄ、ＥおよびＦのアニリンは、新規である。それらは、下記の反応スキーム（このス
キームにおけるＲ２、Ｒ３およびＲ５は、それぞれ、上で定義したとおりである）に従っ
て、式Ｃの化合物から得ることができる。式Ｃの化合物は公知である（例えば、国際公開
第２００９／０６１９９１号パンフレット）。ＣからＤへの転化は、公知の方法によって
、例えばパラジウム触媒下で（１－エトキシビニル）トリブチルスタンナンを用いて行う
ことができる（例えば、Ｊ．Ｍｅｄ．Ｃｈｅｍ．４１、１９９８、３７３６）。Ｅへのさ
らなる転化は、適する還元剤、例えば水素化ホウ素ナトリウム、を用いて果たされる（例
えば、国際公開第２００６／１０８５９１号パンフレット）。ＤからＦへの転化は、塩酸
ヒドロキシルアミンおよび酢酸ナトリウムを用いる公知の方法によって果たされる（例え
ば、Ｔｅｔｒａｈｅｄｒｏｎ　Ｌｅｔｔｅｒｓ、５１（７）、１０３０－１０３３；２０
１０）。
【００７３】

【化１５】

　良好な植物抵抗性、好適な恒温動物毒性および良好な環境適合性をもたらす本発明の活
性成分は、植物および植物器官の保護に、収穫量の増加に、収穫材料の品質の向上に、な
らびに農業において、園芸において、畜産において、森林において、庭およびレジャー施
設において、貯蔵品および材料の保護において、および衛生セクターにおいて遭遇する動
物有害生物、特に昆虫、クモ形動物、蠕虫、線虫および軟体動物、の防除に適する。本活
性成分を、好ましくは、作物保護組成物として使用することができる。本活性成分らは、
正常感受性および耐性種に対して、ならびにすべてのまたは一部の発育段階に対して活性
である。上述の有害生物としては、以下のものが挙げられる：
　節足動物門（Ａｒｔｈｒｏｐｏｄａ）からの有害生物、特に、蜘形類（Ａｒａｃｈｎｉ
ｄａ）から、例えば、コナダニ属（Ａｃａｒｕｓ　ｓｐｐ．）種、アセリア・シェルドニ
（Ａｃｅｒｉａ　ｓｈｅｌｄｏｎｉ）、アクロプス属種（Ａｃｕｌｏｐｓ　ｓｐｐ．）、
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アキュルス属種（Ａｃｕｌｕｓ　ｓｐｐ．）、キララマダニ属種（Ａｍｂｌｙｏｍｍａ　
ｓｐｐ．）、オウトウハダニ（Ａｍｐｈｉｔｅｔｒａｎｙｃｈｕｓ　ｖｉｅｎｎｅｎｓｉ
ｓ）、ナガヒメダニ属種（Ａｒｇａｓ　ｓｐｐ．）、ウシマダニ属種（Ｂｏｏｐｈｉｌｕ
ｓ　ｓｐｐ．）、ブレビパルプス属種（Ｂｒｅｖｉｐａｌｐｕｓ　ｓｐｐ．）、クローバ
ーハダニ（Ｂｒｙｏｂｉａ　ｐｒａｅｔｉｏｓａ）、セントルロイデス属種（Ｃｅｎｔｒ
ｕｒｏｉｄｅｓ　ｓｐｐ．）、ショクヒヒゼンダニ属種（Ｃｈｏｒｉｏｐｔｅｓ　ｓｐｐ
．）、ワクモ（Ｄｅｒｍａｎｙｓｓｕｓ　ｇａｌｌｉｎａｅ）、ヤケヒョウヒダニ（Ｄｅ
ｒｍａｔｏｐｈａｇｏｉｄｅｓ　ｐｔｅｒｏｎｙｓｓｉｕｓ）、コナヒョウヒダニ（Ｄｅ
ｒｍａｔｏｐｈａｇｏｉｄｅｓ　ｆａｒｉｎａｅ）、カクマダニ属種（Ｄｅｒｍａｃｅｎ
ｔｏｒ　ｓｐｐ．）、エオテトラニクス属種（Ｅｏｔｅｔｒａｎｙｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）
、ナシサビダニ（Ｅｐｉｔｒｉｍｅｒｕｓ　ｐｙｒｉ）、エウテトラニクス属種（Ｅｕｔ
ｅｔｒａｎｙｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、エリオフィエス属種（Ｅｒｉｏｐｈｙｅｓ　ｓｐｐ
．）、ハロチデウス・デストルクトル（Ｈａｌｏｔｙｄｅｕｓ　ｄｅｓｔｒｕｃｔｏｒ）
、ヘミタルソネムス属種（Ｈｅｍｉｔａｒｓｏｎｅｍｕｓ　ｓｐｐ．）、イボマダニ属種
（Ｈｙａｌｏｍｍａ　ｓｐｐ．）、マダニ属種（Ｉｘｏｄｅｓ　ｓｐｐ．）、ゴケグモ属
種（Ｌａｔｒｏｄｅｃｔｕｓ　ｓｐｐ．）、ロクソスセレス属種（Ｌｏｘｏｓｃｅｌｅｓ
　ｓｐｐ．）、メタテトラニクス属種（Ｍｅｔａｔｅｔｒａｎｙｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、
ヌフェルサ属種（Ｎｕｐｈｅｒｓａ　ｓｐｐ．）、オリゴニクス属種（Ｏｌｉｇｏｎｙｃ
ｈｕｓ　ｓｐｐ．）、カズキダニ属種（Ｏｒｎｉｔｈｏｄｏｒｕｓ　ｓｐｐ．）、イエダ
ニ属種（Ｏｒｎｉｔｈｏｎｙｓｓｕｓ　ｓｐｐ．）、パノニカス属種（Ｐａｎｏｎｙｃｈ
ｕｓ　ｓｐｐ．）、フィロコプトルタ・オレイボラ（Ｐｈｙｌｌｏｃｏｐｔｒｕｔａ　ｏ
ｌｅｉｖｏｒａ）、チャノホコリダニ（Ｐｏｌｙｐｈａｇｏｔａｒｓｏｎｅｍｕｓ　ｌａ
ｔｕｓ）、キュウセンヒゼンダニ属種（Ｐｓｏｒｏｐｔｅｓ　ｓｐｐ．）、コイタマダニ
属種（Ｒｈｉｐｉｃｅｐｈａｌｕｓ　ｓｐｐ．）、ネダニ属種（Ｒｈｉｚｏｇｌｙｐｈｕ
ｓ　ｓｐｐ．）、サルコプテス属種（Ｓａｒｃｏｐｔｅｓ　ｓｐｐ．）、スコルピオ・マ
ウルス（Ｓｃｏｒｐｉｏ　ｍａｕｒｕｓ）、ステノタルソネムス属種（Ｓｔｅｎｏｔａｒ
ｓｏｎｅｍｕｓ　ｓｐｐ．）、ホコリダニ属種（Ｔａｒｓｏｎｅｍｕｓ　ｓｐｐ．）、テ
トラニカス属種（Ｔｅｔｒａｎｙｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、バエジョビス属種（Ｖａｅｊｏ
ｖｉｓ　ｓｐｐ．）、バサテス・リコペルシシ（Ｖａｓａｔｅｓ　ｌｙｃｏｐｅｒｓｉｃ
ｉ）。
【００７４】
　シラミ目（Ａｎｏｐｌｕｒａ）（シラミ類（Ｐｈｔｈｉｒａｐｔｅｒａ））から、例え
ば、デマリニア属種（Ｄａｍａｌｉｎｉａ　ｓｐｐ．）、ブタジラミ属種（Ｈａｅｍａｔ
ｏｐｉｎｕｓ　ｓｐｐ．）、ケモノホソジラミ属種（Ｌｉｎｏｇｎａｔｈｕｓ　ｓｐｐ．
）、シラミ属種（Ｐｅｄｉｃｕｌｕｓ　ｓｐｐ．）、ケジラミ（Ｐｔｉｒｕｓ　ｐｕｂｉ
ｓ）、ケモノハジラミ属種（Ｔｒｉｃｈｏｄｅｃｔｅｓ　ｓｐｐ．）。
【００７５】
　唇脚目（Ｃｈｉｏｌｏｐｏｄａ）から、例えば、ジムカデ属種（Ｇｅｏｐｈｉｌｕｓ　
ｓｐｐ．）、スクティゲラ属種（Ｓｃｕｔｉｇｅｒａ　ｓｐｐ．）。
【００７６】
　鞘翅目（Ｃｏｌｅｏｐｔｅｒａ）から、例えば、アカリマ・ビタツム（Ａｃａｌｙｍｍ
ａ　ｖｉｔｔａｔｕｍ）、インゲンマメゾウムシ（Ａｃａｎｔｈｏｓｃｅｌｉｄｅｓ　ｏ
ｂｔｅｃｔｕｓ）、スジコガネ属種（Ａｄｏｒｅｔｕｓ　ｓｐｐ．）、アゲラスティカ・
アルニ（Ａｇｅｌａｓｔｉｃａ　ａｌｎｉ）、アグリオテス属種（Ａｇｒｉｏｔｅｓ　ｓ
ｐｐ．）、ガイマイゴミムシダマシ（Ａｌｐｈｉｔｏｂｉｕｓ　ｄｉａｐｅｒｉｎｕｓ）
、アムフィマロン・ソルスチチアリス（Ａｍｐｈｉｍａｌｌｏｎ　ｓｏｌｓｔｉｔｉａｌ
ｉｓ）、アノビウム・プンクタツム（Ａｎｏｂｉｕｍ　ｐｕｎｃｔａｔｕｍ）、ゴマダラ
カミキリ属種（Ａｎｏｐｌｏｐｈｏｒａ　ｓｐｐ．）、アントノムス属種（Ａｎｔｈｏｎ
ｏｍｕｓ　ｓｐｐ．）、マルカツオブシムシ属種（Ａｎｔｈｒｅｎｕｓ　ｓｐｐ．）、マ
メホソクチゾウムシ属種（Ａｐｉｏｎ　ｓｐｐ．）、アポゴニア属種（Ａｐｏｇｏｎｉａ
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　ｓｐｐ．）、アトマリア属種（Ａｔｏｍａｒｉａ　ｓｐｐ．）、ヒメカツオブシムシ属
種（Ａｔｔａｇｅｎｕｓ　ｓｐｐ．）、ブルキディウス・オブテクトゥス（Ｂｒｕｃｈｉ
ｄｉｕｓ　ｏｂｔｅｃｔｕｓ）、ブルカス属種（Ｂｒｕｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、カメノコ
ハムシ属種（Ｃａｓｓｉｄａ　ｓｐｐ．）、セロトマ・トリフルカタ（Ｃｅｒｏｔｏｍａ
　ｔｒｉｆｕｒｃａｔａ）、サルゾウリムシ属種（Ｃｅｕｔｏｒｒｈｙｎｃｈｕｓ　ｓｐ
ｐ．）、ヒサゴゴビハムシ属種（Ｃｈａｅｔｏｃｎｅｍａ　ｓｐｐ．）、クレオヌス・メ
ンジクス（Ｃｌｅｏｎｕｓ　ｍｅｎｄｉｃｕｓ）、コノデルス属種（Ｃｏｎｏｄｅｒｕｓ
　ｓｐｐ．）、オサゾウリムシ属種（Ｃｏｓｍｏｐｏｌｉｔｅｓ　ｓｐｐ．）、コステリ
トラ・ゼアランジカ（Ｃｏｓｔｅｌｙｔｒａ　ｚｅａｌａｎｄｉｃａ）、クテニケラ属種
（Ｃｔｅｎｉｃｅｒａ　ｓｐｐ．）、シギゾウムシ属種（Ｃｕｒｃｕｌｉｏ　ｓｐｐ．）
、ヤナギシリジロゾウリムシ（Ｃｒｙｐｔｏｒｈｙｎｃｈｕｓ　ｌａｐａｔｈｉ）、シリ
ンドロコプツルス属種（Ｃｙｌｉｎｄｒｏｃｏｐｔｕｒｕｓ　ｓｐｐ．）、カツオブシム
シ属種（Ｄｅｒｍｅｓｔｅｓ　ｓｐｐ．）、ジアブロティカ属種（Ｄｉａｂｒｏｔｉｃａ
　ｓｐｐ．）、ディコクロキス属種（Ｄｉｃｈｏｃｒｏｃｉｓ　ｓｐｐ．）、ディロボデ
ルス属種（Ｄｉｌｏｂｏｄｅｒｕｓ　ｓｐｐ．）、エピラクナ属種（Ｅｐｉｌａｃｈｎａ
　ｓｐｐ．）、エピトリクス属種（Ｅｐｉｔｒｉｘ　ｓｐｐ．）、ファウスティヌス属種
（Ｆａｕｓｔｉｎｕｓ　ｓｐｐ．）、ニセセマルヒョウホンムシ（Ｇｉｂｂｉｕｍ　ｐｓ
ｙｌｌｏｉｄｅｓ）、ハイマダラノメイガ（Ｈｅｌｌｕｌａ　ｕｎｄａｌｉｓ）、ヘテロ
ニクス・アラトル（Ｈｅｔｅｒｏｎｙｃｈｕｓ　ａｒａｔｏｒ）、ヘテロニクス属種（Ｈ
ｅｔｅｒｏｎｙｘ　ｓｐｐ．）、ヒラモルファ・エレガンス（Ｈｙｌａｍｏｒｐｈａ　ｅ
ｌｅｇａｎｓ）、ヨーロッパイエカミキリ（Ｈｙｌｏｔｒｕｐｅｓ　ｂａｊｕｌｕｓ）、
アルファルファタコゾウムシ（Ｈｙｐｅｒａ　ｐｏｓｔｉｃａ）、ヒポテネムス属種（Ｈ
ｙｐｏｔｈｅｎｅｍｕｓ　ｓｐｐ．）、ラクノステルナ・コンサングイネア（Ｌａｃｈｎ
ｏｓｔｅｒｎａ　ｃｏｎｓａｎｇｕｉｎｅａ）、クビボソハムシ属種（Ｌｅｍａ　ｓｐｐ
．）、コロラドハムシ（Ｌｅｐｔｉｎｏｔａｒｓａ　ｄｅｃｅｍｌｉｎｅａｔａ）、レウ
コプテラ属種（Ｌｅｕｃｏｐｔｅｒａ　ｓｐｐ．）、イネミズゾウムシ（Ｌｉｓｓｏｒｈ
ｏｐｔｒｕｓ　ｏｒｙｚｏｐｈｉｌｕｓ）、カツオゾウムシ属種（Ｌｉｘｕｓ　ｓｐｐ．
）、ルペロデス属種（Ｌｕｐｅｒｏｄｅｓ　ｓｐｐ．）、キクイムシ属種（Ｌｙｃｔｕｓ
　ｓｐｐ．）、メガスセリス属種（Ｍｅｇａｓｃｅｌｉｓ　ｓｐｐ．）、クシコメツキ属
種（Ｍｅｌａｎｏｔｕｓ　ｓｐｐ．）、メリゲテス・アエネウス（Ｍｅｌｉｇｅｔｈｅｓ
　ａｅｎｅｕｓ）、コフキコガネ属種（Ｍｅｌｏｌｏｎｔｈａ　ｓｐｐ．）、ミグドルス
属種（Ｍｉｇｄｏｌｕｓ　ｓｐｐ．）、ヒゲナガカミキリ属種（Ｍｏｎｏｃｈａｍｕｓ　
ｓｐｐ．）、ナウパクツス・キサントグラフス（Ｎａｕｐａｃｔｕｓ　ｘａｎｔｈｏｇｒ
ａｐｈｕｓ）、ニプツス・ホルレウクス（Ｎｉｐｔｕｓ　ｈｏｌｏｌｅｕｃｕｓ）、サイ
カブト（Ｏｒｙｃｔｅｓ　ｒｈｉｎｏｃｅｒｏｓ）、ノコギリヒラタムシ（Ｏｒｙｚａｅ
ｐｈｉｌｕｓ　ｓｕｒｉｎａｍｅｎｓｉｓ）、オリザファグス・オリザエ（Ｏｒｙｚａｐ
ｈａｇｕｓ　ｏｒｙｚａｅ）、オチオリンクス属種（Ｏｔｉｏｒｒｈｙｎｃｈｕｓ　ｓｐ
ｐ．）、コアオハナムグリ（Ｏｘｙｃｅｔｏｎｉａ　ｊｕｃｕｎｄａ）、ダイコンハムシ
（Ｐｈａｅｄｏｎ　ｃｏｃｈｌｅａｒｉａｅ）、フィロファガ属種（Ｐｈｙｌｌｏｐｈａ
ｇａ　ｓｐｐ．）、キスジノミハムシ属種（Ｐｈｙｌｌｏｔｒｅｔａ　ｓｐｐ．）、マメ
コガネ（Ｐｏｐｉｌｌｉａ　ｊａｐｏｎｉｃａ）、プレムノトリペス属種（Ｐｒｅｍｎｏ
ｔｒｙｐｅｓ　ｓｐｐ．）、オオコナガシンクイ（Ｐｒｏｓｔｅｐｈａｎｕｓ　ｔｒｕｎ
ｃａｔｕｓ）、ナガスネトビハムシ属種（Ｐｓｙｌｌｉｏｄｅｓ　ｓｐｐ．）、プチヌス
属種（Ｐｔｉｎｕｓ　ｓｐｐ．）、リゾビウス・ベントラリス（Ｒｈｉｚｏｂｉｕｓ　ｖ
ｅｎｔｒａｌｉｓ）、コナガシンクイムシ（Ｒｈｉｚｏｐｅｒｔｈａ　ｄｏｍｉｎｉｃａ
）、コクゾウ属種（Ｓｉｔｏｐｈｉｌｕｓ　ｓｐｐ．）、スフェノフォルス属種（Ｓｐｈ
ｅｎｏｐｈｏｒｕｓ　ｓｐｐ．）、ジンサンシバンムシ（Ｓｔｅｇｏｂｉｕｍ　ｐａｎｉ
ｃｅｕｍ）、ステルネクス属種（Ｓｔｅｒｎｅｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、シンフィレテス属
種（Ｓｙｍｐｈｙｌｅｔｅｓ　ｓｐｐ．）、タニメクス属種（Ｔａｎｙｍｅｃｕｓ　ｓｐ
ｐ．）、チャイロコメノゴミムシダマシ（Ｔｅｎｅｂｒｉｏ　ｍｏｌｉｔｏｒ）、コクヌ
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ストモドキ属種（Ｔｒｉｂｏｌｉｕｍ　ｓｐｐ．）、マダラカツオブシムシ属種（Ｔｒｏ
ｇｏｄｅｒｍａ　ｓｐｐ．）、ティキウス属種（Ｔｙｃｈｉｕｓ　ｓｐｐ．）、トラカミ
キシ属種（Ｘｙｌｏｔｒｅｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、ザブルス属種（Ｚａｂｒｕｓ　ｓｐｐ
．）。
【００７７】
　粘管目（Ｃｏｌｌｅｍｂｏｌａ）から、例えば、オニキウルス・アルマツス（Ｏｎｙｃ
ｈｉｕｒｕｓ　ａｒｍａｔｕｓ）。
【００７８】
　倍脚網（Ｄｉｐｌｏｐｏｄａ）の目から、例えば、ブラニウルス・グツラツス（Ｂｌａ
ｎｉｕｌｕｓ　ｇｕｔｔｕｌａｔｕｓ）。
【００７９】
　双翅目（Ｄｉｐｔｅｒａ）から、例えば、ヤブカ属種（Ａｅｄｅｓ　ｓｐｐ．）、アグ
ロミザ属種（Ａｇｒｏｍｙｚａ　ｓｐｐ．）、アナストレファ属種（Ａｎａｓｔｒｅｐｈ
ａ　ｓｐｐ．）、ハマダラカ属種（Ａｎｏｐｈｅｌｅｓ　ｓｐｐ．）、ダイズサヤタマバ
エ属種（Ａｓｐｈｏｎｄｙｌｉａ　ｓｐｐ．）、バクトロケラ属種（Ｂａｃｔｒｏｃｅｒ
ａ　ｓｐｐ．）、ビビオ・ホルツラヌス（Ｂｉｂｉｏ　ｈｏｒｔｕｌａｎｕｓ）、カリホ
ラ・エリツロケファラ（Ｃａｌｌｉｐｈｏｒａ　ｅｒｙｔｈｒｏｃｅｐｈａｌａ）、チチ
ュウカイミバエ（Ｃｅｒａｔｉｔｉｓ　ｃａｐｉｔａｔａ）、ユスリカ属種（Ｃｈｉｒｏ
ｎｏｍｕｓ　ｓｐｐ．）、オビキンバエ属種（Ｃｈｒｙｓｏｍｙｉａ　ｓｐｐ．）、メク
ラアブ属種（Ｃｈｒｙｓｏｐｓ　ｓｐｐ．）、コクリオミイヤ属種（Ｃｏｃｈｌｉｏｍｙ
ｉａ　ｓｐｐ．）、コンタリニア属種（Ｃｏｎｔａｒｉｎｉａ　ｓｐｐ．）、食人バエ（
Ｃｏｒｄｙｌｏｂｉａ　ａｎｔｈｒｏｐｏｐｈａｇａ）、イエカ属種（Ｃｕｌｅｘ　ｓｐ
ｐ．）、サシバエ属種（Ｃｕｌｉｃｏｉｄｅｓ　ｓｐｐ．）、ハボシカ属種（Ｃｕｌｉｓ
ｅｔａ　ｓｐｐ．）、ウサギヒフバエ属種（Ｃｕｔｅｒｅｂｒａ　ｓｐｐ．）、オリーブ
ミバエ（Ｄａｃｕｓ　ｏｌｅａｅ）、ダシネウラ属種（Ｄａｓｙｎｅｕｒａ　ｓｐｐ．）
、デリア属種（Ｄｅｌｉａ　ｓｐｐ．）、ヒトヒフバエ（Ｄｅｒｍａｔｏｂｉａ　ｈｏｍ
ｉｎｉｓ）、ショウジョウバエ属種（Ｄｒｏｓｏｐｈｉｌａ　ｓｐｐ．）、エキノクネム
ス属種（Ｅｃｈｉｎｏｃｎｅｍｕｓ　ｓｐｐ．）、ヒメイエバエ属種（Ｆａｎｎｉａ　ｓ
ｐｐ．）、ウマバエ属種（Ｇａｓｔｅｒｏｐｈｉｌｕｓ　ｓｐｐ．）、ツェツェバエ属種
（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｓｐｐ．）、ハエマトポタ属種（Ｈａｅｍａｔｏｐｏｔａ　ｓｐｐ
．）、ヒドレリア属種（Ｈｙｄｒｅｌｌｉａ　ｓｐｐ．）、ヒレミア属種（Ｈｙｌｅｍｙ
ｉａ　ｓｐｐ．）、ヒポボスカ属種（Ｈｙｐｐｏｂｏｓｃａ　ｓｐｐ．）、ヒフバエ属種
（Ｈｙｐｏｄｅｒｍａ　ｓｐｐ．）、モグリバエ属種（Ｌｉｒｉｏｍｙｚａ　ｓｐｐ．）
、キンバエ属種（Ｌｕｃｉｌｉａ　ｓｐｐ．）、ルツォミア属種（Ｌｕｔｚｏｍｉａ　ｓ
ｐｐ．）、マンソニア属種（Ｍａｎｓｏｎｉａ　ｓｐｐ．）、イエバエ属種（Ｍｕｓｃａ
　ｓｐｐ．）、アオカメ属種（Ｎｅｚａｒａ　ｓｐｐ．）、ヒツジバエ属種（Ｏｅｓｔｒ
ｕｓ　ｓｐｐ．）、オシネラ・フリット（Ｏｓｃｉｎｅｌｌａ　ｆｒｉｔ）、ペゴミイア
属種（Ｐｅｇｏｍｙｉａ　ｓｐｐ．）、サンチョウバエ属種（Ｐｈｌｅｂｏｔｏｍｕｓ　
ｓｐｐ．）、ホルビア属種（Ｐｈｏｒｂｉａ　ｓｐｐ．）、ホルミア属種（Ｐｈｏｒｍｉ
ａ　ｓｐｐ．）、プロジプロシス属種（Ｐｒｏｄｉｐｌｏｓｉｓ　ｓｐｐ．）、ニンジン
サビバエ（Ｐｓｉｌａ　ｒｏｓａｅ）、ラゴレチス属種（Ｒｈａｇｏｌｅｔｉｓ　ｓｐｐ
．）、ニクバエ属種（Ｓａｒｃｏｐｈａｇａ　ｓｐｐ．）、ブユ属種（Ｓｉｍｕｌｉｕｍ
　ｓｐｐ．）、サシバエ属種（Ｓｔｏｍｏｘｙｓ　ｓｐｐ．）、アブ属種（Ｔａｂａｎｕ
ｓ　ｓｐｐ．）、タニア属種（Ｔａｎｎｉａ　ｓｐｐ．）、テタノプス属種（Ｔｅｔａｎ
ｏｐｓ　ｓｐｐ．）、ガガンボ属種（Ｔｉｐｕｌａ　ｓｐｐ．）。
【００８０】
　異翅目（Ｈｅｔｅｒｏｐｔｅｒａ）から、例えば、アナサ・トリスチス（Ａｎａｓａ　
ｔｒｉｓｔｉｓ）、アンテスチオプシス属種（Ａｎｔｅｓｔｉｏｐｓｉｓ　ｓｐｐ．）、
ブリッスス属種（Ｂｌｉｓｓｕｓ　ｓｐｐ．）、ボイセア属種（Ｂｏｉｓｅａ　ｓｐｐ．
）、カロコリス属種（Ｃａｌｏｃｏｒｉｓ　ｓｐｐ．）、カムピロンマ・リビダ（Ｃａｍ



(27) JP 5926253 B2 2016.5.25

10

20

30

40

50

ｐｙｌｏｍｍａ　ｌｉｖｉｄａ）、カベレリウス属種（Ｃａｖｅｌｅｒｉｕｓ　ｓｐｐ．
）、トコジラミ属種（Ｃｉｍｅｘ　ｓｐｐ．）、エリホコリ属種（Ｃｏｌｌａｒｉａ　ｓ
ｐｐ．）、クレオンチアデス・ジルツス（Ｃｒｅｏｎｔｉａｄｅｓ　ｄｉｌｕｔｕｓ）、
ダシヌス・ピペリス（Ｄａｓｙｎｕｓ　ｐｉｐｅｒｉｓ）、ジケロプス・フルカツス（Ｄ
ｉｃｈｅｌｏｐｓ　ｆｕｒｃａｔｕｓ）、ジコノコリス・ヘウェチ（Ｄｉｃｏｎｏｃｏｒ
ｉｓ　ｈｅｗｅｔｔｉ）、アカホシカメムシ属種（Ｄｙｓｄｅｒｃｕｓ　ｓｐｐ．）、エ
ウスキスツス属種（Ｅｕｓｃｈｉｓｔｕｓ　ｓｐｐ．）、エウリガステル属種（Ｅｕｒｙ
ｇａｓｔｅｒ　ｓｐｐ．）、ヘリオペルチス属種（Ｈｅｌｉｏｐｅｌｔｉｓ　ｓｐｐ．）
、ホルシアス・ノビレルス（Ｈｏｒｃｉａｓ　ｎｏｂｉｌｅｌｌｕｓ）、レプトコリサ属
種（Ｌｅｐｔｏｃｏｒｉｓａ　ｓｐｐ．）、レプトグロッサス・フィロプス（Ｌｅｐｔｏ
ｇｌｏｓｓｕｓ　ｐｈｙｌｌｏｐｕｓ）、マギバカスミカメ属種（Ｌｙｇｕｓ　ｓｐｐ．
）、マクロペス・エクスカバツス（Ｍａｃｒｏｐｅｓ　ｅｘｃａｖａｔｕｓ）、メクラカ
メムシ科（Ｍｉｒｉｄａｅ）、モナロニオン・アトラツム（Ｍｏｎａｌｏｎｉｏｎ　ａｔ
ｒａｔｕｍ）、アオカメ属種（Ｎｅｚａｒａ　ｓｐｐ．）、オエバルス属種（Ｏｅｂａｌ
ｕｓ　ｓｐｐ．）、ペントミダエ（Ｐｅｎｔｏｍｉｄａｅ）、ピエスマ・クアドラタ（Ｐ
ｉｅｓｍａ　ｑｕａｄｒａｔａ）、ピエゾドルス属種（Ｐｉｅｚｏｄｏｒｕｓ　ｓｐｐ．
）、プサルス属種（Ｐｓａｌｌｕｓ　ｓｐｐ．）、プセウドアシスタ・ペルセア（Ｐｓｅ
ｕｄａｃｙｓｔａ　ｐｅｒｓｅａ）、ロドニウス属種（Ｒｈｏｄｎｉｕｓ　ｓｐｐ．）、
サールベルゲラ・シングラリス（Ｓａｈｌｂｅｒｇｅｌｌａ　ｓｉｎｇｕｌａｒｉｓ）、
スカプトコリス・カスタネア（Ｓｃａｐｔｏｃｏｒｉｓ　ｃａｓｔａｎｅａ）、スコチノ
ホラ属種（Ｓｃｏｔｉｎｏｐｈｏｒａ　ｓｐｐ．）、ナシグンバイ（Ｓｔｅｐｈａｎｉｔ
ｉｓ　ｎａｓｈｉ）、チブラカ属種（Ｔｉｂｒａｃａ　ｓｐｐ．）、サシガメ属種（Ｔｒ
ｉａｔｏｍａ　ｓｐｐ．）。
【００８１】
　同翅目（Ｈｏｍｏｐｔｅｒａ）から、例えば、アシルトシポン属種（Ａｃｙｒｔｈｏｓ
ｉｐｏｎ　ｓｐｐ．）、アクロゴニア属種（Ａｃｒｏｇｏｎｉａ　ｓｐｐ．）、エネオラ
ミア属種（Ａｅｎｅｏｌａｍｉａ　ｓｐｐ．）、アゴノスセナ属種（Ａｇｏｎｏｓｃｅｎ
ａ　ｓｐｐ．）、アレウロデス属種（Ａｌｅｕｒｏｄｅｓ　ｓｐｐ．）、アレウロロブス
・バロデンシス（Ａｌｅｕｒｏｌｏｂｕｓ　ｂａｒｏｄｅｎｓｉｓ）、アレウロトリクス
属種（Ａｌｅｕｒｏｔｈｒｉｘｕｓ　ｓｐｐ．）、アムラスカ属種（Ａｍｒａｓｃａ　ｓ
ｐｐ．）、アヌラフィス・カルヅイ（Ａｎｕｒａｐｈｉｓ　ｃａｒｄｕｉ）、アカマルカ
イガラムシ属種（Ａｏｎｉｄｉｅｌｌａ　ｓｐｐ．）、アファノスチグマ・ピリ（Ａｐｈ
ａｎｏｓｔｉｇｍａ　ｐｉｒｉ）、ワタアブラムシ属種（Ａｐｈｉｓ　ｓｐｐ．）、フタ
テンヒメヨバイ（Ａｒｂｏｒｉｄｉａ　ａｐｉｃａｌｉｓ）、アスピジエラ属種（Ａｓｐ
ｉｄｉｅｌｌａ　ｓｐｐ．）、ウスイロマルカイガラムシ属種（Ａｓｐｉｄｉｏｔｕｓ　
ｓｐｐ．）、アタヌス属種（Ａｔａｎｕｓ　ｓｐｐ．）、ジャガイモヒゲナガアブラムシ
（Ａｕｌａｃｏｒｔｈｕｍ　ｓｏｌａｎｉ）、ベミシア属種（Ｂｅｍｉｓｉａ　ｓｐｐ．
）、ブラキカウヅス・ヘリクリシイ（Ｂｒａｃｈｙｃａｕｄｕｓ　ｈｅｌｉｃｈｒｙｓｉ
ｉ）、ブラキコルス属種（Ｂｒａｃｈｙｃｏｌｕｓ　ｓｐｐ．）、ダイコンアブラムシ（
Ｂｒｅｖｉｃｏｒｙｎｅ　ｂｒａｓｓｉｃａｅ）、カリギポナ・マルギナタ（Ｃａｌｌｉ
ｇｙｐｏｎａ　ｍａｒｇｉｎａｔａ）、カルネオセファラ・フルギダ（Ｃａｒｎｅｏｃｅ
ｐｈａｌａ　ｆｕｌｇｉｄａ）、カンシャワタムシ（Ｃｅｒａｔｏｖａｃｕｎａ　ｌａｎ
ｉｇｅｒａ）、コガシラアワフキムシ科（Ｃｅｒｃｏｐｉｄａｅ）、ロウムシ属種（Ｃｅ
ｒｏｐｌａｓｔｅｓ　ｓｐｐ．）、イチゴケナガアブラムシ（Ｃｈａｅｔｏｓｉｐｈｏｎ
　ｆｒａｇａｅｆｏｌｉｉ）、キオナスピス・テガレンシス（Ｃｈｉｏｎａｓｐｉｓ　ｔ
ｅｇａｌｅｎｓｉｓ）、クロリタ・オヌキイ（Ｃｈｌｏｒｉｔａ　ｏｎｕｋｉｉ）、クロ
マフィス・ジュグランジコラ（Ｃｈｒｏｍａｐｈｉｓ　ｊｕｇｌａｎｄｉｃｏｌａ）、ア
カホシマルカイガラムシ（Ｃｈｒｙｓｏｍｐｈａｌｕｓ　ｆｉｃｕｓ）、シカズリナ・ム
ビラ（Ｃｉｃａｄｕｌｉｎａ　ｍｂｉｌａ）、コッコミチルス・ハリイ（Ｃｏｃｃｏｍｙ
ｔｉｌｕｓ　ｈａｌｌｉ）、カイガラムシ属種（Ｃｏｃｃｕｓ　ｓｐｐ．）、クリストミ
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ズス・リビス（Ｃｒｙｐｔｏｍｙｚｕｓ　ｒｉｂｉｓ）、ダレブルス属種（Ｄａｌｂｕｌ
ｕｓ　ｓｐｐ．）、ジアレウロデス属種（Ｄｉａｌｅｕｒｏｄｅｓ　ｓｐｐ．）、ジアホ
リナ属種（Ｄｉａｐｈｏｒｉｎａ　ｓｐｐ．）、ジアスピス属種（Ｄｉａｓｐｉｓ　ｓｐ
ｐ．）、ワラジカイガラムシ属種（Ｄｒｏｓｉｃｈａ　ｓｐｐ．）、ディサピス属種（Ｄ
ｙｓａｐｈｉｓ　ｓｐｐ．）、ジスミコックス属種（Ｄｙｓｍｉｃｏｃｃｕｓ　ｓｐｐ．
）、ミドリヒメヨコバイ属種（Ｅｍｐｏａｓｃａ　ｓｐｐ．）、ワタアブラ属種（Ｅｒｉ
ｏｓｏｍａ　ｓｐｐ．）、エリトロネウラ属種（Ｅｒｙｔｈｒｏｎｅｕｒａ　ｓｐｐ．）
、エウセリス・ビロバツス（Ｅｕｓｃｅｌｉｓ　ｂｉｌｏｂａｔｕｓ）、フェリシア属種
（Ｆｅｒｒｉｓｉａ　ｓｐｐ．）、ゲオコックス・コフェアエ（Ｇｅｏｃｏｃｃｕｓ　ｃ
ｏｆｆｅａｅ）、ヒエログリフス属種（Ｈｉｅｒｏｇｌｙｐｈｕｓ　ｓｐｐ．）、ホマロ
ジスカ・コアグラタ（Ｈｏｍａｌｏｄｉｓｃａ　ｃｏａｇｕｌａｔａ）、モモコフキアブ
ラムシ（Ｈｙａｌｏｐｔｅｒｕｓ　ａｒｕｎｄｉｎｉｓ）、ワタフキカイガラムシ属種（
Ｉｃｅｒｙａ　ｓｐｐ．）、ズキンヨコバイ属種（Ｉｄｉｏｃｅｒｕｓ　ｓｐｐ．）、イ
ジオスコプス属種（Ｉｄｉｏｓｃｏｐｕｓ　ｓｐｐ．）、ヒメトビウンカ（Ｌａｏｄｅｌ
ｐｈａｘ　ｓｔｒｉａｔｅｌｌｕｓ）、レカニウム属種（Ｌｅｃａｎｉｕｍ　ｓｐｐ．）
、カキカイガラムシ属種（Ｌｅｐｉｄｏｓａｐｈｅｓ　ｓｐｐ．）、ニセダイコンアブラ
ムシ（Ｌｉｐａｐｈｉｓ　ｅｒｙｓｉｍｉ）、ヒゲナガアブラムシ属種（Ｍａｃｒｏｓｉ
ｐｈｕｍ　ｓｐｐ．）、マハナルバ属種（Ｍａｈａｎａｒｖａ　ｓｐｐ．）、ヒエノアブ
ラムシ（Ｍｅｌａｎａｐｈｉｓ　ｓａｃｃｈａｒｉ）、メトカルフィエラ属種（Ｍｅｔｃ
ａｌｆｉｅｌｌａ　ｓｐｐ．）、ムギウスイロアブラムシ（Ｍｅｔｏｐｏｌｏｐｈｉｕｍ
　ｄｉｒｈｏｄｕｍ）、モネリア・コスタリス（Ｍｏｎｅｌｌｉａ　ｃｏｓｔａｌｉｓ）
、モネリオプシス・ペカニス（Ｍｏｎｅｌｌｉｏｐｓｉｓ　ｐｅｃａｎｉｓ）、ミズス属
種（Ｍｙｚｕｓ　ｓｐｐ．）、レタスヒゲナガアブラムシ（Ｎａｓｏｎｏｖｉａ　ｒｉｂ
ｉｓｎｉｇｒｉ）、ツマグロヨコバイ属種（Ｎｅｐｈｏｔｅｔｔｉｘ　ｓｐｐ．）、トビ
イロウンカ（Ｎｉｌａｐａｒｖａｔａ　ｌｕｇｅｎｓ）、オンコメトピア属種（Ｏｎｃｏ
ｍｅｔｏｐｉａ　ｓｐｐ．）、オルテジア・プラエロンガ（Ｏｒｔｈｅｚｉａ　ｐｒａｅ
ｌｏｎｇａ）、ヤマモモコナジラミ（Ｐａｒａｂｅｍｉｓｉａ　ｍｙｒｉｃａｅ）、パラ
トリオザ属種（Ｐａｒａｔｒｉｏｚａ　ｓｐｐ．）、パルラトリア属種（Ｐａｒｌａｔｏ
ｒｉａ　ｓｐｐ．）、ペムフィグス属種（Ｐｅｍｐｈｉｇｕｓ　ｓｐｐ．）、トウモロコ
シウンカ（Ｐｅｒｅｇｒｉｎｕｓ　ｍａｉｄｉｓ）、ワタカイガラモドキ属種（Ｐｈｅｎ
ａｃｏｃｃｕｓ　ｓｐｐ．）、フロエオミズス・パセリニイ（Ｐｈｌｏｅｏｍｙｚｕｓ　
ｐａｓｓｅｒｉｎｉｉ）、ホップイボアブラムシ（Ｐｈｏｒｏｄｏｎ　ｈｕｍｕｌｉ）、
ネアブラムシ属種（Ｐｈｙｌｌｏｘｅｒａ　ｓｐｐ．）、ハランナガカイガラムシ（Ｐｉ
ｎｎａｓｐｉｓ　ａｓｐｉｄｉｓｔｒａｅ）、プラノコッカス属種（Ｐｌａｎｏｃｏｃｃ
ｕｓ　ｓｐｐ．）、プロトプルビナリア・ピリホルミス（Ｐｒｏｔｏｐｕｌｖｉｎａｒｉ
ａ　ｐｙｒｉｆｏｒｍｉｓ）、クワシロカイガラムシ（Ｐｓｅｕｄａｕｌａｃａｓｐｉｓ
　ｐｅｎｔａｇｏｎａ）、クワコナカイガラムシ属種（Ｐｓｅｕｄｏｃｏｃｃｕｓ　ｓｐ
ｐ．）、キジラミ属種（Ｐｓｙｌｌａ　ｓｐｐ．）、プテロマルス属種（Ｐｔｅｒｏｍａ
ｌｕｓ　ｓｐｐ．）、ピリラ属種（Ｐｙｒｉｌｌａ　ｓｐｐ．）、カドラスピディオツス
属種（Ｑｕａｄｒａｓｐｉｄｉｏｔｕｓ　ｓｐｐ．）、クエサダ・ギガス（Ｑｕｅｓａｄ
ａ　ｇｉｇａｓ）、ラストロコックス属種（Ｒａｓｔｒｏｃｏｃｃｕｓ　ｓｐｐ．）、ロ
パロシフム属種（Ｒｈｏｐａｌｏｓｉｐｈｕｍ　ｓｐｐ．）、ハンエンカタカイガラムシ
属種（Ｓａｉｓｓｅｔｉａ　ｓｐｐ．）、スカホイデス・チタヌス（Ｓｃａｐｈｏｉｄｅ
ｓ　ｔｉｔａｎｕｓ）、ムギミドリアブラムシ（Ｓｃｈｉｚａｐｈｉｓ　ｇｒａｍｉｎｕ
ｍ）、セレナスピヅス・アルチクラツス（Ｓｅｌｅｎａｓｐｉｄｕｓ　ａｒｔｉｃｕｌａ
ｔｕｓ）、ソガタ属種（Ｓｏｇａｔａ　ｓｐｐ．）、セジロウンカ（Ｓｏｇａｔｅｌｌａ
　ｆｕｒｃｉｆｅｒａ）、ソガトデス属種（Ｓｏｇａｔｏｄｅｓ　ｓｐｐ．）、スチクト
セファラ・フェスチカ（Ｓｔｉｃｔｏｃｅｐｈａｌａ　ｆｅｓｔｉｎａ）、テナラファラ
・マライエンシス（Ｔｅｎａｌａｐｈａｒａ　ｍａｌａｙｅｎｓｉｓ）、チノカリス・カ
リアエホリアエ（Ｔｉｎｏｃａｌｌｉｓ　ｃａｒｙａｅｆｏｌｉａｅ）、トマスピス属種
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（Ｔｏｍａｓｐｉｓ　ｓｐｐ．）、ミカンアブラムシ属（Ｔｏｘｏｐｔｅｒａ　ｓｐｐ．
）、トリアレウロデス属種（Ｔｒｉａｌｅｕｒｏｄｅｓ　ｓｐｐ．）、トガリキジラミ属
種（Ｔｒｉｏｚａ　ｓｐｐ．）、ヒメヨコバイ属種（Ｔｙｐｈｌｏｃｙｂａ　ｓｐｐ．）
、ヤノネカイガラムシ属種（Ｕｎａｓｐｉｓ　ｓｐｐ．）、ブドウネアブラムシ（Ｖｉｔ
ｅｕｓ　ｖｉｔｉｆｏｌｉｉ）、ジギナ属種（Ｚｙｇｉｎａ　ｓｐｐ．）。
【００８２】
　膜翅目（Ｈｙｍｅｎｏｐｔｅｒａ）から、例えば、トガリハキリアリ属種（Ａｃｒｏｍ
ｙｒｍｅｘ　ｓｐｐ．）、カブラハバチ属種（Ａｔｈａｌｉａ　ｓｐｐ．）、ハキリアリ
属種（Ａｔｔａ　ｓｐｐ．）、ジプリオン属種（Ｄｉｐｒｉｏｎ　ｓｐｐ．）、ホプロカ
ンパ属種（Ｈｏｐｌｏｃａｍｐａ　ｓｐｐ．）、ケアリ属種（Ｌａｓｉｕｓ　ｓｐｐ．）
、イエヒメアリ（Ｍｏｎｏｍｏｒｉｕｍ　ｐｈａｒａｏｎｉｓ）、ヒアリ（Ｓｏｌｅｎｏ
ｐｓｉｓ　ｉｎｖｉｃｔａ）、コヌカアリ属種（Ｔａｐｉｎｏｍａ　ｓｐｐ．）、スズメ
バチ属種（Ｖｅｓｐａ　ｓｐｐ．）。
【００８３】
　等脚目（Ｉｓｏｐｏｄａ）から、例えば、オカダンゴムシ（Ａｒｍａｄｉｌｌｉｄｉｕ
ｍ　ｖｕｌｇａｒｅ）、ホンワラジムシ（Ｏｎｉｓｃｕｓ　ａｓｅｌｌｕｓ）およびワラ
ジムシ（Ｐｏｒｃｅｌｌｉｏ　ｓｃａｂｅｒ）。
【００８４】
　等翅目（Ｉｓｏｐｔｅｒａ）から、例えば、イエシロアリ属（Ｃｏｐｔｏｔｅｒｍｅｓ
　ｓｐｐ．）、コルニテルメス・クムランス（Ｃｏｒｎｉｔｅｒｍｅｓ　ｃｕｍｕｌａｎ
ｓ）、クリプトテルメス属種（Ｃｒｙｐｔｏｔｅｒｍｅｓ　ｓｐｐ．）、インシシテルメ
ス属種（Ｉｎｃｉｓｉｔｅｒｍｅｓ　ｓｐｐ．）、ミクロテルメス・オベシ（Ｍｉｃｒｏ
ｔｅｒｍｅｓ　ｏｂｅｓｉ）、タイワンシロアリ属種（Ｏｄｏｎｔｏｔｅｒｍｅｓ　ｓｐ
ｐ．）、ヤマトシロアリ属（Ｒｅｔｉｃｕｌｉｔｅｒｍｅｓ　ｓｐｐ．）。
【００８５】
　鱗翅目（Ｌｅｐｉｄｏｐｔｅｒａ）から、例えば、オオケンモン（Ａｃｒｏｎｉｃｔａ
　ｍａｊｏｒ）、コカクモンハマキ属種（Ａｄｏｘｏｐｈｙｅｓ　ｓｐｐ．）、ナカジロ
シタバ（Ａｅｄｉａ　ｌｅｕｃｏｍｅｌａｓ）、アグロチス属種（Ａｇｒｏｔｉｓ　ｓｐ
ｐ．）、アラバマ属種（Ａｌａｂａｍａ　ｓｐｐ．）、クルミマダラメイガ（Ａｍｙｅｌ
ｏｉｓ　ｔｒａｎｓｉｔｅｌｌａ）、アナルシア属種（Ａｎａｒｓｉａ　ｓｐｐ．）、ア
ンチカルシア属種（Ａｎｔｉｃａｒｓｉａ　ｓｐｐ．）、アルギロプロセ属種（Ａｒｇｙ
ｒｏｐｌｏｃｅ　ｓｐｐ．）、ヨトウムシ（Ｂａｒａｔｈｒａ　ｂｒａｓｓｉｃａｅ）、
ユレイセセリ（Ｂｏｒｂｏ　ｃｉｎｎａｒａ）、ブックラトリクス・ツルベリエラ（Ｂｕ
ｃｃｕｌａｔｒｉｘ　ｔｈｕｒｂｅｒｉｅｌｌａ）、ブパルス・ピニアリウス（Ｂｕｐａ
ｌｕｓ　ｐｉｎｉａｒｉｕｓ）、ブッセオラ属種（Ｂｕｓｓｅｏｌａ　ｓｐｐ．）、カコ
エキア属種（Ｃａｃｏｅｃｉａ　ｓｐｐ．）、チャノハマキホソガ（Ｃａｌｏｐｔｉｌｉ
ａ　ｔｈｅｉｖｏｒａ）、カプア・レチクラナ（Ｃａｐｕａ　ｒｅｔｉｃｕｌａｎａ）、
カルポカプサ・ポモネラ（Ｃａｒｐｏｃａｐｓａ　ｐｏｍｏｎｅｌｌａ）、モモシンクイ
ガ（Ｃａｒｐｏｓｉｎａ　ｎｉｐｏｎｅｎｓｉｓ）、ケイマトビア・ブルマタ（Ｃｈｅｉ
ｍａｔｏｂｉａ　ｂｒｕｍａｔａ）、メイチュウ属種（Ｃｈｉｌｏ　ｓｐｐ．）、コリス
トネウラ属種（Ｃｈｏｒｉｓｔｏｎｅｕｒａ　ｓｐｐ．）、クリシア・アンビグエラ（Ｃ
ｌｙｓｉａ　ａｍｂｉｇｕｅｌｌａ）、クナファロセルス属種（Ｃｎａｐｈａｌｏｃｅｒ
ｕｓ　ｓｐｐ．）、クネファシア属種（Ｃｎｅｐｈａｓｉａ　ｓｐｐ．）、コノモポルフ
ァ属種（Ｃｏｎｏｐｏｍｏｒｐｈａ　ｓｐｐ．）、コノトラケルス属種（Ｃｏｎｏｔｒａ
ｃｈｅｌｕｓ　ｓｐｐ．）、コピタルシア属種（Ｃｏｐｉｔａｒｓｉａ　ｓｐｐ．）、キ
ジア属種（Ｃｙｄｉａ　ｓｐｐ．）、ダラカ・ノクツイデス（Ｄａｌａｃａ　ｎｏｃｔｕ
ｉｄｅｓ）、ジアファニア属種（Ｄｉａｐｈａｎｉａ　ｓｐｐ．）、サトウキビメイガ（
Ｄｉａｔｒａｅａ　ｓａｃｃｈａｒａｌｉｓ）、エアリアス属種（Ｅａｒｉａｓ　ｓｐｐ
．）、エクジトロファ・アウランチウム（Ｅｃｄｙｔｏｌｏｐｈａ　ａｕｒａｎｔｉｕｍ
）、モロコシマダラメイガ（Ｅｌａｓｍｏｐａｌｐｕｓ　ｌｉｇｎｏｓｅｌｌｕｓ）、エ
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ルダナ・サッカリナ（Ｅｌｄａｎａ　ｓａｃｃｈａｒｉｎａ）、エフェスチア属種（Ｅｐ
ｈｅｓｔｉａ　ｓｐｐ．）、エピノチア属種（Ｅｐｉｎｏｔｉａ　ｓｐｐ．）、リンゴウ
ルチャイロハマキ（Ｅｐｉｐｈｙａｓ　ｐｏｓｔｖｉｔｔａｎａ）、エチエラ属種（Ｅｔ
ｉｅｌｌａ　ｓｐｐ．）、エウリア属種（Ｅｕｌｉａ　ｓｐｐ．）、ブドウホソハマキ（
Ｅｕｐｏｅｃｉｌｉａ　ａｍｂｉｇｕｅｌｌａ）、ドクガ属種（Ｅｕｐｒｏｃｔｉｓ　ｓ
ｐｐ．）、エウクソア属種（Ｅｕｘｏａ　ｓｐｐ．）、フェルチア属種（Ｆｅｌｔｉａ　
ｓｐｐ．）、ハチノスツヅリガ（Ｇａｌｌｅｒｉａ　ｍｅｌｌｏｎｅｌｌａ）、グラシラ
リア属種（Ｇｒａｃｉｌｌａｒｉａ　ｓｐｐ．）、グラホリタ属種（Ｇｒａｐｈｏｌｉｔ
ｈａ　ｓｐｐ．）、ヘディレプタ属種（Ｈｅｄｙｌｅｐｔａ　ｓｐｐ．）、ヘリコベルパ
属種（Ｈｅｌｉｃｏｖｅｒｐａ　ｓｐｐ．）、キンウワバ属種（Ｈｅｌｉｏｔｈｉｓ　ｓ
ｐｐ．）、ホフマンノフィラ・プセウドスプレテラ（Ｈｏｆｍａｎｎｏｐｈｉｌａ　ｐｓ
ｅｕｄｏｓｐｒｅｔｅｌｌａ）、ホメオソマ属種（Ｈｏｍｏｅｏｓｏｍａ　ｓｐｐ．）、
ホモナ属種（Ｈｏｍｏｎａ　ｓｐｐ．）、ヒポノメウタ・パデラ（Ｈｙｐｏｎｏｍｅｕｔ
ａ　ｐａｄｅｌｌａ）、カキボリア・フラボファスシアタ（Ｋａｋｉｖｏｒｉａ　ｆｌａ
ｖｏｆａｓｃｉａｔａ）、ラフィグマ属種（Ｌａｐｈｙｇｍａ　ｓｐｐ．）、ラスペイレ
シア・モレスタ（Ｌａｓｐｅｙｒｅｓｉａ　ｍｏｌｅｓｔａ）、ナスノメイガ（Ｌｅｕｃ
ｉｎｏｄｅｓ　ｏｒｂｏｎａｌｉｓ）、レウコプテラ属種（Ｌｅｕｃｏｐｔｅｒａ　ｓｐ
ｐ．）、キンモンホソガ属種（Ｌｉｔｈｏｃｏｌｌｅｔｉｓ　ｓｐｐ．）、リトファネ・
アンテナタ（Ｌｉｔｈｏｐｈａｎｅ　ａｎｔｅｎｎａｔａ）、ロベシア属種（Ｌｏｂｅｓ
ｉａ　ｓｐｐ．）、ロキサグロチス・アルビコスタ（Ｌｏｘａｇｒｏｔｉｓ　ａｌｂｉｃ
ｏｓｔａ）、マイマイガ属種（Ｌｙｍａｎｔｒｉａ　ｓｐｐ．）、リオネチア属種（Ｌｙ
ｏｎｅｔｉａ　ｓｐｐ．）、オビカレハ（Ｍａｌａｃｏｓｏｍａ　ｎｅｕｓｔｒｉａ）、
マメノメイガ（Ｍａｒｕｃａ　ｔｅｓｔｕｌａｌｉｓ）、ヨトウガ（Ｍａｍｅｓｔｒａ　
ｂｒａｓｓｉｃａｅ）、モシス属種（Ｍｏｃｉｓ　ｓｐｐ．）、アワヨトウ（Ｍｙｔｈｉ
ｍｎａ　ｓｅｐａｒａｔａ）、ニムフラ属種（Ｎｙｍｐｈｕｌａ　ｓｐｐ．）、オイケチ
カス属種（Ｏｉｋｅｔｉｃｕｓ　ｓｐｐ．）、オリア属種（Ｏｒｉａ　ｓｐｐ．）、オル
タガ属種（Ｏｒｔｈａｇａ　ｓｐｐ．）、アワノメイガ属種（Ｏｓｔｒｉｎｉａ　ｓｐｐ
．）、イネドロオイムシ（Ｏｕｌｅｍａ　ｏｒｙｚａｅ）、マツキリガ（Ｐａｎｏｌｉｓ
　ｆｌａｍｍｅａ）、イチモンジセセリ属種（Ｐａｒｎａｒａ　ｓｐｐ．）、ペクチノホ
ラ属種（Ｐｅｃｔｉｎｏｐｈｏｒａ　ｓｐｐ．）、ペリレウコプテラ属種（Ｐｅｒｉｌｅ
ｕｃｏｐｔｅｒａ　ｓｐｐ．）、フトリマエア属種（Ｐｈｔｈｏｒｉｍａｅａ　ｓｐｐ．
）、ミカンハナモグリガ（Ｐｈｙｌｌｏｃｎｉｓｔｉｓ　ｃｉｔｒｅｌｌａ）、フィロノ
リクテル属種（Ｐｈｙｌｌｏｎｏｒｙｃｔｅｒ　ｓｐｐ．）、モンシロチョウ属種（Ｐｉ
ｅｒｉｓ　ｓｐｐ．）、プラチノタ・スタルタナ（Ｐｌａｔｙｎｏｔａ　ｓｔｕｌｔａｎ
ａ）、ノシメマダラメイガ（Ｐｌｏｄｉａ　ｉｎｔｅｒｐｕｎｃｔｅｌｌａ）、ウワバガ
属種（Ｐｌｕｓｉａ　ｓｐｐ．）、コナガ（Ｐｌｕｔｅｌｌａ　ｘｙｌｏｓｔｅｌｌａ）
、プライス属種（Ｐｒａｙｓ　ｓｐｐ．）、プロデニア属種（Ｐｒｏｄｅｎｉａ　ｓｐｐ
．）、プロトパルセ属種（Ｐｒｏｔｏｐａｒｃｅ　ｓｐｐ．）、ミトヒムナ属種（Ｐｓｅ
ｕｄａｌｅｔｉａ　ｓｐｐ．）、ダイズシャクトリムシ（Ｐｓｅｕｄｏｐｌｕｓｉａ　ｉ
ｎｃｌｕｄｅｎｓ）、アワノメイガ（Ｐｙｒａｕｓｔａ　ｎｕｂｉｌａｌｉｓ）、サンフ
ラワールーパー（Ｒａｃｈｉｐｌｕｓｉａ　ｎｕ）、スコエノビウス属種（Ｓｃｈｏｅｎ
ｏｂｉｕｓ　ｓｐｐ．）、スキルポファガ属種（Ｓｃｉｒｐｏｐｈａｇａ　ｓｐｐ．）、
スコチア・セゲツム（Ｓｃｏｔｉａ　ｓｅｇｅｔｕｍ）、セサミア属種（Ｓｅｓａｍｉａ
　ｓｐｐ．）、テングハマキ属種（Ｓｐａｒｇａｎｏｔｈｉｓ　ｓｐｐ．）、スポロプテ
ラ属種（Ｓｐｏｄｏｐｔｅｒａ　ｓｐｐ．）、スタスモポダ属種（Ｓｔａｔｈｍｏｐｏｄ
ａ　ｓｐｐ．）、ストモプテリクス・スブセシベラ（Ｓｔｏｍｏｐｔｅｒｙｘ　ｓｕｂｓ
ｅｃｉｖｅｌｌａ）、シナンテドン属種（Ｓｙｎａｎｔｈｅｄｏｎ　ｓｐｐ．）、テシア
・ソラニボラ（Ｔｅｃｉａ　ｓｏｌａｎｉｖｏｒａ）、テルメシア・ゲンマタリス（Ｔｈ
ｅｒｍｅｓｉａ　ｇｅｍｍａｔａｌｉｓ）、イガ（Ｔｉｎｅａ　ｐｅｌｌｉｏｎｅｌｌａ
）、コイガ（Ｔｉｎｅｏｌａ　ｂｉｓｓｅｌｌｉｅｌｌａ）、ウスアミメキハマキ属種（
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Ｔｏｒｔｒｉｘ　ｓｐｐ．）、ジュウタンガ（Ｔｒｉｃｈｏｐｈａｇａ　ｔａｐｅｔｚｅ
ｌｌａ）、トリコプルシア属種（Ｔｒｉｃｈｏｐｌｕｓｉａ　ｓｐｐ．）、トマトガ（Ｔ
ｕｔａ　ａｂｓｏｌｕｔａ）、ツヤモントラフシジミ属種（Ｖｉｒａｃｈｏｌａ　ｓｐｐ
．）。
【００８６】
　直翅目（Ｏｒｔｈｏｐｔｅｒａ）から、例えば、ヨーロッパイエコオロギ（Ａｃｈｅｔ
ａ　ｄｏｍｅｓｔｉｃｕｓ）、トウヨウゴキブリ（Ｂｌａｔｔａ　ｏｒｉｅｎｔａｌｉｓ
）、チャバネゴキブリ（Ｂｌａｔｔｅｌｌａ　ｇｅｒｍａｎｉｃａ）、ジクロプルス属種
（Ｄｉｃｈｒｏｐｌｕｓ　ｓｐｐ．）、ケラ属種（Ｇｒｙｌｌｏｔａｌｐａ　ｓｐｐ．）
、マデラゴキブリ（Ｌｅｕｃｏｐｈａｅａ　ｍａｄｅｒａｅ）、トノサマバッタ属種（Ｌ
ｏｃｕｓｔａ　ｓｐｐ．）、メラノプルス属種（Ｍｅｌａｎｏｐｌｕｓ　ｓｐｐ．）、ペ
リプラネタ属種（Ｐｅｒｉｐｌａｎｅｔａ　ｓｐｐ．）、プレクス・イリタンス（Ｐｕｌ
ｅｘ　ｉｒｒｉｔａｎｓ）、サバクトビバッタ（Ｓｃｈｉｓｔｏｃｅｒｃａ　ｇｒｅｇａ
ｒｉａ）、チャオビゴキブリ（Ｓｕｐｅｌｌａ　ｌｏｎｇｉｐａｌｐａ）。
【００８７】
　ノミ目（Ｓｉｐｈｏｎａｐｔｅｒａ）から、例えば、ナガノミ属種（Ｃｅｒａｔｏｐｈ
ｙｌｌｕｓ　ｓｐｐ．）、イヌノミ属種（Ｃｔｅｎｏｃｅｐｈａｌｉｄｅｓ　ｓｐｐ．）
、スナノミ属（Ｔｕｎｇａ　ｐｅｎｅｔｒａｎｓ）、ケオプスネズミノミ（Ｘｅｎｏｐｓ
ｙｌｌａ　ｃｈｅｏｐｉｓ）。
【００８８】
　結合目（Ｓｙｍｐｈｙｌａ）から、例えば、ミゾコムカデ属種（Ｓｃｕｔｉｇｅｒｅｌ
ｌａ　ｓｐｐ．）。
【００８９】
　総翅目（Ｔｈｙｓａｎｏｐｔｅｒａ）から、例えば、クサキイロアザミウマ（Ａｎａｐ
ｈｏｔｈｒｉｐｓ　ｏｂｓｃｕｒｕｓ）、バリオトリプス・ビホルミス（Ｂａｌｉｏｔｈ
ｒｉｐｓ　ｂｉｆｏｒｍｉｓ）、ドレパノトリス・レウテリ（Ｄｒｅｐａｎｏｔｈｒｉｓ
　ｒｅｕｔｅｒｉ）、エネオトリプス・フラベンス（Ｅｎｎｅｏｔｈｒｉｐｓ　ｆｌａｖ
ｅｎｓ）、フランクリニエラ属種（Ｆｒａｎｋｌｉｎｉｅｌｌａ　ｓｐｐ．）、ヘリオト
リプス属種（Ｈｅｌｉｏｔｈｒｉｐｓ　ｓｐｐ．）、クリバネアザミウマ（Ｈｅｒｃｉｎ
ｏｔｈｒｉｐｓ　ｆｅｍｏｒａｌｉｓ）、リピフォロトリプス・クルエンタツス（Ｒｈｉ
ｐｉｐｈｏｒｏｔｈｒｉｐｓ　ｃｒｕｅｎｔａｔｕｓ）、スキルトトリプス属種（Ｓｃｉ
ｒｔｏｔｈｒｉｐｓ　ｓｐｐ．）、タエニオトリプス・カルダモニ（Ｔａｅｎｉｏｔｈｒ
ｉｐｓ　ｃａｒｄａｍｏｎｉ）、トリプス属種（Ｔｈｒｉｐｓ　ｓｐｐ．）。
【００９０】
　総尾目（Ｚｙｇｅｎｔｏｍａ）（＝シミ目（Ｔｈｙｓａｎｕｒａ））から、例えば、セ
イヨウシミ（Ｌｅｐｉｓｍａ　ｓａｃｃｈａｒｉｎａ）、マダラシミ（Ｔｈｅｒｍｏｂｉ
ａ　ｄｏｍｅｓｔｉｃａ）。
【００９１】
　軟体動物門（Ｍｏｌｌｕｓｃａ）からの有害生物、特に、双殻類（Ｂｉｖａｌｖｉａ）
から、例えば、カワホトトギスガイ属種（Ｄｒｅｉｓｓｅｎａ　ｓｐｐ．）　。
【００９２】
　複足類（Ｇａｓｔｒｏｐｏｄａ）から、例えば、アリオン属種（Ａｒｉｏｎ　ｓｐｐ．
）、ビオンファラリア属種（Ｂｉｏｍｐｈａｌａｒｉａ　ｓｐｐ．）、ブリヌス属種（Ｂ
ｕｌｉｎｕｓ　ｓｐｐ．）、デロセラス属種（Ｄｅｒｏｃｅｒａｓ　ｓｐｐ．）、ガルバ
属種（Ｇａｌｂａ　ｓｐｐ．）、モノアラガイ属種（Ｌｙｍｎａｅａ　ｓｐｐ．）、カタ
ヤマガイ属種（Ｏｎｃｏｍｅｌａｎｉａ　ｓｐｐ．）、リンゴガイ属種（Ｐｏｍａｃｅａ
　ｓｐｐ．）、オカモノアラガイ属種（Ｓｕｃｃｉｎｅａ　ｓｐｐ．）。
【００９３】
　扁形動物（Ｐｌａｔｈｅｌｍｉｎｔｈｅｓ）および線形動物（Ｎｅｍａｔｏｄａ）門か
らの動物寄生虫、特に、蠕虫（ｈｅｌｍｉｎｔｈ）類から、例えば、ジュウニシチョウチ
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ュウ（Ａｎｃｙｌｏｓｔｏｍａ　ｄｕｏｄｅｎａｌｅ）、セイロンコウチュウ（Ａｎｃｙ
ｌｏｓｔｏｍａ　ｃｅｙｌａｎｉｃｕｍ）、ブラジルコウチュウ（Ａｃｙｌｏｓｔｏｍａ
　ｂｒａｚｉｌｉｅｎｓｉｓ）、鉤虫属種（Ａｎｃｙｌｏｓｔｏｍａ　ｓｐｐ．）、回虫
属種（Ａｓｃａｒｉｓ　ｓｐｐ．）、マレー糸状虫（Ｂｒｕｇｉａ　ｍａｌａｙｉ）、チ
モール糸状虫（Ｂｒｕｇｉａ　ｔｉｍｏｒｉ）、ブノストムム属種（Ｂｕｎｏｓｔｏｍｕ
ｍ　ｓｐｐ．）、カベルチア属種（Ｃｈａｂｅｒｔｉａ　ｓｐｐ．）、クロノルチス属種
（Ｃｌｏｎｏｒｃｈｉｓ　ｓｐｐ．）、クーペリア属種（Ｃｏｏｐｅｒｉａ　ｓｐｐ．）
、ジクロコエリウム属種（Ｄｉｃｒｏｃｏｅｌｉｕｍ　ｓｐｐ．）、ジクチオカウルス・
フィラリア（Ｄｉｃｔｙｏｃａｕｌｕｓ　ｆｉｌａｒｉａ）、広節裂頭条虫（Ｄｉｐｈｙ
ｌｌｏｂｏｔｈｒｉｕｍ　ｌａｔｕｍ）、メジナ虫（Ｄｒａｃｕｎｃｕｌｕｓ　ｍｅｄｉ
ｎｅｎｓｉｓ）、単包条虫（Ｅｃｈｉｎｏｃｏｃｃｕｓ　ｇｒａｎｕｌｏｓｕｓ）、多包
条虫（Ｅｃｈｉｎｏｃｏｃｃｕｓ　ｍｕｌｔｉｌｏｃｕｌａｒｉｓ）、ギョウチュウ（Ｅ
ｎｔｅｒｏｂｉｕｓ　ｖｅｒｍｉｃｕｌａｒｉｓ）、ファシオラ属種（Ｆａｃｉｏｌａ　
ｓｐｐ．）、捻転胃虫属種（Ｈａｅｍｏｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、ヘテラキス属種（Ｈｅ
ｔｅｒａｋｉｓ　ｓｐｐ．）、小形条虫（Ｈｙｍｅｎｏｌｅｐｉｓ　ｎａｎａ）、ヒオス
トロングルス属種（Ｈｙｏｓｔｒｏｎｇｕｌｕｓ　ｓｐｐ．）、ロア糸条虫（Ｌｏａ　Ｌ
ｏａ）、ネマトジルス属種（Ｎｅｍａｔｏｄｉｒｕｓ　ｓｐｐ．）、腸結節虫属種（Ｏｅ
ｓｏｐｈａｇｏｓｔｏｍｕｍ　ｓｐｐ．）、オピストルキス属種（Ｏｐｉｓｔｈｏｒｃｈ
ｉｓ　ｓｐｐ．）、回旋糸状虫（Ｏｎｃｈｏｃｅｒｃａ　ｖｏｌｖｕｌｕｓ）、オステル
タギア属種（Ｏｓｔｅｒｔａｇｉａ　ｓｐｐ．）、パラゴニムス属種（Ｐａｒａｇｏｎｉ
ｍｕｓ　ｓｐｐ．）、スキストソメン属種（Ｓｃｈｉｓｔｏｓｏｍｅｎ　ｓｐｐ．）、ス
トロンギロイデス・フエレボルニ（Ｓｔｒｏｎｇｙｌｏｉｄｅｓ　ｆｕｅｌｌｅｂｏｒｎ
ｉ）、ストロンギロイデス・ステルコラリス（Ｓｔｒｏｎｇｙｌｏｉｄｅｓ　ｓｔｅｒｃ
ｏｒａｌｉｓ）、糞線虫属種（Ｓｔｒｏｎｙｌｏｉｄｅｓ　ｓｐｐ．）、無鉤条虫（Ｔａ
ｅｎｉａ　ｓａｇｉｎａｔａ）、有鉤条虫（Ｔａｅｎｉａ　ｓｏｌｉｕｍ）、トリキネラ
・スピラリス（Ｔｒｉｃｈｉｎｅｌｌａ　ｓｐｉｒａｌｉｓ）、トリキネラ・ナチバ（Ｔ
ｒｉｃｈｉｎｅｌｌａ　ｎａｔｉｖａ）、トリキネラ・ブリトビ（Ｔｒｉｃｈｉｎｅｌｌ
ａ　ｂｒｉｔｏｖｉ）、トリキネラ・ネルソニ（Ｔｒｉｃｈｉｎｅｌｌａ　ｎｅｌｓｏｎ
ｉ）、トリキネラ・プセルドプシラリス（Ｔｒｉｃｈｉｎｅｌｌａ　ｐｓｅｕｄｏｐｓｉ
ｒａｌｉｓ）、トリコストロングルス属種（Ｔｒｉｃｈｏｓｔｒｏｎｇｕｌｕｓ　ｓｐｐ
．）、トリクリス・トリクリア（Ｔｒｉｃｈｕｒｉｓ　ｔｒｉｃｈｕｒｉａ）、バンクロ
フト糸条虫（Ｗｕｃｈｅｒｅｒｉａ　ｂａｎｃｒｏｆｔｉ）。
【００９４】
　線形動物（Ｎｅｍａｔｏｄａ）門からの植物有害生物、すなわち、植物寄生線虫、特に
、アフェレンコイデス属種（Ａｐｈｅｌｅｎｃｈｏｉｄｅｓ　ｓｐｐ．）、マツノザイセ
ンチュウ属種（Ｂｕｒｓａｐｈｅｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、チジレンクス属種（Ｄｉ
ｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、グロボデラ属種（Ｇｌｏｂｏｄｅｒａ　ｓｐｐ．）、
ヘテロデラ属種（Ｈｅｔｅｒｏｄｅｒａ　ｓｐｐ．）、ロンギドルス属種（Ｌｏｎｇｉｄ
ｏｒｕｓ　ｓｐｐ．）、メロイドギネ属種（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｓｐｐ．）、プラ
チレンクス属種（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、バナナネモグリセンチュウ（
Ｒａｄｏｐｈｏｌｕｓ　ｓｉｍｉｌｉｓ）、トリコドルス属種（Ｔｒｉｃｈｏｄｏｒｕｓ
　ｓｐｐ．）、ミカンネセンチュウ（Ｔｙｌｅｎｃｈｕｌｕｓ　ｓｅｍｉｐｅｎｅｔｒａ
ｎｓ）、オオハリセンチュウ属種（Ｘｉｐｈｉｎｅｍａ　ｓｐｐ．）。
【００９５】
　亜門：原生動物
　エイメリア属（Ｅｉｍｅｒｉａ）などの原生動物を防除することも可能である。
【００９６】
　場合によっては、本発明の化合物は、特定の濃度または施用量で、除草剤、毒性緩和剤
、成長調節剤もしくは植物の特性を向上させるための薬剤としても、または殺微生物剤、
例えば殺真菌剤、抗かび剤、殺菌剤、殺ウイルス剤（ウイロイドに対する組成物を含む）
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としても、またはＭＬＯ（マイコプラズマ様微生物）およびＲＬＯ（リケッチア様微生物
）に対する組成物としても使用することができる。適宜、本発明の化合物を他の活性成分
の合成のための中間体または前駆体としても使用することができる。
【００９７】
　本発明は、本発明の活性成分の少なくとも１つを含む、製剤にならびにそれらから調製
される使用形態、例えば、作物保護用組成物および／または有害生物駆除剤、例えば灌注
液、滴下液および噴霧液にさらに関する。場合によっては、前記使用形態は、さらに、作
物保護用組成物および／または有害生物駆除剤および／または作用を向上させるアジュバ
ント（例えば、浸透剤、例えば、植物油、例えばナタネ油、ヒマワリ油、鉱物油、例えば
パラフィン油、植物脂肪酸のアルキルエステル、例えばナタネ油メチルエステルもしくは
ダイズ油メチルエステルまたはアルカノールアルコキシラート；および／または展着剤、
例えば、アルキルシロキサン；および／または塩、例えば有機もしくは無機アンモニウム
もしくはホスホニウム塩、例えば硫酸アンモニウムもしくはリン酸水素二アンモニウム；
および／または保持向上剤、例えば、スルホコハク酸ジオクチルもしくはヒドロキシプロ
ピルグアーポリマー；および／または保湿剤、例えば、グリセロール；および／または肥
料、例えば、アンモニウム含有、カリウム含有もしくはリン含有肥料）を含む。
【００９８】
　通例の製剤は、例えば、水溶性液剤（ＳＬ）、エマルジョン濃縮製剤（ＥＣ）、水中エ
マルジョン製剤（ＥＷ）、懸濁濃縮製剤（ＳＣ、ＳＥ、ＦＳ、ＯＤ）、顆粒水和剤（ＷＧ
）、粒剤（ＧＲ）およびカプセル濃縮製剤（ＣＳ）である；これらおよびさらなる可能な
製剤タイプは、例えば、世界農薬工業会（Ｃｏｒｐ　Ｌｉｆｅ　Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎ
ａｌ）によって、およびＦＡＯ／ＷＨＯ合同農薬使用会議（ＦＡＯ／ＷＨＯ　Ｊｏｉｎｔ
　Ｍｅｅｔｉｎｇ　ｏｎ　Ｐｅｓｔｉｃｉｄｅ　Ｓｐｅｃｉｆｉｃａｔｉｏｎｓ）により
作製されたＭａｎｕａｌ　ｏｎ　ｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔ　ａｎｄ　ｕｓｅ　ｏｆ　ＦＡ
Ｏ　ａｎｄ　ＷＨＯ　ｓｐｅｃｉｆｉｃａｔｉｏｎｓ　ｆｏｒ　ｐｅｓｔｉｃｉｄｅｓ，
ＦＡＯ　Ｐｌａｎｔ　Ｐｒｏｄｕｃｔｉｏｎ　ａｎｄ　Ｐｒｏｔｅｃｔｉｏｎ　Ｐａｐｅ
ｒｓ－１７３、２００４年、ＩＳＢＮ：９２５１０４８５７６、Ｐｅｓｔｉｃｉｄｅ　Ｓ
ｐｅｃｉｆｉｃａｔｉｏｎｓに記載されている。前記製剤は、１つ以上の本発明の活性成
分に加えて、さらなる活性農薬成分を含んでもよい。
【００９９】
　これらは、好ましくは、助剤、例えば増量剤、溶剤、自発性促進剤、担体、乳化剤、分
散剤、防霜剤、殺生剤、増粘剤および／またはさらなる助剤、例えばアジュバント、を含
む、製剤または使用形態である。この文脈でのアジュバントは、製剤の生物学的効果を強
化する成分であって、それ自体は生物学的効果を有さない成分である。アジュバントの例
は、保持、展着、葉表面への付着、または浸透を促進する薬剤である。
【０１００】
　これらの製剤は、公知の方法で、例えば、活性成分と助剤、例えば増量剤、溶剤および
／もしくは固体担体ならびに／またはさらなる助剤、例えば界面活性剤、とを混合するこ
とにより、生産される。前記製剤は、適する生産プラントで生産されるか、でなければ施
用前または中に生成される。
【０１０１】
　使用される助剤は、活性成分の製剤に、またはこれらの製剤から調製される使用形態（
例えば、使用準備済みの作物保護用組成物、例えば噴霧液または種子粉衣製品）に、特別
な特性、例えば一定の物理的、技術的および／または生物学的特性、を付与することに適
した物質であり得る。
【０１０２】
　適する増量剤は、例えば、水、極性および非極性有機化学液、例えば、芳香族および非
芳香族炭化水素（例えば、パラフィン、アルキルベンゼン、アルキルナフタレン、クロロ
ベンゼン）、アルコールおよびポリオール（これらは、適宜、置換、エーテル化および／
またはエステル化されていることもある）、ケトン（例えば、アセトン、シクロヘキサノ
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ン）、エステル（脂肪および油を含む）および（ポリ）エーテル、非置換および置換アミ
ン、アミド、ラクタム（例えば、Ｎ－アルキルピロリドン）およびラクトン、スルホンお
よびスルホキシド（例えば、ジメチルスルホキシド）のクラスからのものである。
【０１０３】
　用いる増量剤が水である場合、例えば有機溶剤を補助溶剤として使用することもできる
。有用な液体溶剤は、本質的には：芳香族、例えばキシレン、トルエンまたはアルキルナ
フタレン、塩素化芳香族および塩素化脂肪族炭化水素、例えばクロロベンゼン、クロロエ
チレンまたは塩化メチレン、脂肪族炭化水素、例えばシクロヘキサンまたはパラフィン、
例えば鉱油留分、鉱油および植物油、アルコール、例えばブタノールまたはグリコールな
らびにそれらにエーテルおよびエステル、ケトン、例えばアセトン、メチルエチルケトン
、メチルイソブチルケトンまたはシクロヘキサノン、強極性溶剤、例えばジメチルホルム
アミドおよびジメチルスルホキシド、ならびにまた水である。
【０１０４】
　原則的に、あらゆる適する溶剤を使用することができる。適する溶剤の例は、芳香族炭
化水素、例えばキシレン、トルエンまたはアルキルナフタレン、塩素化芳香族または脂肪
族炭化水素、例えばクロロベンゼン、クロロエチレンまたは塩化メチレン、脂肪族炭化水
素、例えばシクロヘキサン、パラフィン、石油留分、鉱油および植物油、アルコール、例
えばメタノール、エタノール、イソプロパノール、ブタノールまたはグリコールならびに
それらのエーテルおよびエステル、ケトン、例えばアセトン、メチルエチルケトン、メチ
ルイソブチルケトンまたはシクロヘキサノン、強極性溶剤、例えばジメチルスルホキシド
、ならびにまた水である。
【０１０５】
　原則的に、あらゆる適する担体を使用することができる。有用な担体としては、特に、
例えば、アンモニウム塩、ならびに粉砕天然鉱物、例えばカオリン、クレー、タルク、チ
ョーク、石英、アタパルジャイト、モンモリロナイトまたは珪藻土、ならびに粉砕合成材
料、例えば微粉砕シリカ、アルミナ、ならびに天然または合成ケイ酸塩、樹脂、ろう、な
らびに／または固形肥料が挙げられる。そのような担体の混合物もまた使用することがで
きる。粒剤のための有用な担体としては、例えば、粉砕および分別天然石、例えば方解石
、大理石、軽石、海泡石、ドロマイト、ならびに無機および有機金属（ｍｅａｌｓ）の合
成顆粒、ならびにまた有機材料、例えばおがくず、紙、ヤシ殻、トウモロコシ穂軸および
タバコ茎、の顆粒が挙げられる。
【０１０６】
　液化ガス増量剤または溶剤を使用することもできる。特に適する増量剤または担体は、
周囲温度、大気圧下で気体であるもの、例えば、エーロゾル噴射ガス、例えばハロ炭化水
素、ならびにまたブタン、プロパン、窒素および二酸化案素である。
【０１０７】
　イオン特性もしくは非イオン特性を有する乳化剤および／もしくは泡形成剤、分散剤も
しくは湿潤剤、またはこれらの界面活性剤の混合物の例は、ポリアクリル酸の塩、リグノ
スルホン酸の塩、フェノールスルホン酸またはナフタレンスルホン酸の塩、エチレンオキ
シドと脂肪アルコールとのまたは脂肪酸とのまたは脂肪アミンとの重縮合物、置換フェノ
ール（好ましくは、アルキルフェノールまたはアリールフェノール）と、スルホコハク酸
エステルの塩、タウリン誘導体（好ましくは、アルキルタウレート）、ポリエトキシル化
アルコールまたはフェノールのリン酸エステル、ポリオールの脂肪エステル、ならびにス
ルフェート、スルホネートおよびホスフェートを含有する化合物の誘導体、例えばアルキ
ルアリールポリグリコールエーテル、アルキルスルホネート、アルキルスルフェート、ア
リールスルホネート、タンパク質加水分解物、リグノサルファイト廃液およびメチルセル
ロースである。界面活性剤の存在は、活性生物の１つおよび／または不活性担体の１つが
水不溶性であるとき、ならびに水で施用を行うとき、有利である。
【０１０８】
　前記製剤およびそれらから誘導される使用形態中に存在し得るさらなる助剤としは、染
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料、例えば無機顔料、例えば酸化鉄、酸化チタンおよびプルシアン・ブルー、ならびに有
機染料、例えばアリザリン染料、アゾ染料および金属フタロシアニン染料、栄養素および
微量栄養素、例えば鉄、マンガン、ホウ素、銅、コバルト、モリブデンおよび亜鉛の塩、
が挙げられる。
【０１０９】
　追加の成分は、安定剤、例えば低温安定剤、保存剤、酸化防止剤、光安定剤、または化
学的および／もしくは物理的安定性を向上させる他の薬剤、であり得る。泡形成剤または
消泡剤が存在することもある。
【０１１０】
　粘着性付与剤、例えば、カルボキシメチルセルロース、ならびに粉末、顆粒またはラテ
ックス形態の天然および合成ポリマー、例えばアラビアゴム、ポリビニルアルコールおよ
びポリビニルアセテート、または他には天然リン脂質、例えばセファリンおよびレシチン
、ならびに合成リン脂質も、前記製剤およびそれらから誘導される使用形態中に追加の助
剤として存在することがある。さらなる助剤は、鉱油および植物油であり得る。
【０１１１】
　適宜、前記製剤およびそれらから誘導される使用形態は、さらなる助剤も含むことがあ
る。そのような添加剤の例としては、芳香剤、保護コロイド、結合剤、接着剤、増粘剤、
チキソトロープ剤、浸透剤、保持向上剤、安定剤、金属イオン封鎖剤、錯化剤、保湿剤、
展着剤が挙げられる。一般に、前記活性成分は、製剤のために一般に使用される任意の固
体または液体添加剤と併用することができる。
【０１１２】
　有用な保持向上剤としては、動的表面張力を低下させるあらゆる物質、例えばスルホコ
ハク酸ジオクチル、または粘弾性を増加させあらゆる物質、例えばヒドロキシプロピルガ
ーポリマー、が挙げられる。
【０１１３】
　これに関連して有用な浸透剤は、活性農薬成分の植物への浸透を向上させるために典型
的に使用されるあらゆる物質である。これに関連して、浸透剤は、（一般に水性の）施用
液からおよび／または噴霧塗料から植物の上皮に浸透する、およびそれによって該上皮内
への活性成分の移動性を増加させるそれらの能力によって定義される。文献（Ｂａｕｒら
、１９９７、Ｐｅｓｔｉｃｉｄｅ　Ｓｃｉｅｎｃｅ　５１、１３１－１５２）に記載され
ている方法を用いて、この特性を判定することができる。例としては、アルコールアルコ
キシレート、例えばココナッツ脂肪エトキシレート（１０）もしくはイソトリデシルエト
キシレート（１２）、脂肪酸エステル、例えばナタネ油メチルエステルもしくはダイズ油
メチルエステル、脂肪アミンアルコキシレート、例えば獣脂アミンエトキシレート（１５
）、またはアンモニウムおよび／もしくはホスホニウム塩、例えばリン酸アンモニウムも
しくはリン酸水素二アンモニウムが挙げられる。
【０１１４】
　前記製剤は、一般に、０．０１重量％と９８重量％の間、好ましくは０．５重量％と９
０重量％の間の活性成分を含有する。
【０１１５】
　本発明の活性成分を、そのまま使用することができ、または１つ以上の適する殺真菌剤
、殺菌剤、殺ダニ剤、殺線虫剤、殺虫剤、殺微生物剤、肥料、誘引剤、植物賦活剤（ｐｈ
ｙｔｏｔｏｎｉｃｓ）、滅菌剤、相乗剤、毒性緩和剤、信号化学物質および／もしくは植
物成長調節剤との混合物の状態を含めて、本活性成分の製剤の状態で使用して、したがっ
て例えば、作用スペクトルを広げること、作用持続期間を延長すること、作用率を増加さ
せること、反発を防止するまたは耐性発生を防止することができる。加えて、非生物要因
、例えば高温もしくは低温、に対する、旱魃に対する、または高い含水率もしくは土壌塩
分に対する抵抗性を強化する組み合わせによって、植物成長を向上させることができる。
開花および結実性能を向上させること、発芽率および根の発達を最適化すること、収穫を
助長して収率を向上させること、成熟に影響を及ぼすこと、収穫物の品質および／もしく
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は栄養価を向上させること、貯蔵寿命を延長すること、ならびに／または収穫物の加工性
を向上させることもできる。一般に、本発明の活性成分と混合パートナーの組み合わせは
、相乗効果を生じさせる結果となり、この相乗効果は、当該混合物の効力が個々の成分の
効力より大きいことを意味する。一般に、前記組み合わせをプレミックス、タンクミック
スまたはレディミックスに、およびまた種子塗布に使用することができる。
【０１１６】
　混合パートナーの特に好適な例は、以下の化合物である：
　殺虫剤／殺ダニ剤／殺線虫剤
　（１）アセチルコリンエステラーゼ（ＡＣｈＥ）阻害剤、例えば、カルバメート、例え
ば、アラニカルブ、アルジカルブ、ベンジオカルブ、ベンフラカルブ、ブトカルボキシム
、ブトキシカルボキシム、カルバリル、カルボフラン、カルボスルファン、エチオフェン
カルブ、フェノブカルブ、ホルメタナート、フラチオカルブ、イソプロカルブ、メチオカ
ルブ、メトミル、メトルカルブ、オキサミル、ピリミカルブ、プロポキスル、チオジカル
ブ、チオファノックス、トリアザメート、トリメタカルブ、ＸＭＣおよびキシリルカルブ
；または有機ホスフェート、例えばアセフェート、アザメチオホス、アジンホス（－メチ
ル、－エチル）、カズサホス、クロルエトキシホス、クロルフェンビンホス、クロルメホ
ス、クロルピリホス（－メチル）、クマホス、シアノホス、デメトン－Ｓ－メチル、ジア
ジノン、ジクロルボス／ＤＤＶＰ、ジクロトホス、ジメトエート、ジメチルビンホス、ジ
スルホトン、ＥＰＮ、エチオン、エトプロホス、ファムフル、フェナミホス、フェニトロ
チオン、フェンチオン、ホスチアゼート、ヘプテノホス、イソフェンホス、イソプロピル
Ｏ－（メトキシアミノチオホスホリル）サリチレート、イソキサチオン、マラチオン、メ
カルバム、メタミドホス、メチダチオン、メビノホス、モノクロトホス、ナレド、オメト
エート、オキシデメトン－メチル、パラチオン（－メチル）、フェントエート、ホレート
、ホサロン、ホスメット、ホスファミドン、ホキシム、ピリミホス（－メチル）、プロフ
ェノホス、プロペタムホス、プロチオホス、ピラクロホス、ピリダフェンチオン、キナル
ホス、スルホテップ、テブピリムホス、テメホス、テルブホス、テトラクロルビンホス、
チオメトン、トリアゾホス、トリクロルホンおよびバミドチオン。
【０１１７】
　（２）ＧＡＢＡ作動性塩素チャネルアンタゴニスト、例えば、有機塩素、例えばクロル
ダンおよびエンドスルファン（アルファ－）；またはフィプロール（フェニルピラゾール
）、例えばエチオプロール、フィプロニル、ピラフルプロールおよびピリプロール。
【０１１８】
　（３）ナトリウムチャネルモジュレーター／電位依存性ナトリウムチャネルブロッカー
、例えば、ピレトロイド、例えばアクリナトリン、アレトリン（ｄ－ｃｉｓ－ｔｒａｎｓ
、ｄ－ｔｒａｎｓ）、ビフェントリン、ビオアレトリン、ビオアレトリン－Ｓ－シクロペ
ンテニル、ビオレスメトリン、シクロプロトリン、シフルトリン（ベータ－）、シハロト
リン（ガンマ－、ラムダ－）、シペルメトリン（アルファ－、ベータ－、シータ－、ゼー
タ－）、シフェノトリン［（１Ｒ）－ｔｒａｎｓ－異性体］、デルタメトリン、ジメフル
トリン、エンペントリン［（ＥＺ）－（１Ｒ）－異性体］、エスフェンバレラート、エト
フェンプロックス、フェノプロパトリン、フェンバレラート、フルシトリナート、フルメ
トリン、フルバリネート（タウ－）、ハルフェンプロックス、イミプロトリン、メトフル
トリン、ペルメトリン、フェノトリン［（１Ｒ）－ｔｒａｎｓ－異性体］、プラレトリン
、プロフルトリン、ピレトリン（除虫菊）、レスメトリン、ＲＵ１５５２５、シラフルオ
フェン、テフルトリン、テトラメトリン［（１Ｒ）－異性体］、トラロメトリン、トラン
スフルトリンおよびＺＸＩ８９０１；またはＤＤＴ；またはメトキシクロール。
【０１１９】
　（４）ニコチン性アセチルコリン受容体アゴニスト、例えば、ネオニコチノイド、例え
ばアセトアミプリド、クロチアニジン、ジノテフラン、イミダクロプリド、ニテンピラム
、チアクロプリド、チアメトキサム；またはニコチン。
【０１２０】



(37) JP 5926253 B2 2016.5.25

10

20

30

40

50

　（５）アロステリックアセチルコリン受容体モジュレーター（アゴニスト）、例えば、
スピノシン、例えばスピネトラムおよびスピノサド。
【０１２１】
　（６）塩素チャネルアクチベーター、例えば、アベルメクチン／ミルベマイシン、例え
ばアバメクチン、エマメクチン安息香酸塩、リピメクチンおよびミルベメクチン。
【０１２２】
　（７）幼若ホルモン類似体、例えば、ヒドロプレン、キノプレン、メトプレン；または
フェノキシカルブ；ピリプロキシフェン。
【０１２３】
　（８）未知または非特異的作用機序を有する活性成分、例えば、燻蒸剤、例えば臭化メ
チルおよび他のハロゲン化アルキル；またはクロロピクリン；フッ化スルフリル；ボラッ
クス；吐酒石。
【０１２４】
　（９）選択的摂取阻害物質、例えば、ピメトロジン；またはフロニカミド。
【０１２５】
　（１０）ダニ成長阻害剤、例えば、クロフェンテジン、ジフロビダジン、ヘキシチアゾ
クス、エトキサゾール。
【０１２６】
　（１１）昆虫腸膜の微生物破壊剤、例えば、バチルス・チューリンゲンシス（Ｂａｃｉ
ｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ）亜種イスラエレンシス（ｉｓｒａｅｌｅｎｓｉ
ｓ）、バチルス・スファエリクス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｓｐｈａｅｒｉｃｕｓ）、バチル
ス・チューリンゲンシス亜種アイザワイ（ａｉｚａｗａｉ）、バチルス・チューリンゲン
シス亜種クルスタキ（ｋｕｒｓｔａｋｉ）、バチルス・チューリンゲンシス亜種テネブリ
オニス（ｔｅｎｅｂｒｉｏｎｉｓ）、およびＢＴ植物タンパク質、例えばＣｒｙ１Ａｂ、
Ｃｒｙ１Ａｃ、Ｃｒｙ１Ｆａ、Ｃｒｙ２Ａｂ、ｍＣｒｙ３Ａ、Ｃｒｙ３Ａｂ、Ｃｒｙ３Ｂ
ｂ、Ｃｒｙ３４／３５Ａｂ１。
【０１２７】
　（１２）酸化的リン酸化阻害剤、ＡＴＰ破壊剤、例えば、ジアフェンチウロン；または
有機錫化合物、例えば、アゾシクロチン、シヘキサチン、フェンブタチンオキシド；また
はプロパルギット；テトラジホン。
【０１２８】
　（１３）Ｈプロトン勾配を遮断することにより作用する酸化的リン酸化脱共役剤、例え
ば、クロルフェナピルおよびＤＮＯＣ。
【０１２９】
　（１４）ニコチン性アセチルコリン受容体アンタゴニスト、例えば、ベンスルタップ、
カルタップ（塩酸塩）、チオシクラム（ｔｈｉｏｃｙｌａｍ）、およびチオスルタップ（
ナトリウム）。
【０１３０】
　（１５）キチン生合成阻害剤、０型、例えば、ベンゾイル尿素、例えばビストリフルロ
ン、クロルフルアズロン、ジフルベンズロン、フルシクロクスロン、フルフェノクスロン
、ヘキサフルムロン、ルフェヌロン、ノバルロン、ノビフルムロン、テフルベンズロンお
よびトリフルムロン。
【０１３１】
　（１６）キチン生合成阻害剤、１型、例えば、ブプロフェジン。
【０１３２】
　（１７）脱皮かく乱剤、例えば、シロマジン。
【０１３３】
　（１８）エクジソンアゴニスト／破壊剤、例えば、ジアシルヒドラジン、例えばクロマ
フェノジド、ハロフェノジド、メトキシフェノジドおよびテブフェノジド。
【０１３４】
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　（１９）オクトパミン作動性アゴニスト、例えば、アミトラズ。
【０１３５】
　（２０）複合体ＩＩＩ電子伝達阻害剤、例えば、ヒドラメチルノン；アセキノシル；フ
ルアクリプリム。
【０１３６】
　（２１）複合体Ｉ電子伝達阻害剤、例えば、ＭＥＴＩ殺ダニ剤群からのもの、例えばフ
ェナザキン、フェンピロキシメート、ピリミジフェン、ピリダベン、テブフェンプラド、
トルフェンプラド；またはロテノン（ドクフジ属（Ｄｅｒｒｉｓ））。
【０１３７】
　（２２）電位依存性ナトリウムチャネルブロッカー、例えば、インドキサカルブ；メタ
フルミゾン。
【０１３８】
　（２３）アセチル－ＣｏＡカルボキシラーゼの阻害剤、例えば、テトロン酸誘導体、例
えばスピロジクロフェンおよびスピロメシフェン；またはテトラム酸誘導体、例えばスピ
ロテトラマト。
【０１３９】
　（２４）複合体ＩＶ電子伝達阻害剤、例えば、ホスフィン、例えばリン化アルミニウム
、リン化カルシウム、ホスフィン、リン化亜鉛；またはシアニド。
【０１４０】
　（２５）複合体ＩＩ電子伝達阻害剤、例えば、シエノピラフェン。
【０１４１】
　（２８）リアノジン受容体エフェクター、例えば、ジアミド、例えばフルベンジアミド
、クロラントラニリプロール（Ｒｙｎａｘｙｐｙｒ）、シアントラニプロール（Ｃｙａｚ
ｙｐｙｒ）およびまた３－ブロモ－Ｎ－｛２－ブロモ－４－クロロ－６－［（１－シクロ
プロピルエチル）カルバモイル］フェニル｝－１－（３－クロロピリジン－２－イル）－
１Ｈ－ピラゾール－５－カルボキサミド（国際公開第２００５／０７７９３４号パンフレ
ットから公知）または２－［３，５－ジブロモ－２－（｛［３－ブロモ－１－（３－クロ
ロピリジン－２－イル）－１Ｈ－ピラゾール－５－イル］カルボニル｝アミノ）ベンゾイ
ル］－１，２－ジメチルヒドラジンカルボン酸メチル（国際公開第２００７／０４３６７
７号パンフレットから公知）。
【０１４２】
　未知作用機序を有するさらなる活性成分、例えば、アザジラクチン、アミドフルメト、
ベンゾキシマート、ビフェナゼート、キノメチオネート、クリオライト、シフルメトフェ
ン、ジコホール、フルエンスルホン（５－クロロ－２－［（３，４，４－トリフルオロブ
タ－３－エン－１－イル）スルホニル］－１，３－チアゾール）、フルフェネリム、ピリ
ダリルおよびピリフルキナゾン；およびまた、バチルス・フィルムス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ
　ｆｉｒｍｕｓ）（Ｉ－１５８２、ＢｉｏＮｅｅｍ、Ｖｏｔｉｖｏ）に基づく製品、なら
びに以下の公知活性化合物：
　４－｛［（６－ブロモピリド－３－イル）メチル］（２－フルオロエチル）アミノ｝フ
ラン－２（５Ｈ）－オン（国際公開第２００７／１１５６４４号パンフレットから公知）
、４－｛［（６－フルオロピリド－３－イル）メチル］（２，２－ジフルオロエチル）ア
ミノ｝フラン－２（５Ｈ）－オン（国際公開第２００７／１１５６４４号パンフレットか
ら公知）、４－｛［（２－クロロ－１，３－チアゾール－５－イル）メチル］（２－フル
オロエチル）アミノ｝フラン－２（５Ｈ）－オン（国際公開第２００７／１１５６４４号
パンフレットから公知）、４－｛［（６－クロロピリド－３－イル）メチル］（２－フル
オロエチル）アミノ｝フラン－２（５Ｈ）－オン（国際公開第２００７／１１５６４４号
パンフレットから公知）、４－｛［（６－クロロピリド－３－イル）メチル］（２，２－
ジフルオロエチル）アミノ｝フラン－２（５Ｈ）－オン（国際公開第２００７／１１５６
４４号パンフレットから公知）、４－｛［（６－クロロ－５－フルオロピリド－３－イル
）メチル］（メチル）アミノ｝フラン－２（５Ｈ）－オン（国際公開第２００７／１１５
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６４３号パンフレット）、４－｛［（５，６－ジクロロピリド－３－イル）メチル］（２
－フルオロエチル）アミノ｝フラン－２（５Ｈ）－オン（国際公開第２００７／１１５６
４６号パンフレットから公知）、４－｛［（６－クロロ－５－フルオロピリド－３－イル
）メチル］（クロロプロピル）アミノ｝フラン－２（５Ｈ）－オン（国際公開第２００７
／１１５６４３号パンフレットから公知）、４－｛［（６－クロロピリド－３－イル）メ
チル］（シクロプロピル）アミノ｝フラン－２（５Ｈ）－オン（欧州特許出願公開第０５
３９５８８号明細書から公知）、４－｛［（６－クロロピリド－３－イル）メチル］（メ
チル）アミノ｝フラン－２（５Ｈ）－オン（欧州特許出願公開第０５３９５８８号明細書
から公知）、［（６－クロロピリジン－３－イル）メチル］（メチル）オキシド－λ４－
スルファニリデンシアナミド（国際公開第２００７／１４９１３４号パンフレットから公
知）、［１－（６－クロロピリジン－３－イル）エチル］（メチル）オキシド－λ４－ス
ルファニリデンシアナミド（国際公開第２００７／１４９１３４号パンフレットから公知
）ならびにそのジアステレオマー（Ａ）および（Ｂ）
【０１４３】

【化１６】

　（同じく国際公開第２００７／１４９１３４号パンフレットから公知）、［（６－トリ
フルオロメチルピリジン－３－イル）メチル］（メチル）オキシド－λ４－スルファニリ
デンシアナミド（国際公開第２００７／０９５２２９号パンフレットから公知）、スルホ
クサフロール（同じく国際公開第ＷＯ２００７／１４９１３４から公知）、１１－（４－
クロロ－２，６－ジメチルフェニル）－１２－ヒドロキシ－１，４－ジオキサ－９－アザ
ジスピロ［４．２．４．２］テトラデカ－１１－エン－１０－オン（国際公開第２００６
／０８９６３３号パンフレットから公知）、３－（４’－フルオロ－２，４－ジメチルビ
フェニル－３－イル）－４－ヒドロキシ－８－オキサ－１－アザスピロ［４．５］デカ－
３－エン－２－オン（国際公開第２００８／０６７９１１号パンフレットから公知）、１
－［２－フルオロ－４－メチル－５－［（２，２，２－トリフルオロエチル）スルフィニ
ル］フェニル］－３－（トリフルオロメチル）－１Ｈ－１，２，４－トリアゾール－５－
アミン（国際公開第２００６／０４３６３５号パンフレットから公知）、［（３Ｓ，４ａ
Ｒ，１２Ｒ，１２ａＳ，１２ｂＳ）－３－［（シクロプロピルカルボニル）オキシ］－６
，１２－ジヒドロキシ－４，１２ｂ－ジメチル－１１－オキソ－９－（ピリジン－３－イ
ル）－１，３，４，４ａ，５，６，６ａ，１２，１２ａ，１２ｂ－デカヒドロ－２Ｈ，１
１Ｈ－ベンゾ［ｆ］ピラノ［４，３－ｂ］クロメン－４－イル］メチルシクロプロパンカ
ルボキシレート（国際公開第２００６／１２９７１４号パンフレットから公知）、２－シ
アノ－３－（ジフルオロメトキシ）－Ｎ，Ｎ－ジメチルベンゼンスルホンアミド（国際公
開第２００６／０５６４３３号パンフレットから公知）、２－シアノ－３－（ジフルオロ
メトキシ）－Ｎ－メチルベンゼンスルホンアミド（国際公開第２００６／１００２８８号
パンフレットから公知）、２－シアノ－３－（ジフルオロメトキシ）－Ｎ－エチルベンゼ
ンスルホンアミド（国際公開第２００５／０３５４８６号パンフレットから公知）、４－
（ジフルオロメトキシ）－Ｎ－エチル－Ｎ－メチル－１，２－ベンゾチアゾール－３－ア
ミン１，１－ジオキシド（国際公開第２００７／０５７４０７号パンフレットから公知）
およびＮ－［１－（２，３－ジメチルフェニル）－２－（３，５－ジメチルフェニル）エ
チル］－４，５－ジヒドロ－１，３－チアゾール－２－アミン（国際公開第２００８／１
０４５０３号パンフレットから公知）。



(40) JP 5926253 B2 2016.5.25

10

20

30

40

50

【０１４４】
　殺真菌剤：
　（１）エルゴステロール生合成阻害剤、例えば、アルジモルフ、アザコナゾール、ビテ
ルタノール、ブロムコナゾール、シプロコナゾール、ジクロブトラゾール、ジフェノコナ
ゾール、ジニコナゾール、ジニコナゾール－Ｍ、ドデモルフ、ドデモルフ酢酸塩、エポキ
シコナゾール、エタコナゾール、フェナリモル、フェンブコナゾール、フェンヘキサミド
、フェンプロピジン、フェンプロピモルフ、フルキンコナゾール、フルルプリミドール、
フルシラゾール、フルトリアホル、フルコナゾール、フルコナゾール－ｃｉｓ、ヘキサコ
ナゾール、イマザリル、イマザリル硫酸塩、イミベンコナゾール、イプコナゾール、メト
コナゾール、ミクロブタニル、ナフチフィン（ｎａｆｔｉｆｉｎ）、ヌアリモル、オキシ
ポコナゾール、パクロブトラゾール、ペフラゾエート、ペンコナゾール、ピペラリン、プ
ロクロラズ、プロピコナゾール、プロチオコナゾール、ピリブチカルブ、ピリフェノック
ス、キンコナゾール、シメコナゾール、スピロキサミン、テブコナゾール、テルビナフィ
ン、テトラコナゾール、トリジメホン、トリジメノール、トリデモルフ、トリフルミゾー
ル、トリホリン、トリチコナゾール、ウニコナゾール、ウニコナゾール－ｐ、ビニコナゾ
ール、ボリコナゾール、１－（４－クロロフェニル）－２－（１Ｈ－１，２，４－トリア
ゾール－１－イル）シクロヘプタノール、メチル１－（２，２－ジメチル－２，３－ジヒ
ドロ－１Ｈ－インデン－１－イル）－１Ｈ－イミダゾール－５－カルボキシレート、Ｎ’
－｛５－（ジフルオロメチル）－２－メチル－４－［３－（トリメチルシリル）プロポキ
シ］フェニル｝－Ｎ－エチル－Ｎ－メチルイモドホルムアミド、Ｎ－エチル－Ｎ－メチル
－Ｎ’－｛２－メチル－５－（トリフルオロメチル）－４－［３－（トリメチルシリル）
プロポキシ］フェニル｝イミドフォルムアミドおよびＯ－［１－（４－メトキシフェノキ
シ）－３，３－ジメチルブタン－２－イル］１Ｈ－イミダゾール－１－カルボキシレート
、
　（２）呼吸阻害剤（呼吸鎖阻害剤）、例えば、ビキサフェン、ボスカリド、カルボキシ
ン、ジフルメトリム、フェンフラム、フルオピラム、フルトラニル、フルキサピロキサド
、フラメトピル、フルメシクロックス、ｓｙｎ－エピマーのラセミ体１ＲＳ，４ＳＲ，９
ＲＳのおよびａｎｔｉ－エピマーのラセミ体１ＲＳ，４ＳＲ，９ＳＲのイソピラザム混合
物、イソピラザム（ａｎｔｉ－エピマーのラセミ体）、イソピラザム（ａｎｔｉ－エピマ
ーのエナンチオマー１Ｒ，４Ｓ，９Ｓ）、イソピラザム（ａｎｔｉ－エピマーのエナンチ
オマー１Ｓ，４Ｒ，９Ｒ）、イソピラザム（ｓｙｎ－エピマーのラセミ体１ＲＳ，４ＳＲ
，９ＲＳ）、イソピラザム（ｓｙｎ－エピマーのエナンチオマー１Ｒ，４Ｓ，９Ｒ）、イ
ソピラザム（ｓｙｎ－エピマーのエナンチオマー１Ｓ，４Ｒ，９Ｓ）、メプロニル、オキ
シカルボキシン、ペンフルフェン、ペンチオピラド、セダキサン、チフルザミド、１－メ
チルｌ－Ｎ－［２－（１，１，２，２－テトラフルオロエトキシ）フェニル］－３－（ト
リフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、３－（ジフルオロメチル
）－１－メチル－Ｎ－［２－（１，１，２，２－テトラフルオロエトキシ）フェニル］－
１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、３－（ジフルオロメチル）－Ｎ－［４－フルオ
ロ－２－（１，１，２，３，３，３－ヘキサフルオロプロポキシ）フェニル］－１－メチ
ル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミドおよびＮ－［１－（２，４－ジクロロフェニ
ル）－１－メトキシプロパン－２－イル］－３－（ジフルオロメチル）－１－メチル－１
Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、
　（３）呼吸鎖複合体ＩＩＩに対して作用する呼吸阻害剤（呼吸鎖阻害剤）、例えば、ア
メトクトラジン、アミスルブロム、アゾキシストロビン、シアゾファミド、ジモキシスト
ロビン、エネストロビン、ファモキサドン、フェナミドン、フルオキサストロビン、クレ
ソキシム－メチル、メトミノストロビン、オリサストロビン、ピコキシストロビン、ピラ
クロストロビン、ピラメトストロビン、ピラノキシストロビン、ピリベンカルブ、トリフ
ロキシストロビン、（２Ｅ）－２－（２－｛［６－（３－クロロ－２－メチルフェノキシ
）－５－フルオロピリミジン－４－イル］オキシ｝フェニル）－２－（メトキシイミノ）
－Ｎ－メチルエタンアミド、（２Ｅ）－２－（メトキシイミノ）－Ｎ－メチル－２－（２
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－｛［（｛（１Ｅ）－１－［３－（トリフルオロメチル）フェニル］エチリデン｝アミノ
）オキシ］メチル｝フェニルｌ）エタンアミド、（２Ｅ）－２－（メトキシイミノ）－Ｎ
－メチル－２－｛２－［（Ｅ）－（｛１－［３－（トリフルオロメチル）フェニル］エト
キシ｝イミノ）メチル］フェニル｝エタンアミド、（２Ｅ）－２－｛２－［（｛［（１Ｅ
）－１－（３－｛［（Ｅ）－１－フルオロ－２－フェニルエテニル］オキシ｝フェニル）
エチリデン］アミノ｝オキシ）メチル］フェニル｝－２－（メトキシイミノ）－Ｎ－メチ
ルエタンアミド、（２Ｅ）－２－｛２－［（｛［（２Ｅ，３Ｅ）－４－（２，６－ジクロ
ロフェニル）ブタ－３－エン－２－イリデン］アミノ｝オキシ）メチル］フェニル｝－２
－（メトキシイミノ）－Ｎ－メチルエタンアミド、２－クロロ－Ｎ－（１，１，３－トリ
メチル－２，３－ジヒドロ－１Ｈ－インデン－４－イル）ピリジン－３－カルボキサミド
、５－メトキシ－２－メチル－４－（２－｛［（｛（１Ｅ）－１－［３－（トリフルオロ
メチル）フェニル］エチリデン｝アミノ）オキシ］メチル｝フェニル）－２，４－ジヒド
ロ－３Ｈ－１，２，４－トリアゾール－３－オン、メチル（２Ｅ）－２－｛２－［（｛シ
クロプロピル［（４－メトキシフェニル）イミノ］メチル｝スルファニル）メチル］フェ
ニル｝－３－メトキシプロパ－２－エノエート、Ｎ－（３－エチル－３，５，５－トリメ
チルシクロヘキシル）－３－（ホルミルアミノ）－２－ヒドロキシベンズアミド、２－｛
２－［（２，５－ジメチルフェノキシ）メチル］フェニル｝－２－メトキシ－Ｎ－メチル
アセトアミドおよび（２Ｒ）－２－｛２－［（２，５－ジメチルフェノキシ）メチル］フ
ェニル｝－２－メトキシ－Ｎ－メチルアセトアミド、
　（４）有糸分裂および細胞分裂阻害剤、例えば、ベノミル、カルベンダジム、クロルフ
ェナゾール、ジエトフェンカルブ、エタボキサム、フルオピコリド、フベリダゾール、ペ
ンシクロン、チアベンダゾール、チオファネート－メチル、チオファネート、ゾキサミド
、５－クロロ－７－（４－メチルピペリジン－１－イル）－６－（２，４，６－トリフル
オロフェニル）［１，２，４］トリアゾロ［１，５－ａ］ピリミジンおよび３－クロロ－
５－（６－クロロピリジン－３－イル）－６－メチル－４－（２，４，６－トリフルオロ
フェニル）ピリダジン、
　（５）マルチサイト活性を有する化合物、例えば、ボルドー混合物、カプタホール、カ
プタン、クロロタロニル、銅製剤、例えば水酸化銅、ナフテン酸銅、酸化銅、オキシ塩化
銅、硫酸銅、ジクロフルアニド、ジチアノン、ドジン、ドジン遊離塩基、ファーバム、フ
ルオロホルペット、ホルペット、グアザチン、グアザチン酢酸塩、イミノクタジン、イミ
ノクタジンアルベシル酸塩、イミノクタジン三酢酸塩、マンコッパー、マンコゼブ、マネ
ブ、メチラム、メチラム亜鉛、オキシン－銅、プロパミジン、プロピネブ、硫黄および硫
黄製剤、例えば多硫化カルシウム、チラム、トリルフルアニド、ジネブおよびジラム、
　（６）耐性誘導剤、例えば、アシベンゾラル－Ｓ－メチル、イソチアニル、プロベナゾ
ールおよびチアジニル、
　（７）アミノ酸およびタンパク質生合成阻害剤、例えば、アンドプリム、ブラスチシジ
ン－Ｓ、シプロジニル、カスガマイシン、カスガマイシン塩酸塩水和物、メパニピリムお
よびピリメタニル、
　（８）ＡＴＰ生産阻害剤、例えば、フェンチン酢酸塩、フェンチンクロリド、フェンチ
ンヒドロキシドおよびシルチオファム、
　（９）細胞壁合成阻害剤、例えば、ベンチアバリカルブ、ジメトモルフ、フルモルフ、
イプロバリカルブ、マンジプロパミド、ポリオキシン、ポリオキソリム、バリダマイシン
Ａおよびバリフェナレート、
　（１０）脂質および膜合成阻害剤、例えば、ビフェニル、クロロネブ、ジクロラン、エ
ジフェンホス、エトリジアゾール、ヨードカルブ、イプロベンホス、イソプロチオラン、
プロパモカルブ、プロパモカルブ塩酸塩、プロチオカルブ、ピラゾホス、キントゼン、テ
クナゼンおよびトルクロホス－メチル、
　（１１）メラニン生合成阻害剤、例えば、カルプロパミド、ジクロシメット、フェノキ
サニル、フタリド、ピロキロンおよびトリシクラゾール、
　（１２）核酸合成阻害剤、例えば、ベナラキシル、ベナラキシル－Ｍ（キララキシル）
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、ブプリメート、クロジラコン、ジメチリモール、エチリモール、フララキシル、ヒメキ
サゾール、メタラキシル、メタラキシル－Ｍ（メフェノキサム）、オフラセ、オキサジキ
シル、オキソリン酸、
　（１３）シグナル伝達阻害剤、例えば、クロゾリネート、フェンピクロニル、フルジオ
キソニル、イプロジオン、プロシミドン、キノキシフェンおよびビンクロゾリン、
　（１４）脱共役剤、例えば、ビナパクリル、ジノカップ、フェリムゾン、フルアジナム
およびメプチルジノカップ、
　（１５）さらなる化合物例えば、ベンチアゾール、ベトキサジン、カプシマイシン、カ
ルボン、キノメチオネート、クラザフェノン、クフラネブ、シフルフェナミド、シモキサ
ニル、シプロフルファミド、ダゾメット、デバカルブ、ジクロロフェン、ジクロメジン、
ジフェンゾクワット、ジフェンゾクワット・メチル硫酸塩、ジフェニルアミン、エコマッ
ト、フェンピラザミン、フルメトベル、フルオロミド、フルスルファミド、フルタニル、
ホセチル－アルミニウム、ホセチル－カルシウム、ホセチル－ナトリウム、ヘキサクロロ
ベンゼン、イルママイシン、メタスルホカルブ、イソチオシアン酸メチル、メトラフェノ
ン、ミルジオマイシン、ナタマイシン、ジメチルジチオカルバミン酸ニッケル、ニトロタ
ール－イソプロピル、オクチリノン、オキサモカルブ、オキシフェンチイン、ペンタクロ
ロフェノールおよびその塩、フェノトリン、リン酸およびその塩、プロパモカルブ－ホセ
チレート、プロパノシン－ナトリウム、プロキナジド、ピロールニトリン、テブフロキン
、テクロフタラム、トルニファニド、トリアゾキシド、トリクラミド、ザリルアミド、１
－（４－｛４－［（５Ｒ）－５－（２，６－ジフルオロフェニル）－４，５－ジヒドロ－
１，２－オキサゾール－３－イル］－１，３－チアゾール－２－イル｝ピペリジン－１－
イル）－２－［５－メチル－３－（トリフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル
］エタノン、１－（４－｛４－［（５Ｓ）－５－（２，６－ジフルオロフェニル）－４，
５－ジヒドロ－１，２－オキサゾール－３－イル］－１，３－チアゾール－２－イル｝ピ
ペリジン－１－イル）－２－［５－メチル－３－（トリフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾ
ール－１－イル］エタノン、１－（４－｛４－［５－（２，６－ジフルオロフェニル）－
４，５－ジヒドロ－１，２－オキサゾール－３－イル］－１，３－チアゾール－２－イル
｝ピペリジン－１－イル）－２－［５－メチル－３－（トリフルオロメチル）－１Ｈ－ピ
ラゾール－１－イル］エタノン、１－（４－メトキシフェノキシ）－３，３－ジメチルブ
タン－２－イル　１Ｈ－イミダゾール－１－カルボキシレート、２，３，５，６－テトラ
クロロ－４－（メチルスルホニル）ピリジン、２，３－ジブチル－６－クロロチエノ［２
，３－ｄ］ピリミジン－４（３Ｈ）－オン、２－［５－メチル－３－（トリフルオロメチ
ル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］－１－（４－｛４－［（５Ｒ）－５－フェニル－４
，５－ジヒドロ－１，２－オキサゾール－３－イル］－１，３－チアゾール－２－イル｝
ピペリジン－１－イル）エタノン、２－［５－メチル－３－（トリフルオロメチル）－１
Ｈ－ピラゾール－１－イル］－１－（４－｛４－［（５Ｓ）－５－フェニル－４，５－ジ
ヒドロ－１，２－オキサゾール－３－イル］－１，３－チアゾール－２－イル｝ピペリジ
ン－１－イル）エタノン、２－［５－メチル－３－（トリフルオロメチル）－１Ｈ－ピラ
ゾール－１－イル］－１－｛４－［４－（５－フェニル－４，５－ジヒドロ－１，２－オ
キサゾール－３－イル）－１，３－チアゾール－２－イル］ピペリジン－１－イル｝エタ
ノン、２－ブトキシ－６－ヨード－３－プロピル－４Ｈ－クロメン－４－オン、２－クロ
ロ－５－［２－クロロ－１－（２，６－ジフルオロ－４－メトキシフェニル）－４－メチ
ル－１Ｈ－イミダゾール－５－イル］ピリジン、２－フェニルフェノールおよびその塩、
３，４，５－トリクロロピリジン－２，６－ジカルボニトリル、３－［５－（４－クロロ
フェニル）－２，３－ジメチル－１，２－オキサゾリジン－３－イル］ピリジン、３－ク
ロロ－５－（４－クロロフェニル）－４－（２，６－ジフルオロフェニル）－６－メチル
ピリダジン、４－（４－クロロフェニル）－５－（２，６－ジフルオロフェニル）－３，
６－ジメチルピリダジン、５－アミノ－１，３，４－チアジアゾール－２－チオール、５
－クロロ－Ｎ’－フェニル－Ｎ’－（プロパ－２－イン－１－イル）チオフェン－２－ス
ルホノヒドラジン、５－メチル－６－オクチル［１，２，４］トリアゾロ［１，５－ａ］
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ピリミジン－７－アミン、エチル（２Ｚ）－３－アミノ－２－シアノ－３－フェニルプロ
パ－２－エノエート、Ｎ－（４－クロロベンジル）－３－［３－メトキシ－４－（プロパ
－２－イン－１－イルオキシ）フェニル］プロパンアミド、Ｎ－［（４－クロロフェニル
ｌ）（シアノ）メチル］－３－［３－メトキシ－４－（プロパ－２－イン－１－イルオキ
シ）フェニル］プロパンアミド、Ｎ－［（５－ブロモ－３－クロロピリジン－２－イル）
メチル］－２，４－ジクロロピリジン－３－カルボキサミド、Ｎ－［１－（５－ブロモ－
３－クロロピリジン－２－イル）エチル］－２，４－ジクロロピリジン－３－カルボキサ
ミド、Ｎ－［１－（５－ブロモ－３－クロロピリジン－２－イル）エチル］－２－フルオ
ロ－４－ヨードピリジン－３－カルボキサミド、Ｎ－｛（Ｅ）－［（シクロプロピルメト
キシ）イミノ］［６－（ジフルオロメトキシ）－２，３－ジフルオロフェニル］メチル｝
－２－フェニルアセトアミド、Ｎ－｛（Ｚ）－［（シクロプロピルメトキシ）イミノ］［
６－（ジフルオロメトキシ）－２，３－ジフルオロフェニル］メチル｝－２－フェニルア
セトアミド、Ｎ－メチル－２－（１－｛［５－メチル－３－（トリフルオロメチル）－１
Ｈ－ピラゾール－１－イル］アセチル｝ピペリジン－４－イル）－Ｎ－（１，２，３，４
－テトラヒドロナフタレン－１－イル）－１，３－チアゾール－４－カルボキサミド、Ｎ
－メチル－２－（１－｛［５－メチル－３－（トリフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール
－１－イル］アセチル｝ピペリジン－４－イル）－Ｎ－［（１Ｒ）－１，２，３，４－テ
トラヒドロナフタレン－１－イル］－１，３－チアゾール－４－カルボキサミド、Ｎ－メ
チル－２－（１－｛［５－メチル－３－（トリフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１
－イル］アセチル｝ピペリジン－４－イル）－Ｎ－［（１Ｓ）－１，２，３，４－テトラ
ヒドロナフタレン－１－イル］－１，３－チアゾール－４－カルボキサミド、ペンチル｛
６－［（｛［（１－メチル－１Ｈ－テトラゾール－５－イル）（フェニル）メチリデン］
アミノ｝オキシ）メチル］ピリジン－２－イル｝カルバメート、フェナジン－１－カルボ
ン酸、キノリン－８－オールおよびキノリン－８－オール硫酸塩（２：１）、
　（１６）さらなる化合物、例えば、１－メチル－３－（トリフルオロメチル）－Ｎ－［
２’－（トリフルオロメチル）ビフェニル－２－イル］－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボ
キサミド、Ｎ－（４’－クロロビフェニル－２－イル）－３－（ジフルオロメチル）－１
－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、Ｎ－（２’，４’－ジクロロビフェ
ニル－２－イル）－３－（ジフルオロメチル）－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カ
ルボキサミド、３－（ジフルオロメチル）－１－メチル－Ｎ－［４’－（トリフルオロメ
チル）ビフェニル－２－イル］－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、Ｎ－（２’，
５’－ジフルオロビフェニル－２－イル）－１－メチル－３－（トリフルオロメチル）－
１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、３－（ジフルオロメチル）－１－メチル－Ｎ－
［４’－（プロパ－１－イン－１－イル）ビフェニル－２－イル］－１Ｈ－ピラゾール－
４－カルボキサミド、５－フルオロ－１，３－ジメチル－Ｎ－［４’－（プロパ－１－イ
ン－１－イル）ビフェニル－２－イル］－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、２－
クロロ－Ｎ－［４’－（プロパ－１－イン－１－イル）ビフェニル－２－イル］ピリジン
－３－カルボキサミド、３－（ジフルオロメチル）－Ｎ－［４’－（３，３－ジメチルブ
タ－１－イン－１－イル）ビフェニル－２－イル］－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４
－カルボキサミド、Ｎ－［４’－（３，３－ジメチルブタ－１－イン－１－イル）ビフェ
ニル－２－イル］－５－フルオロ－１，３－ジメチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキ
サミド、３－（ジフルオロメチル）－Ｎ－（４’－エチニルビフェニル－２－イル）－１
－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、Ｎ－（４’－エチニルビフェニル－
２－イル）－５－フルオロ－１，３－ジメチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド
、２－クロロ－Ｎ－（４’－エチニルビフェニル－２－イル）ピリジン－３－カルボキサ
ミド、２－クロロ－Ｎ－［４’－（３，３－ジメチルブタ－１－イン－１－イル）ビフェ
ニル－２－イル］ピリジン－３－カルボキサミド、４－（ジフルオロメチル）－２－メチ
ル－Ｎ－［４’－（トリフルオロメチル）ビフェニル－２－イル］－１，３－チアゾール
－５－カルボキサミド、５－フルオロ－Ｎ－［４’－（３－ヒドロキシ－３－メチルブタ
－１－イン－１－イル）ビフェニル－２－イル］－１，３－ジメチル－１Ｈ－ピラゾール
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－４－カルボキサミド、２－クロロ－Ｎ－［４’－（３－ヒドロキシ－３－メチルブタ－
１－イン－１－イル）ビフェニル－２－イル］ピリジン－３－カルボキサミド、３－（ジ
フルオロメチル）－Ｎ－［４’－（３－メトキシ－３－メチルブタ－１－イン－１－イル
）ビフェニル－２－イル］－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、５－
フルオロ－Ｎ－［４’－（３－メトキシ－３－メチルブタ－１－イン－１－イル）ビフェ
ニル－２－イル］－１，３－ジメチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、２－ク
ロロ－Ｎ－［４’－（３－メトキシ－３－メチルブタ－１－イン－１－イル）ビフェニル
－２－イル］ピリジン－３－カルボキサミド、（５－ブロモ－２－メトキシ－４－メチル
ピリジン－３－イル）（２，３，４－トリメトキシ－６－メチルフェニル）メタノンおよ
びＮ－［２－（４－｛［３－（４－クロロフェニル）プロパ－２－イン－１－イル］オキ
シ｝－３－メトキシフェニル）エチル］－Ｎ２－（メチルスルホニル）バリンアミド。
【０１４５】
　クラス（１）から（１６）内に名を挙げたすべての混合パートナーは、それらの官能基
に基づき可能ならば、適する塩基または酸と塩を形成していてもよい。
【０１４６】
　本明細書においてそれらの一般名で識別される活性成分は公知であり、例えば、有害生
物駆除剤ハンドブック（「Ｔｈｅ　Ｐｅｓｔｉｃｉｄｅ　Ｍａｎｕａｌ」、第１４版、Ｂ
ｒｉｔｉｓｈ　Ｃｒｏｐ　Ｐｒｏｔｅｃｔｉｏｎ　Ｃｏｕｎｃｉｌ　２００６）に記載さ
れており、またはインターネット（例えば、ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ａｌａｎｗｏｏｄ．
ｎｅｔ／ｐｅｓｔｉｃｉｄｅｓ）で見つけることができる。
【０１４７】
　他の公知活性成分、例えば除草剤、肥料、成長調節剤、毒性緩和剤、信号化学物質との
混合物、または他には植物の特性を向上させるための薬剤との混合物も可能である。
【０１４８】
　殺虫剤として使用される場合、本発明の活性成分は、それらの市販製剤中におよびこれ
らの製剤から調製される使用形態中に、相乗剤との混合物として存在することもある。相
乗剤は、本活性成分の作用を強化する化合物であるが、本活性成分自体が活性になるため
に相乗剤を添加する必要は一切ない。
【０１４９】
　殺虫剤として使用される場合、本発明の活性成分は、それらの市販製剤中におよびこれ
らの製剤から調製される使用形態中に、本活性成分の植物の環境、植物の部分の表面、ま
たは植物組織への使用後の分解を低減する阻害剤との混合物として存在することもある。
【０１５０】
　前記市販製剤から調製される使用形態の活性成分含有率は、広い範囲内で変動し得る。
前記使用形態の活性成分濃度は、０．０００００００１から９５重量％、好ましくは０．
００００１重量％と１重量％の間の活性成分であり得る。
【０１５１】
　前記化合物は、前記使用形態に適する通例の方法で利用される。
【０１５２】
　あらゆる植物および植物部分を本発明に従って処理することができる。植物は、あらゆ
る植物および植物集団、例えば望ましいおよび望ましくない野生植物または作物植物（天
然に存在する作物植物を含む）を意味すると本明細書では解される。作物植物は、従来の
育種および最適化法によってまたはバイオテクノロジー的および遺伝子工学的手法または
これらの方法の組み合わせによって得ることができる植物であり得、トランスジェニック
植物を包含し、ならびに植物育種家の権利により保護され得るおよび保護され得ない植物
栽培品種を包含する。植物の部分は、植物の地上および地下のあらゆる部分および器官、
例えば苗条、葉、花および根、を意味すると解するものとし、例としては、葉、針状葉、
茎、幹、花、子実体、果実および種子、ならびにまた根、塊茎および根茎が挙げられる。
植物部分としては、収穫材料ならびに栄養繁殖材料および生殖繁材料、例えば、挿し木、
塊茎、根茎、かき苗および種子も挙げられる。
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【０１５３】
　本活性成分での植物および植物部分の本発明の処理は、通例の処理方法により、例えば
浸漬、噴霧、蒸発、燻煙、拡散、塗布、注入により、直接的に、または該植物および該植
物部分の周囲、生育地もしくは貯蔵場所に作用させることによって行い、ならびに繁殖素
材の場合、特に種子の場合は、１層以上のコーティングを施すことによっても行う。
【０１５４】
　上で既に述べたように、あらゆる植物およびそれらの部分を本発明に従って処理するこ
とができる。好ましい実施形態では、野生植物種および植物栽培品種、または従来の生物
学的育種法、例えば交配もしくはプロトプラスト融合、によって得られたもの、およびま
たそれらの部分を処理する。さらなる好ましい実施形態では、適宜、従来の方法と併用で
、遺伝子工学的手法によって得られたトランスジェニック植物および植物栽培品種（遺伝
子修飾生物）、ならびにそれらの部分を処理する。用語「部分」または「植物の部分」ま
たは「植物部分」は、上で説明した。
【０１５５】
　さらに好ましくは、市販されているまたは使用されている植物栽培品種の植物を本発明
に従って処理する。植物栽培品種は、新たな特性（「形質」）を有する植物であって、従
来の育種法によって、突然変異誘発によって、または組換えＤＮＡ技術によって得られた
植物を意味すると解される。それらは、栽培品種、生物型および遺伝子型である。
【０１５６】
　植物種または植物栽培品種、およびそれらの位置および成長条件（土壌、気候、生育期
、摂取物（ｄｉｅｔ））に依存して、本発明の処理は、超相加（「相乗」）効果をもたら
すこともできる。例えば、可能性としては、通常予想される効果を超える、本発明に従っ
て使用できる化合物および組成物の施用量低減および／または活性スペクトルの拡大およ
び／または活性の増加、より良好な植物成長、高温または低温に対する抵抗性増加、旱魃
または水もしくは土壌中の塩分レベルに対する抵抗性増加、開花性能の強化、より容易な
収穫、成熟加速、より高い収量、収穫物のより高い品質および／またはより高い栄養価、
収穫物の貯蔵寿命増加および／または加工性が挙げられる。
【０１５７】
　本発明に従って好ましく処理することができるトランスジェニック植物または植物栽培
品種（遺伝子工学によって得られたもの）としては、遺伝子修飾により、これらの植物に
特に有利で有用な特性（「形質」）を付与する遺伝物質を受け取ったあらゆる植物が挙げ
られる。そのような特性の例は、より良好な植物成長、高温または低温に対する抵抗性増
加、旱魃に対するまたは水もしくは土壌中の塩分レベルに対する抵抗性増加、開花性能強
化、より容易な収穫、成熟加速、より高い収率、収穫物のより高い品質および／またはよ
り高い栄養価、収穫物のより長い貯蔵安定性および／または加工性である。そのような特
性のさらなるおよび特に強調される例は、動物および微生物有害生物に対する、例えば昆
虫、ダニ、植物病原性真菌、細菌および／またはウイルスに対する、植物の防御力向上、
ならびにまた一定の除草剤活性成分に対する植物の抵抗性増加である。トランスジェニッ
ク植物の例としては、重要な作物植物、例えば穀物（コムギ、イネ）、トウモロコシ、ダ
イズ、ジャガイモ、テンサイ、トマト、エンドウおよび他の植物タイプ、ワタ、タバコ、
アブラナ、ならびにまた果実植物（リンゴ、ナシ、柑橘類およびブドウの果実を伴うもの
）が挙げられ、トウモロコシ、ダイズ、ジャガイモ、ワタ、タバコおよびアブラナが特に
強調される。特に強調される形質は、植物体内で形成される毒素、特に、バチルス・チュ
ーリンゲンシスからの遺伝物質により（例えば、遺伝子ＣｒｙＩＡ（ａ）、ＣｒｙＩＡ（
ｂ）、ＣｒｙＩＡ（ｃ）、ＣｒｙＩＩＡ、ＣｒｙＩＩＩＡ、ＣｒｙＩＩＩＢ２、Ｃｒｙ９
ｃ、Ｃｒｙ２Ａｂ、Ｃｒｙ３ＢｂおよびＣｒｙＩＦ、ならびにまたこれらの組み合わせに
より）植物体内で形成される毒素による、昆虫、クモ形動物、線虫、ナメクジおよびカタ
ツムリに対する植物の防御力向上である（本明細書では以後「Ｂｔ植物」と呼ぶ）。そし
てまた特に強調される形質は、全身獲得耐性（ＳＡＲ）、システミン、フィトアレキシン
、エリシター、およびまた耐性遺伝子ならびにそれに応じて発現されるタンパク質および
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毒素による、真菌、細菌およびウイルスに対する植物の防御力向上である。加えて特に強
調される形質は、一定の活性除草剤成分、例えばイミダゾリノン、スルホニル尿素、グリ
ホサートまたはホスフィノトリシン、に対する植物の抵抗性増加である（例えば、「ＰＡ
Ｔ」遺伝子）。当該望ましい形質を付与する遺伝子は、互いに組み合わさってトランスジ
ェニック植物中に存在することもある。「Ｂｔ植物」の例としては、商品名ＹＩＥＬＤ　
ＧＡＲＤ（登録商標）（例えば、トウモロコシ、ワタ、ダイズ）、ＫｎｏｃｋＯｕｔ（登
録商標）（例えば、トウモロコシ）、ＳｔａｒＬｉｎｋ（登録商標）（例えば、トウモロ
コシ）、Ｂｏｌｌｇａｒｄ（登録商標）（ワタ）、Ｎｕｃｏｔｎ（登録商標）（ワタ）お
よびＮｅｗＬｅａｆ（登録商標）（ジャガイモ）で販売されている、トウモロコシ品種、
ワタ品種、ダイズ品種およびジャガイモ品種が挙げられる。除草抵抗性植物の例としては
、商品名Ｒｏｕｎｄｕｐ　Ｒｅａｄｙ（登録商標）（グリホサートに対して抵抗性、例え
ば、トウモロコシ、ワタ、ダイズ）、Ｌｉｂｅｒｔｙ　Ｌｉｎｋ（登録商標）（ホスフィ
ノトリシンに対して抵抗性、例えば、アブラナ）、ＩＭＩ（登録商標）（イミダゾリノン
に対して抵抗性）およびＳＴＳ（登録商標）（スルホニル尿素に対して抵抗性、例えば、
トウモロコシ）で販売されている、トウモロコシ品種、ワタ品種およびダイズ品種が挙げ
られる。除草剤耐性植物（除草剤抵抗性のための従来の方法で育種された植物）としては
、Ｃｌｅａｒｆｉｅｌｄ（登録商標）の名で販売されている品種（例えば、トウモロコシ
）も挙げられる。勿論、これらの言明は、これらの遺伝形質またはまだ開発されていない
、将来開発されるおよび／もしくは販売される遺伝形質を有する植物栽培品種にも当ては
まる。
【０１５８】
　列挙した植物を、本発明に従って、本発明による一般式Ｉの化合物および／または活性
成分の混合物を用いる特に有利な方法で処理することができる。活性成分または混合物に
ついて上で述べた好ましい範囲は、これらの植物の処理にも当てはまる。本文において具
体的に記載される化合物または混合物での植物の処理が特に強調される。
【０１５９】
　加えて、本発明の活性成分は、例えば、植物に寄生する有害な吸汁性昆虫、刺咬昆虫お
よび他の有害生物、貯蔵材料有害生物、工業材料を破壊する有害生物、および動物衛生セ
クター内の寄生虫を含む衛生有害生物をはじめとする数多くの異なる有害生物を防除する
ために使用することができ、それらの防除、例えばそれらの排除および根絶のために使用
することができる。したがって、本発明は、有害生物の防除方法も含む。
【０１６０】
　動物衛生セクターにおいて、すなわち、獣医学分野において、本発明による活性成分は
、動物寄生虫、特に外部寄生虫または内部寄生虫、に対して作用する。用語「内部寄生虫
」は、特に、蠕虫、例えば条虫、線虫または吸虫、および原生動物、例えば球虫を含む。
外部寄生虫は、典型的にはおよび好ましくは節足動物、特に、昆虫、例えばハエ（刺すお
よび舐めるハエ）、寄生バエ幼虫、シラミ、ケジラミ、ハジラミ、ノミおよびこれらに類
するもの；または殺ダニ剤（ａｃａｒｉｃｉｄｅ）、例えば、マダニ、例えばカタダニも
しくはヒメダニ、またはダニ、例えばカイセンダニ、ツツガムシ、トリダニおよびこれら
に類するものである。
【０１６１】
　これらの寄生虫としては、
　シラミ目（Ａｎｏｐｌｕｒｉｄａ）からは、例えば、ブタジラミ属種（Ｈａｅｍａｔｏ
ｐｉｎｕｓ　ｓｐｐ．）、ケモノホソジラミ属種（Ｌｉｎｏｇｎａｔｈｕｓ　ｓｐｐ．）
、シラミ属種（Ｐｅｄｉｃｕｌｕｓ　ｓｐｐ．）、フィチルス属種（Ｐｈｔｉｒｕｓ　ｓ
ｐｐ．）およびソレノポテス属種（Ｓｏｌｅｎｏｐｏｔｅｓ　ｓｐｐ．）が挙げられ；具
体的な例は、イヌジラミ（Ｌｉｎｏｇｎａｔｈｕｓ　ｓｅｔｏｓｕｓ）、ウシホソジラミ
（Ｌｉｎｏｇｎａｔｈｕｓ　ｖｉｔｕｌｉ）、ヒツジホソジラミ（Ｌｉｎｏｇｎａｔｈｕ
ｓ　ｏｖｉｌｌｕｓ）、リノグナツス・オビホルミス（Ｌｉｎｏｇｎａｔｈｕｓ　ｏｖｉ
ｆｏｒｍｉｓ）、リノグナツス・ペダリス（Ｌｉｎｏｇｎａｔｈｕｓ　ｐｅｄａｌｉｓ）
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、ヤギホソジラミ（Ｌｉｎｏｇｎａｔｈｕｓ　ｓｔｅｎｏｐｓｉｓ）、ハエマトピヌス・
アシニ・マクロセファルス（Ｈａｅｍａｔｏｐｉｎｕｓ　ａｓｉｎｉ　ｍａｃｒｏｃｅｐ
ｈａｌｕｓ）、ウシジラミ（Ｈａｅｍａｔｏｐｉｎｕｓ　ｅｕｒｙｓｔｅｒｎｕｓ）、ブ
タジラミ（Ｈａｅｍａｔｏｐｉｎｕｓ　ｓｕｉｓ）、ペディクルス・フマヌス・カピティ
ス（Ｐｅｄｉｃｕｌｕｓ　ｈｕｍａｎｕｓ　ｃａｐｉｔｉｓ）、ペディクルス・フマヌス
・コルポリス（Ｐｅｄｉｃｕｌｕｓ　ｈｕｍａｎｕｓ　ｃｏｒｐｏｒｉｓ）、フィロエラ
・バスタトリクス（Ｐｈｙｌｌｏｅｒａ　ｖａｓｔａｔｒｉｘ）、フチルス・プビス（Ｐ
ｈｔｈｉｒｕｓ　ｐｕｂｉｓ）、ケブカウシジラミ（Ｓｏｌｅｎｏｐｏｔｅｓ　ｃａｐｉ
ｌｌａｔｕｓ）であり；
　ハジラミ目（Ｍａｌｌｏｐｈａｇｉｄａ）およびマルツノハジラミ亜目（Ａｍｂｌｙｃ
ｅｒｉｎａ）およびホソツノハジラミ亜目（Ｉｓｃｈｎｏｃｅｒｉｎａ）からは、例えば
、トリメノポン属種（Ｔｒｉｍｅｎｏｐｏｎ　ｓｐｐ．）、タンカクハジラミ属種（Ｍｅ
ｎｏｐｏｎ　ｓｐｐ．）、トリノトン属種（Ｔｒｉｎｏｔｏｎ　ｓｐｐ．）、ボビコーラ
属種（Ｂｏｖｉｃｏｌａ　ｓｐｐ．）、ウェルネッキエラ属種（Ｗｅｒｎｅｃｋｉｅｌｌ
ａ　ｓｐｐ．）、レピケントロン属種（Ｌｅｐｉｋｅｎｔｒｏｎ　ｓｐｐ．）、ダマリナ
属種（Ｄａｍａｌｉｎａ　ｓｐｐ．）、ケモノハジラミ属種（Ｔｒｉｃｈｏｄｅｃｔｅｓ
　ｓｐｐ．）、フェリコラ属種（Ｆｅｌｉｃｏｌａ　ｓｐｐ．）が挙げられ；具体的な例
は、ウシハジラミ（Ｂｏｖｉｃｏｌａ　ｂｏｖｉｓ）、ヒツジハジラミ（Ｂｏｖｉｃｏｌ
ａ　ｏｖｉｓ）、ボビコラ・リンバタ（Ｂｏｖｉｃｏｌａ　ｌｉｍｂａｔａ）、ダマリナ
・ボビス（Ｄａｍａｌｉｎａ　ｂｏｖｉｓ）、イヌハジラミ（Ｔｒｉｃｈｏｄｅｃｔｅｓ
　ｃａｎｉｓ）、ネコハジラミ（Ｆｅｌｉｃｏｌａ　ｓｕｂｒｏｓｔｒａｔｕｓ）、ヤギ
ハジラミ（Ｂｏｖｉｃｏｌａ　ｃａｐｒａｅ）、レピケントロン・オビス（Ｌｅｐｉｋｅ
ｎｔｒｏｎ　ｏｖｉｓ）、ウェルネッキエラ・エクイ（Ｗｅｒｎｅｃｋｉｅｌｌａ　ｅｑ
ｕｉ）であり；
　双翅目（Ｄｉｐｔｅｒａ）およびカ亜目（Ｎｅｍａｔｏｃｅｒｉｎａ）とハエ亜目（Ｂ
ｒａｃｈｙｃｅｒｉｎａ）からは、例えば、ヤブカ属種（Ａｅｄｅｓ　ｓｐｐ．）、ハマ
ダラカ属種（Ａｎｏｐｈｅｌｅｓ　ｓｓｐ．）、イエカ属種（Ｃｕｌｅｘ　ｓｐｐ．）、
ブユ属種（Ｓｉｍｕｌｉｕｍ　ｓｐｐ．）、ツノマユブユ属種（Ｅｕｓｉｍｕｌｉｕｍ　
ｓｐｐ．）、サンチョウバエ属種（Ｐｈｌｅｂｏｔｏｍｕｓ　ｓｐｐ．）、ルツォミヤ属
種（Ｌｕｔｚｏｍｙｉａ　ｓｐｐ．）、サシバエ属種（Ｃｕｌｉｃｏｉｄｅｓ　ｓｐｐ．
）、メクラアブ属種（Ｃｈｒｙｓｏｐｓ　ｓｐｐ．）、オダグミア属種（Ｏｄａｇｍｉａ
　ｓｐｐ．）、ウィルヘルミア属種（Ｗｉｌｈｅｌｍｉａ　ｓｐｐ．）、キボシアブ属種
（Ｈｙｂｏｍｉｔｒａ　ｓｐｐ．）、アチロツス属種（Ａｔｙｌｏｔｕｓ　ｓｐｐ．）、
アブ属種（Ｔａｂａｎｕｓ　ｓｐｐ．）、ゴマフアブ属種（Ｈａｅｍａｔｏｐｏｔａ　ｓ
ｐｐ．）、フィリポミイア属種（Ｐｈｉｌｉｐｏｍｙｉａ　ｓｐｐ．）、ブラウラ属種（
Ｂｒａｕｌａ　ｓｐｐ．）、イエバエ属種（Ｍｕｓｃａ　ｓｐｐ．）、トゲアシメマトイ
属種（Ｈｙｄｒｏｔａｅａ　ｓｐｐ．）、サシバエ属種（Ｓｔｏｍｏｘｙｓ　ｓｐｐ．）
、ノサシバエ属種（Ｈａｅｍａｔｏｂｉａ　ｓｐｐ．）、セジロイエバエ属種（Ｍｏｒｅ
ｌｌｉａ　ｓｐｐ．）、ヒメイエバエ属種（Ｆａｎｎｉａ　ｓｐｐ．）、ツェツェバエ属
種（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｓｐｐ．）、オオクロバエ属種（Ｃａｌｌｉｐｈｏｒａ　ｓｐｐ
．）、キンバエ属種（Ｌｕｃｉｌｉａ　ｓｐｐ．）、オビキンバエ属種（Ｃｈｒｙｓｏｍ
ｙｉａ　ｓｐｐ．）、ウォールファールトニクバエ属種（Ｗｏｈｌｆａｈｒｔｉａ　ｓｐ
ｐ．）、ニクバエ属種（Ｓａｒｃｏｐｈａｇａ　ｓｐｐ．）、ヒツジバエ属種（Ｏｅｓｔ
ｒｕｓ　ｓｐｐ．）、ヒフバエ属種（Ｈｙｐｏｄｅｒｍａ　ｓｐｐ．）、ウマバエ属種（
Ｇａｓｔｅｒｏｐｈｉｌｕｓ　ｓｐｐ．）、シラミバエ属種（Ｈｉｐｐｏｂｏｓｃａ　ｓ
ｐｐ．）、シカシラミバエ属種（Ｌｉｐｏｐｔｅｎａ　ｓｐｐ．）、メロファグス属種（
Ｍｅｌｏｐｈａｇｕｓ　ｓｐｐ．）、リノエストルス属種（Ｒｈｉｎｏｅｓｔｒｕｓ　ｓ
ｐｐ．）、ガガンボ属種（Ｔｉｐｕｌａ　ｓｐｐ．）が挙げられ；具体的な例は、ネッタ
イシマカ（Ａｅｄｅｓ　ａｅｇｙｐｔｉ）、ヒトスジシマカ（Ａｅｄｅｓ　ａｌｂｏｐｉ
ｃｔｕｓ）、アエデス・タエニオリンクス（Ａｅｄｅｓ　ｔａｅｎｉｏｒｈｙｎｃｈｕｓ
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）、ガンビアハマダラカ（Ａｎｏｐｈｅｌｅｓ　ｇａｍｂｉａｅ）、アノフェレス・マク
リペンニス（Ａｎｏｐｈｅｌｅｓ　ｍａｃｕｌｉｐｅｎｎｉｓ）、カリホラ・エリツロケ
ファラ（Ｃａｌｌｉｐｈｏｒａ　ｅｒｙｔｈｒｏｃｅｐｈａｌａ）、クリソゾナ・プルビ
アリス（Ｃｈｒｙｓｏｚｏｎａ　ｐｌｕｖｉａｌｉｓ）、ネッタイイエカ（Ｃｕｌｅｘ　
ｑｕｉｎｑｕｅｆａｓｃｉａｔｕｓ）、クレクス・ピピエンス（Ｃｕｌｅｘ　ｐｉｐｉｅ
ｎｓ）、クレクス・タルサリス（Ｃｕｌｅｘ　ｔａｒｓａｌｉｓ）、ヒメイエバエ（Ｆａ
ｎｎｉａ　ｃａｎｉｃｕｌａｒｉｓ）、サルコファガ・カルナリア（Ｓａｒｃｏｐｈａｇ
ａ　ｃａｒｎａｒｉａ）、サシバエ（Ｓｔｏｍｏｘｙｓ　ｃａｌｃｉｔｒａｎｓ）、チプ
ラ・パルドサ（Ｔｉｐｕｌａ　ｐａｌｕｄｏｓａ）、ヒツジキンバエ（Ｌｕｃｉｌｉａ　
ｃｕｐｒｉｎａ）、ヒロズキンバエ（Ｌｕｃｉｌｉａ　ｓｅｒｉｃａｔａ）、シムリウム
・レプタンス（Ｓｉｍｕｌｉｕｍ　ｒｅｐｔａｎｓ）、フレボトムス・パパタシ（Ｐｈｌ
ｅｂｏｔｏｍｕｓ　ｐａｐａｔａｓｉ）、フレボトムス・ロンギパルピス（Ｐｈｌｅｂｏ
ｔｏｍｕｓ　ｌｏｎｇｉｐａｌｐｉｓ）、オダグミア・オルナタ（Ｏｄａｇｍｉａ　ｏｒ
ｎａｔａ）、ウィルヘルミア・エキナ（Ｗｉｌｈｅｌｍｉａ　ｅｑｕｉｎａ）、ブーフト
ラ・エリトロセファラ（Ｂｏｏｐｈｔｈｏｒａ　ｅｒｙｔｈｒｏｃｅｐｈａｌａ）、タバ
ヌス・ブロミウス（Ｔａｂａｎｕｓ　ｂｒｏｍｉｕｓ）、タバヌス・スポドプテルス（Ｔ
ａｂａｎｕｓ　ｓｐｏｄｏｐｔｅｒｕｓ）、タバヌス・アトラツス（Ｔａｂａｎｕｓ　ａ
ｔｒａｔｕｓ）、タバヌス・スデチクス（Ｔａｂａｎｕｓ　ｓｕｄｅｔｉｃｕｓ）、ヒボ
ミトラ・シウレア（Ｈｙｂｏｍｉｔｒａ　ｃｉｕｒｅａ）、クリソプス・カエクチエンス
（Ｃｈｒｙｓｏｐｓ　ｃａｅｃｕｔｉｅｎｓ）、クリソプス・レリクツス（Ｃｈｒｙｓｏ
ｐｓ　ｒｅｌｉｃｔｕｓ）、ハエマトポタ・プルビアリス（Ｈａｅｍａｔｏｐｏｔａ　ｐ
ｌｕｖｉａｌｉｓ）、ハエマトポタ・イタリカ（Ｈａｅｍａｔｏｐｏｔａ　ｉｔａｌｉｃ
ａ）、ムスカ・アウツムナリス（Ｍｕｓｃａ　ａｕｔｕｍｎａｌｉｓ）、イエバエ（Ｍｕ
ｓｃａ　ｄｏｍｅｓｔｉｃａ）、ハエマトビア・イリタンス・イリタンス（Ｈａｅｍａｔ
ｏｂｉａ　ｉｒｒｉｔａｎｓ　ｉｒｒｉｔａｎｓ）、ハエマトビア・イリタンス・エクシ
グア（Ｈａｅｍａｔｏｂｉａ　ｉｒｒｉｔａｎｓ　ｅｘｉｇｕａ）、ハエマトビア・スチ
ムランス（Ｈａｅｍａｔｏｂｉａ　ｓｔｉｍｕｌａｎｓ）、ヒドロタエア・イリタンス（
Ｈｙｄｒｏｔａｅａ　ｉｒｒｉｔａｎｓ）、ヒドロタエア・アルビプンクタ（Ｈｙｄｒｏ
ｔａｅａ　ａｌｂｉｐｕｎｃｔａ）、クリソミア・クロロピガ（Ｃｈｒｙｓｏｍｙａ　ｃ
ｈｌｏｒｏｐｙｇａ）、クリソミア・ベッツィアナ（Ｃｈｒｙｓｏｍｙａ　ｂｅｚｚｉａ
ｎａ）、ヒツジバエ（Ｏｅｓｔｒｕｓ　ｏｖｉｓ）、ウシバエ（Ｈｙｐｏｄｅｒｍａ　ｂ
ｏｖｉｓ）、キスジウシバエ（Ｈｙｐｏｄｅｒｍａ　ｌｉｎｅａｔｕｍ）、プルズヘバル
スキアナ・シレヌス（Ｐｒｚｈｅｖａｌｓｋｉａｎａ　ｓｉｌｅｎｕｓ）、ヒトヒフバエ
（Ｄｅｒｍａｔｏｂｉａ　ｈｏｍｉｎｉｓ）、シラミバエ（Ｍｅｌｏｐｈａｇｕｓ　ｏｖ
ｉｎｕｓ）、リポプテナ・カプレオリ（Ｌｉｐｏｐｔｅｎａ　ｃａｐｒｅｏｌｉ）、リポ
プテナ・セルビ（Ｌｉｐｏｐｔｅｎａ　ｃｅｒｖｉ）、ヒッポボスカ・バリエガタ（Ｈｉ
ｐｐｏｂｏｓｃａ　ｖａｒｉｅｇａｔａ）、ヒッポボスカ・エクイナ（Ｈｉｐｐｏｂｏｓ
ｃａ　ｅｑｕｉｎａ）、ウマバエ（Ｇａｓｔｅｒｏｐｈｉｌｕｓ　ｉｎｔｅｓｔｉｎａｌ
ｉｓ）、アトアカウマバエ（Ｇａｓｔｅｒｏｐｈｉｌｕｓ　ｈａｅｍｏｒｒｏｉｄａｌｉ
ｓ）、ガステロフィルス・イネルミス（Ｇａｓｔｅｒｏｐｈｉｌｕｓ　ｉｎｅｒｍｉｓ）
、ムネアカウマバエ（Ｇａｓｔｅｒｏｐｈｉｌｕｓ　ｎａｓａｌｉｓ）、ガステロフィル
ス・ニグリコルニス（Ｇａｓｔｅｒｏｐｈｉｌｕｓ　ｎｉｇｒｉｃｏｒｎｉｓ）、アカウ
マバエ（Ｇａｓｔｅｒｏｐｈｉｌｕｓ　ｐｅｃｏｒｕｍ）、ブラウラ・コエカ（Ｂｒａｕ
ｌａ　ｃｏｅｃａ）であり；
　ノミ目（Ｓｉｐｈｏｎａｐｔｅｒｉｄａ）から、例えば、ヒトノミ属種（Ｐｕｌｅｘ　
ｓｐｐ．）、イヌノミ属種（Ｃｔｅｎｏｃｅｐｈａｌｉｄｅｓ　ｓｐｐ．）、スナノミ属
種（Ｔｕｎｇａ　ｓｐｐ．）、ネズミノミ属種（Ｘｅｎｏｐｓｙｌｌａ　ｓｐｐ．）、ナ
ガノミ属種（Ｃｅｒａｔｏｐｈｙｌｌｕｓ　ｓｐｐ．）が挙げられ；具体的な例は、イヌ
ノミ（Ｃｔｅｎｏｃｅｐｈａｌｉｄｅｓ　ｃａｎｉｓ）、ネコノミ（Ｃｔｅｎｏｃｅｐｈ
ａｌｉｄｅｓ　ｆｅｌｉｓ）、ヒトノミ（Ｐｕｌｅｘ　ｉｒｒｉｔａｎｓ）、スナノミ（
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Ｔｕｎｇａ　ｐｅｎｅｔｒａｎｓ）、ケオプスネズミノミ（Ｘｅｎｏｐｓｙｌｌａ　ｃｈ
ｅｏｐｉｓ）であり；
　異翅目（Ｈｅｔｅｒｏｐｔｅｒｉｄａ）からは、例えばトコジラミ属種（Ｃｉｍｅｘ　
ｓｐｐ．）、サシガメ属種（Ｔｒｉａｔｏｍａ　ｓｐｐ．）、ロドニウス属種（Ｒｈｏｄ
ｎｉｕｓ　ｓｐｐ．）、パンストロンギルス属種（Ｐａｎｓｔｒｏｎｇｙｌｕｓ　ｓｐｐ
．）が挙げられ；
　ゴキブリ目（Ｂｌａｔｔａｒｉｄａ）からは、例えば、トウヨウゴキブリ（Ｂｌａｔｔ
ａ　ｏｒｉｅｎｔａｌｉｓ）、ワモンゴキブリ（Ｐｅｒｉｐｌａｎｅｔａ　ａｍｅｒｉｃ
ａｎａ）、チャバネゴキブリ（Ｂｌａｔｔｅｌａ　ｇｅｒｍａｎｉｃａ）およびチャオビ
ゴキブリ属種（Ｓｕｐｅｌｌａ　ｓｐｐ．）（例えば、チャオビゴキブリ（Ｓｕｐｐｅｌ
ｌａ　ｌｏｎｇｉｐａｌｐａ））が挙げられ；
　ダニ目（Ａｃａｒｉ（Ａｃａｒｉｎａ））ならびにマダニ亜目（Ｍｅｔａｓｔｉｇｍａ
ｔａ）およびドゲダニ亜目（Ｍｅｓｏｓｔｉｇｍａｔａ）からは、例えば、ナガヒメダニ
属種（Ａｒｇａｓ　ｓｐｐ．）、カズキダニ属種（Ｏｒｎｉｔｈｏｄｏｒｕｓ　ｓｐｐ．
）、オトビウス属種（Ｏｔｏｂｉｕｓ　ｓｐｐ．）、マダニ属種（Ｉｘｏｄｅｓ　ｓｐｐ
．）、キララマダニ属種（Ａｍｂｌｙｏｍｍａ　ｓｐｐ．）、コイタマダニ属（ウシマダ
ニ属）種（Ｒｈｉｐｉｃｅｐｈａｌｕｓ（Ｂｏｏｐｈｉｌｕｓ）ｓｐｐ．）、カクマダニ
属種（Ｄｅｒｍａｃｅｎｔｏｒ　ｓｐｐ．）、ハエモフィサリス属種（Ｈａｅｍｏｐｈｙ
ｓａｌｉｓ　ｓｐｐ．）、イボマダニ属種（Ｈｙａｌｏｍｍａ　ｓｐｐ．）、ワクモ属種
（Ｄｅｒｍａｎｙｓｓｕｓ　ｓｐｐ．）、コイタマダニ属種（Ｒｈｉｐｉｃｅｐｈａｌｕ
ｓ　ｓｐｐ．（多宿主ダニの原属））、イエダニ属種（Ｏｒｎｉｔｈｏｎｙｓｓｕｓ　ｓ
ｐｐ．）、ニューモニスス属種（Ｐｎｅｕｍｏｎｙｓｓｕｓ　ｓｐｐ．）、ライリエチア
属種（Ｒａｉｌｌｉｅｔｉａ　ｓｐｐ．）、ニューモニスス属種（Ｐｎｅｕｍｏｎｙｓｓ
ｕｓ　ｓｐｐ．）、ステルノストマ属種（Ｓｔｅｒｎｏｓｔｏｍａ　ｓｐｐ．）、ハチダ
ニ属種（Ｖａｒｒｏａ　ｓｐｐ．）、アカラピス属種（Ａｃａｒａｐｉｓ　ｓｐｐ．）が
挙げられ；具体的な例は、ナガヒメダニ（Ａｒｇａｓ　ｐｅｒｓｉｃｕｓ）、アルガス・
レフレクスス（Ａｒｇａｓ　ｒｅｆｌｅｘｕｓ）、オルニトドルス・モウバタ（Ｏｒｎｉ
ｔｈｏｄｏｒｕｓ　ｍｏｕｂａｔａ）、オトビウス・メグニニ（Ｏｔｏｂｉｕｓ　ｍｅｇ
ｎｉｎｉ）、オウシマダニ（Ｒｈｉｐｉｃｅｐｈａｌｕｓ（Ｂｏｏｐｈｉｌｕｓ）ｍｉｃ
ｒｏｐｌｕｓ）、リピセファルス（ブーフィルス）・デコロラツス（Ｒｈｉｐｉｃｅｐｈ
ａｌｕｓ（Ｂｏｏｐｈｉｌｕｓ）ｄｅｃｏｌｏｒａｔｕｓ）、リピセファルス（ブーフィ
ルス）・アンヌラツス（Ｒｈｉｐｉｃｅｐｈａｌｕｓ（Ｂｏｏｐｈｉｌｕｓ）ａｎｎｕｌ
ａｔｕｓ）、リピセファルス（ブーフィルス）・カルセラツス（Ｒｈｉｐｉｃｅｐｈａｌ
ｕｓ（Ｂｏｏｐｈｉｌｕｓ）ｃａｌｃｅｒａｔｕｓ）、ヒアロンマ・アナトリクム（Ｈｙ
ａｌｏｍｍａ　ａｎａｔｏｌｉｃｕｍ）、ヒアロンマ・アエジプチクム（Ｈｙａｌｏｍｍ
ａ　ａｅｇｙｐｔｉｃｕｍ）、ヒアロンマ・マルギナツム（Ｈｙａｌｏｍｍａ　ｍａｒｇ
ｉｎａｔｕｍ）、ヒアロンマ・トランシエンス（Ｈｙａｌｏｍｍａ　ｔｒａｎｓｉｅｎｓ
）、リピセファルス・エベルチ（Ｒｈｉｐｉｃｅｐｈａｌｕｓ　ｅｖｅｒｔｓｉ）、マダ
ニ（Ｉｘｏｄｅｓ　ｒｉｃｉｎｕｓ）、イクソデス・ヘキサゴヌス（Ｉｘｏｄｅｓ　ｈｅ
ｘａｇｏｎｕｓ）、イクソデス・カニスガ（Ｉｘｏｄｅｓ　ｃａｎｉｓｕｇａ）、イクソ
デス・ピロスス（Ｉｘｏｄｅｓ　ｐｉｌｏｓｕｓ）、イクソデス・ルビクンズス（Ｉｘｏ
ｄｅｓ　ｒｕｂｉｃｕｎｄｕｓ）、イクソデス・スカプラリス（Ｉｘｏｄｅｓ　ｓｃａｐ
ｕｌａｒｉｓ）、イクソデス・ホロシクルス（Ｉｘｏｄｅｓ　ｈｏｌｏｃｙｃｌｕｓ）、
ハエマフィサリス・コンシンナ（Ｈａｅｍａｐｈｙｓａｌｉｓ　ｃｏｎｃｉｎｎａ）、ハ
エマフィサリス・プンクタタ（Ｈａｅｍａｐｈｙｓａｌｉｓ　ｐｕｎｃｔａｔａ）、ハエ
マフィサリス・シンナバリナ（Ｈａｅｍａｐｈｙｓａｌｉｓ　ｃｉｎｎａｂａｒｉｎａ）
、ハエマフィサリス・オトフィラ（Ｈａｅｍａｐｈｙｓａｌｉｓ　ｏｔｏｐｈｉｌａ）、
ハエマフィサリス・リーチ（Ｈａｅｍａｐｈｙｓａｌｉｓ　ｌｅａｃｈｉ）、フタトゲチ
マダニ（Ｈａｅｍａｐｈｙｓａｌｉｓ　ｌｏｎｇｉｃｏｒｎｉ）、デルマセントル・マル
ギナツス（Ｄｅｒｍａｃｅｎｔｏｒ　ｍａｒｇｉｎａｔｕｓ）、デルマセントル・レチク
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ラツス（Ｄｅｒｍａｃｅｎｔｏｒ　ｒｅｔｉｃｕｌａｔｕｓ）、デルマセントル・ピクツ
ス（Ｄｅｒｍａｃｅｎｔｏｒ　ｐｉｃｔｕｓ）、デルマセントル・アルビピクツス（Ｄｅ
ｒｍａｃｅｎｔｏｒ　ａｌｂｉｐｉｃｔｕｓ）、デルマセントル・アンデルソニ（Ｄｅｒ
ｍａｃｅｎｔｏｒ　ａｎｄｅｒｓｏｎｉ）、デルマセントル・バリアビリス（Ｄｅｒｍａ
ｃｅｎｔｏｒ　ｖａｒｉａｂｉｌｉｓ）、ヒアロンマ・マウリタニクム（Ｈｙａｌｏｍｍ
ａ　ｍａｕｒｉｔａｎｉｃｕｍ）、リピセファルス・サングイネウス（Ｒｈｉｐｉｃｅｐ
ｈａｌｕｓ　ｓａｎｇｕｉｎｅｕｓ）、リピセファルス・ブルサ（Ｒｈｉｐｉｃｅｐｈａ
ｌｕｓ　ｂｕｒｓａ）、リピセファルス・アッペンジクラツス（Ｒｈｉｐｉｃｅｐｈａｌ
ｕｓ　ａｐｐｅｎｄｉｃｕｌａｔｕｓ）、リピセファルス・カペンシス（Ｒｈｉｐｉｃｅ
ｐｈａｌｕｓ　ｃａｐｅｎｓｉｓ）、リピセファルス・ツラニクス（Ｒｈｉｐｉｃｅｐｈ
ａｌｕｓ　ｔｕｒａｎｉｃｕｓ）、リピセファルス・ザンベジエンシス（Ｒｈｉｐｉｃｅ
ｐｈａｌｕｓ　ｚａｍｂｅｚｉｅｎｓｉｓ）、アンブリオンマ・アメリカヌム（Ａｍｂｌ
ｙｏｍｍａ　ａｍｅｒｉｃａｎｕｍ）、アンブリオンマ・バリエガツム（Ａｍｂｌｙｏｍ
ｍａ　ｖａｒｉｅｇａｔｕｍ）、アンブリオンマ・マクラツム（Ａｍｂｌｙｏｍｍａ　ｍ
ａｃｕｌａｔｕｍ）、アンブリオンマ・ヘブラエウム（Ａｍｂｌｙｏｍｍａ　ｈｅｂｒａ
ｅｕｍ）、アンブリオンマ・カジェネンス（Ａｍｂｌｙｏｍｍａ　ｃａｊｅｎｎｅｎｓｅ
）、ワクモ（Ｄｅｒｍａｎｙｓｓｕｓ　ｇａｌｌｉｎａｅ）、ネッタイトリサシダニ（Ｏ
ｒｎｉｔｈｏｎｙｓｓｕｓ　ｂｕｒｓａ）、トリサシダニ（Ｏｒｎｉｔｈｏｎｙｓｓｕｓ
　ｓｙｌｖｉａｒｕｍ）、バロア・ジャコブスコニ（Ｖａｒｒｏａ　ｊａｃｏｂｓｏｎｉ
）であり；
　ケダニ類（Ａｃｔｉｎｅｄｉｄａ）の目（前気門目（Ｐｒｏｓｔｉｇｍａｔａ））およ
びコナダニ類（Ａｃａｒｉｄｉｄａ）の目（無気門目（Ａｓｔｉｇｍａｔａ））からは、
例えば、アカラピス属種（Ａｃａｒａｐｉｓ　ｓｐｐ．）、ケイレチエラ属種（Ｃｈｅｙ
ｌｅｔｉｅｌｌａ　ｓｐｐ．）、オルニトケイレチア属種（Ｏｒｎｉｔｈｏｃｈｅｙｌｅ
ｔｉａ　ｓｐｐ．）、ミオビア属種（Ｍｙｏｂｉａ　ｓｐｐ）、ヒツジツメダニ属種（Ｐ
ｓｏｒｅｒｇａｔｅｓ　ｓｐｐ．）、ニキビダニ属種（Ｄｅｍｏｄｅｘ　ｓｐｐ．）、ツ
ツガムシ属種（Ｔｒｏｍｂｉｃｕｌａ　ｓｐｐ．）、リストロホルス属種（Ｌｉｓｔｒｏ
ｐｈｏｒｕｓ　ｓｐｐ．）、コナダニ属種（Ａｃａｒｕｓ　ｓｐｐ．）、チロファグス属
種（Ｔｙｒｏｐｈａｇｕｓ　ｓｐｐ．）、ゴミコナダニ属種（Ｃａｌｏｇｌｙｐｈｕｓ　
ｓｐｐ．）、ヒポデクテス属種（Ｈｙｐｏｄｅｃｔｅｓ　ｓｐｐ．）、プテロリクス属種
（Ｐｔｅｒｏｌｉｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、キュウセンヒゼンダニ属種（Ｐｓｏｒｏｐｔｅ
ｓ　ｓｐｐ．）、ショクヒヒゼンダニ属種（Ｃｈｏｒｉｏｐｔｅｓ　ｓｐｐ．）、ミミヒ
ゼンダニ属種（Ｏｔｏｄｅｃｔｅｓ　ｓｐｐ．）、サルコプテス属種（Ｓａｒｃｏｐｔｅ
ｓ　ｓｐｐ．）、ノトエドレス属種（Ｎｏｔｏｅｄｒｅｓ　ｓｐｐ．）、クネミドコプテ
ス属種（Ｋｎｅｍｉｄｏｃｏｐｔｅｓ　ｓｐｐ．）、シトジテス属種（Ｃｙｔｏｄｉｔｅ
ｓ　ｓｐｐ．）、ラミノシオプテス属種（Ｌａｍｉｎｏｓｉｏｐｔｅｓ　ｓｐｐ．）が挙
げられ、具体的な例は、ケイレチエラ・ヤスグリ（Ｃｈｅｙｌｅｔｉｅｌｌａ　ｙａｓｇ
ｕｒｉ）、ケイレチエラ・ブラケイ（Ｃｈｅｙｌｅｔｉｅｌｌａ　ｂｌａｋｅｉ）、イヌ
ニキビダニ（Ｄｅｍｏｄｅｘ　ｃａｎｉｓ）、ウシニキビダニ（Ｄｅｍｏｄｅｘ　ｂｏｖ
ｉｓ）、ヒツジニキビダニ（Ｄｅｍｏｄｅｘ　ｏｖｉｓ）、ヤギニキビダニ（Ｄｅｍｏｄ
ｅｘ　ｃａｐｒａｅ）、ウマニキビダニ（Ｄｅｍｏｄｅｘ　ｅｑｕｉ）、デモデクス・カ
バリ（Ｄｅｍｏｄｅｘ　ｃａｂａｌｌｉ）、ブタニキビダニ（Ｄｅｍｏｄｅｘ　ｓｕｉｓ
）、アキダニ（Ｎｅｏｔｒｏｍｂｉｃｕｌａ　ａｕｔｕｍｎａｌｉｓ）、ネオトロンビク
ラ・デサレリ（Ｎｅｏｔｒｏｍｂｉｃｕｌａ　ｄｅｓａｌｅｒｉ）、ネオシェンガスチア
・キセロテルモビア（Ｎｅｏｓｃｈｏｎｅｇａｓｔｉａ　ｘｅｒｏｔｈｅｒｍｏｂｉａ）
、トロンビクラ・アカムシ（Ｔｒｏｍｂｉｃｕｌａ　ａｋａｍｕｓｈｉ）、ミミヒゼンダ
ニ（Ｏｔｏｄｅｃｔｅｓ　ｃｙｎｏｔｉｓ）、ネコショウセンコウヒゼンダニ（Ｎｏｔｏ
ｅｄｒｅｓ　ｃａｔｉ）、サルコプチス・カニス（Ｓａｒｃｏｐｔｉｓ　ｃａｎｉｓ）、
ウシセンコウヒゼンダニ（Ｓａｒｃｏｐｔｅｓ　ｂｏｖｉｓ）、ヒツジセンコウヒゼンダ
ニ（Ｓａｒｃｏｐｔｅｓ　ｏｖｉｓ）、サルコプテス・ルピカプラエ（Ｓａｒｃｏｐｔｅ
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ｓ　ｒｕｐｉｃａｐｒａｅ（＝Ｓ．カプラエ（ｃａｐｒａｅ））、ウマセンコウヒゼンダ
ニ（Ｓａｒｃｏｐｔｅｓ　ｅｑｕｉ）、ブタセンコウヒゼンダニ（Ｓａｒｃｏｐｔｅｓ　
ｓｕｉｓ）、ヒツジキュウセンヒゼンダニ（Ｐｓｏｒｏｐｔｅｓ　ｏｖｉｓ）、ウサギキ
ュウセンヒゼンダニ（Ｐｓｏｒｏｐｔｅｓ　ｃｕｎｉｃｕｌｉ）、ウマキュウセンヒゼン
ダニ（Ｐｓｏｒｏｐｔｅｓ　ｅｑｕｉ）、ウシショクヒヒゼンダニ（Ｃｈｏｒｉｏｐｔｅ
ｓ　ｂｏｖｉｓ）、プソエルガテス・オビス（Ｐｓｏｅｒｇａｔｅｓ　ｏｖｉｓ）、ニュ
ーモニソイディック・マンゲ（Ｐｎｅｕｍｏｎｙｓｓｏｉｄｉｃ　ｍａｎｇｅ）、ニュー
モニソイデス・カニヌム（Ｐｎｅｕｍｏｎｙｓｓｏｉｄｅｓ　ｃａｎｉｎｕｍ）、アカリ
ンダニ（Ａｃａｒａｐｉｓ　ｗｏｏｄｉ）である。
【０１６２】
　本発明の活性成分は、動物を攻撃する節足動物、蠕虫および原生動物の防除にも適して
いる。攻撃される動物としては、農業の家畜（ｌｉｖｅｓｔｏｃｋ）、例えば、ウシ、ヒ
ツジ、ヤギ、ウマ、ブタ、ロバ、ラクダ、バッファロー、ウサギ、ニワトリ、シチメンチ
ョウ、アヒル、ガチョウ、養殖魚、ミツバチが挙げられる。前記動物には、伴侶動物とも
呼ばれる家畜（ｄｏｍｅｓｔｉｃ　ａｎｉｍａｌ）、例えば、イヌ、ネコ、かごの鳥、観
賞魚、ならびに実験動物として公知のもの、例えばハムスター、モルモット、ラットおよ
びマウスなど、も挙げられる。
【０１６３】
　これらの節足動物、蠕虫および／または原生動物の防除は、宿主動物の死亡事例を低減
させるはずであり、宿主動物の生産力（肉、乳、羊毛、皮、卵、蜂蜜などについて）およ
び健康を向上させるはずであり、そのため本発明の活性成分の使用によって、より経済的
に採算が合う、より容易な畜産が可能になる。
【０１６４】
　例えば、寄生虫による宿主からの血液摂取を（必要に応じて）防止または阻止すること
が望ましい。寄生虫の防除は、感染性物質の伝達の防止にも貢献し得る。
【０１６５】
　動物衛生の分野に関して本明細書において用いる場合の用語「防除する」は、本活性成
分が、そのような寄生虫に寄生された動物における当該寄生虫の発生を無害なレベルに低
下させることにより、作用することを意味する。より具体的には、「防除する」は、本明
細書において用いる場合、本活性成分が、当該寄生虫を死滅させる、その成長を遅らせる
、またはその増殖を阻害することを意味する。
【０１６６】
　一般に、本発明の活性成分を動物の処置に用いるきには、直接使用することができる。
好ましくは、先行技術分野において公知の医薬的に許容される賦形剤および／または助剤
を含み得る医薬組成物の形態で、本活性成分を使用する。
【０１６７】
　動物衛生セクターでは、および畜産では、本活性成分を公知の方法で、例えば錠剤、カ
プセル、頓服水剤、水薬、顆粒、ペースト、ボーラス、経餌法（ｆｅｅｄ－ｔｈｒｏｕｇ
ｈ　ｐｒｏｃｅｓｓ）および坐剤の形態での経腸投与によって、非経口投与によって、例
えば注射（なかんずく筋肉内注射、皮下注射、静脈内注射、腹腔内注射）によって、イン
プラント、鼻投与によって、例えば浸し掛けもしくは沐浴の形態、噴霧形態、浴びせる（
ｐｏｕｒｉｎｇ　ｏｎ）および特定のスポットに適用する（ｓｐｏｔｔｉｎｇ　ｏｎ）形
態、洗浄およびパウダリング形態で皮膚投与によって、ならびにまた、本活性成分を含有
する成形品、例えば首輪、耳標、尾標、肢バンド（ｌｉｍｂ　ｂａｎｄ）、端綱、マーキ
ング装置などを用いて使用する（投与する）。本活性成分をシャンプーとして調合するこ
とができ、またはエーロゾルもしくは非加圧スプレー、例えばポンプスプレーおよびアト
マイザースプレー、で利用できる適する製剤として調合することができる。
【０１６８】
　家畜、家禽、家庭のペットなどに使用する場合、本発明の活性成分は、１から８０重量
％の量の本活性成分を直接含有するまたは希釈（例えば、１００から１００００倍希釈）



(52) JP 5926253 B2 2016.5.25

10

20

30

40

50

後に含有する製剤（例えば、粉剤、水和剤［「ＷＰ」］、エマルジョン、乳剤［「ＥＣ」
］、易流動性組成物、均質溶液および懸濁濃縮製剤［「ＳＣ」］）として使用することが
でき、または薬浴として使用することができる。
【０１６９】
　本発明の化合物が、工業材料を破壊する昆虫に対して強力な殺虫作用を有することも判
明した。
【０１７０】
　好ましい、しかし非限定的な例としては、以下の昆虫が挙げられる：
　甲虫類、例えば、ヨーロッパイエカミキリ（Ｈｙｌｏｔｒｕｐｅｓ　ｂａｊｕｌｕｓ）
、クロロホルス・ピロシス（Ｃｈｌｏｒｏｐｈｏｒｕｓ　ｐｉｌｏｓｉｓ）、アノビウム
・プンクタツム（Ａｎｏｂｉｕｍ　ｐｕｎｃｔａｔｕｍ）、キセストビウム・ルホビロス
ム（Ｘｅｓｔｏｂｉｕｍ　ｒｕｆｏｖｉｌｌｏｓｕｍ）、プチリヌス・ペクチコルニス（
Ｐｔｉｌｉｎｕｓ　ｐｅｃｔｉｃｏｒｎｉｓ）、デンドロビウム・ペルチネキス（Ｄｅｎ
ｄｒｏｂｉｕｍ　ｐｅｒｔｉｎｅｘ）、マツザイシバンムシ（Ｅｒｎｏｂｉｕｓ　ｍｏｌ
ｌｉｓ）、オオナガシバンムシ（Ｐｒｉｏｂｉｕｍ　ｃａｒｐｉｎｉ）、ヒラタキクイム
シ（Ｌｙｃｔｕｓ　ｂｒｕｎｎｅｕｓ）、アフリカヒラタキクイムシ（Ｌｙｃｔｕｓ　ａ
ｆｒｉｃａｎｕｓ）、アメリカヒラタキクイムシ（Ｌｙｃｔｕｓ　ｐｌａｎｉｃｏｌｌｉ
ｓ）、ナラヒラタキクイムシ（Ｌｙｃｔｕｓ　ｌｉｎｅａｒｉｓ）、リクツス・プベセン
ス（Ｌｙｃｔｕｓ　ｐｕｂｅｓｃｅｎｓ）、トロゴキシロン・アエクアレ（Ｔｒｏｇｏｘ
ｙｌｏｎ　ａｅｑｕａｌｅ）、ミンテス・ルギコリス（Ｍｉｎｔｈｅｓ　ｒｕｇｉｃｏｌ
ｌｉｓ）、キシレボルス属種（Ｘｙｌｅｂｏｒｕｓ　ｓｐｅｃ．）、トリポトデンドロン
属種（Ｔｒｙｐｔｏｄｅｎｄｒｏｎ　ｓｐｅｃ．）、アパテ・モナクス（Ａｐａｔｅ　ｍ
ｏｎａｃｈｕｓ）、ボストリクス・カプシンス（Ｂｏｓｔｒｙｃｈｕｓ　ｃａｐｕｃｉｎ
ｓ）、ヘテロボストリクス・ブルネウス（Ｈｅｔｅｒｏｂｏｓｔｒｙｃｈｕｓ　ｂｒｕｎ
ｎｅｕｓ）、フタトゲナガシンクイ属種（Ｓｉｎｏｘｙｌｏｎ　ｓｐｅｃ．）、チビタケ
ナガシンクイ（Ｄｉｎｏｄｅｒｕｓ　ｍｉｎｕｔｕｓ）；
　ハサミムシ類、例えば、コルリキバチ（Ｓｉｒｅｘ　ｊｕｖｅｎｃｕｓ）、ウロセルス
・ギガス（Ｕｒｏｃｅｒｕｓ　ｇｉｇａｓ）、ウロセルス・ギガス・タイグヌス（Ｕｒｏ
ｃｅｒｕｓ　ｇｉｇａｓ　ｔａｉｇｎｕｓ）、ウロセルス・アウグル（Ｕｒｏｃｅｒｕｓ
　ａｕｇｕｒ）；
　シロアリ類、例えば、カロテルメス・フラビコリス（Ｋａｌｏｔｅｒｍｅｓ　ｆｌａｖ
ｉｃｏｌｌｉｓ）、ニシインドカンザイシロアリ（Ｃｒｙｐｔｏｔｅｒｍｅｓ　ｂｒｅｖ
ｉｓ）、ヘテロテルメス・インジコラ（Ｈｅｔｅｒｏｔｅｒｍｅｓ　ｉｎｄｉｃｏｌａ）
、レチクリテルメス・フラビペス（Ｒｅｔｉｃｕｌｉｔｅｒｍｅｓ　ｆｌａｖｉｐｅｓ）
、レチクリテルメス・サントネンシス（Ｒｅｔｉｃｕｌｉｔｅｒｍｅｓ　ｓａｎｔｏｎｅ
ｎｓｉｓ）、レチクリテルメス・ルシフグス（Ｒｅｔｉｃｕｌｉｔｅｒｍｅｓ　ｌｕｃｉ
ｆｕｇｕｓ）、マストテルメス・ダルウィニエンシス（Ｍａｓｔｏｔｅｒｍｅｓ　ｄａｒ
ｗｉｎｉｅｎｓｉｓ）、ネバダオオシロアリ（Ｚｏｏｔｅｒｍｏｐｓｉｓ　ｎｅｖａｄｅ
ｎｓｉｓ）、イエシロアリ（Ｃｏｐｔｏｔｅｒｍｅｓ　ｆｏｒｍｏｓａｎｕｓ）；
　シミ類、例えば、セイヨウシミ（Ｌｅｐｉｓｍａ　ｓａｃｃｈａｒｉｎａ）。
【０１７１】
　これに関連して、工業材料は、非生物材料、例えば、好ましくは、プラスチック、接着
剤、サイズ剤、紙および厚紙、皮革、木材、木工製品ならびに塗料組成物、を意味するも
のと解される。
【０１７２】
　使用準備済みの組成物は、他の殺虫剤を含んでいてもよく、１つ以上の殺真菌剤を含ん
でいてもよい。
【０１７３】
　可能な追加の混合パートナーに関しては、上に名を挙げた殺虫剤および殺真菌剤を参照
する。
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【０１７４】
　同時に、本発明の化合物は、塩水または淡塩水に接触する物体、特に船体、スクリーン
、ネット、建築物、係留設備および信号システム、を汚損から保護するために使用するこ
とができる。
【０１７５】
　加えて、本発明の化合物は、単独でまたは他の活性成分と併用で、防汚組成物として使
用することができる。
【０１７６】
　本活性成分は、家庭セクターにおける、衛生セクターにおけるおよび貯蔵品の保護にお
ける動物有害生物、特に、密閉空間、例えば家庭、工場ホール、オフィス、車室内および
これらに類するもの、において見出される昆虫、クモ形動物およびダニ、の防除にも適し
ている。本活性成分を単独で使用して、または家庭用殺虫剤製品中の他の活性成分および
助剤と併用して、これらの有害生物を防除することができる。本活性成分は、感受性およ
び耐性種に対して、ならびにすべての発育段階に対して、有効である。これらの有害生物
としては、以下のものがが挙げられる：
　サソリ目（Ｓｃｏｒｐｉｏｎｉｄｅａ）から、例えば、セスジサソリ（Ｂｕｔｈｕｓ　
ｏｃｃｉｔａｎｕｓ）。
【０１７７】
　ダニ目（Ａｃａｒｉｎａ）から、例えば、アルガス・ペルシクス（Ａｒｇａｓ　ｐｅｒ
ｓｉｃｕｓ）、アルガス・レフレクスス（Ａｒｇａｓ　ｒｅｆｌｅｘｕｓ）、ブリオビア
属種（Ｂｒｙｏｂｉａ　ｓｐｐ．）、ワクモ（Ｄｅｒｍａｎｙｓｓｕｓ　ｇａｌｌｉｎａ
ｅ）、グリシファグス・ドメスチクス（Ｇｌｙｃｉｐｈａｇｕｓ　ｄｏｍｅｓｔｉｃｕｓ
）、オルニトドルス・モウバト（Ｏｒｎｉｔｈｏｄｏｒｕｓ　ｍｏｕｂａｔ）、クリイロ
コイタマダニ（Ｒｈｉｐｉｃｅｐｈａｌｕｓ　ｓａｎｇｕｉｎｅｕｓ）、アメリカツツガ
ムシ（Ｔｒｏｍｂｉｃｕｌａ　ａｌｆｒｅｄｄｕｇｅｓｉ）、ネウトロムビクラ・アウツ
ムナリス（Ｎｅｕｔｒｏｍｂｉｃｕｌａ　ａｕｔｕｍｎａｌｉｓ）、デルマトファゴイデ
ス・プテロニシムス（Ｄｅｒｍａｔｏｐｈａｇｏｉｄｅｓ　ｐｔｅｒｏｎｉｓｓｉｍｕｓ
）、デルマトファゴイデス・ホリナエ（Ｄｅｒｍａｔｏｐｈａｇｏｉｄｅｓ　ｆｏｒｉｎ
ａｅ）。
【０１７８】
　クモ目（Ａｒａｎｅａｅ）から、例えば、オオツチグモ科（Ａｖｉｃｕｌａｒｉｉｄａ
ｅ）、コガネクモ科（Ａｒａｎｅｉｄａｅ）。
【０１７９】
　ザトウムシ目（Ｏｐｉｌｉｏｎｅｓ）から、例えば、プセウドスコルピオネス・ケリフ
ェル（Ｐｓｅｕｄｏｓｃｏｒｐｉｏｎｅｓ　ｃｈｅｌｉｆｅｒ）、プセウドスコルピオネ
ス・ケイリジウム（Ｐｓｅｕｄｏｓｃｏｒｐｉｏｎｅｓ　ｃｈｅｉｒｉｄｉｕｍ）、オピ
リオネス・ファランギウム（Ｏｐｉｌｉｏｎｅｓ　ｐｈａｌａｎｇｉｕｍ）。
【０１８０】
　等脚目（Ｉｓｏｐｏｄａ）から、例えば、ホンワラジムシ（Ｏｎｉｓｃｕｓ　ａｓｅｌ
ｌｕｓ）、ワラジムシ（Ｐｏｒｃｅｌｌｉｏ　ｓｃａｂｅｒ）。
【０１８１】
　倍脚網（Ｄｉｐｌｏｐｏｄａ）の目から、例えば、ブラニウルス・グツラツス（Ｂｌａ
ｎｉｕｌｕｓ　ｇｕｔｔｕｌａｔｕｓ）、モトオビヤスデ属種（Ｐｏｌｙｄｅｓｍｕｓ　
ｓｐｐ．）。
【０１８２】
　唇脚目（Ｃｈｉｌｏｐｏｄａ）から、例えば、ジムカデ属種（Ｇｅｏｐｈｉｌｕｓ　ｓ
ｐｐ．）。
【０１８３】
　総尾目（Ｚｙｇｅｎｔｏｍａ）から、例えば、ヤマトシミ属種（Ｃｔｅｎｏｌｅｐｉｓ
ｍａ　ｓｐｐ．）、セイヨウシミ（Ｌｅｐｉｓｍａ　ｓａｃｃｈａｒｉｎａ）、レピスモ
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デス・インキリヌス（Ｌｅｐｉｓｍｏｄｅｓ　ｉｎｑｕｉｌｉｎｕｓ）。
【０１８４】
　ゴキブリ目（Ｂｌａｔｔａｒｉａ）から、例えば、ブラッタ・オリエンタリエス（Ｂｌ
ａｔｔａ　ｏｒｉｅｎｔａｌｉｅｓ）、チャバネゴキブリ（Ｂｌａｔｔｅｌｌａ　ｇｅｒ
ｍａｎｉｃａ）、アジアゴキブリ（Ｂｌａｔｔｅｌｌａ　ａｓａｈｉｎａｉ）、マデラゴ
キブリ（Ｌｅｕｃｏｐｈａｅａ　ｍａｄｅｒａｅ）、パンクロラ属種（Ｐａｎｃｈｌｏｒ
ａ　ｓｐｐ．）、パルコブラッタ属種（Ｐａｒｃｏｂｌａｔｔａ　ｓｐｐ．）、オースト
リアゴキブリ（Ｐｅｒｉｐｌａｎｅｔａ　ａｕｓｔｒａｌａｓｉａｅ）、ワモンゴキブリ
（Ｐｅｒｉｐｌａｎｅｔａ　ａｍｅｒｉｃａｎａ）、トビイロゴキブリ（Ｐｅｒｉｐｌａ
ｎｅｔａ　ｂｒｕｎｎｅａ）、クロゴキブリ（Ｐｅｒｉｐｌａｎｅｔａ　ｆｕｌｉｇｉｎ
ｏｓａ）、チャオビゴキブリ（Ｓｕｐｅｌｌａ　ｌｏｎｇｉｐａｌｐａ）．
　跳躍目（Ｓａｌｔａｔｏｒｉａ）から、例えば、ヨーロッパイエコオロギ（Ａｃｈｅｔ
ａ　ｄｏｍｅｓｔｉｃｕｓ）。
【０１８５】
　等翅目（Ｉｓｏｐｔｅｒａ）から、例えば、カロテルメス属種（Ｋａｌｏｔｅｒｍｅｓ
　ｓｐｐ．）、ヤマトシロアリ属（Ｒｅｔｉｃｕｌｉｔｅｒｍｅｓ　ｓｐｐ．）。
【０１８６】
　チャタテムシ目（Ｐｓｏｃｏｐｔｅｒａ）から、例えば、レピナツス属種（Ｌｅｐｉｎ
ａｔｕｓ　ｓｐｐ．）、リポセリス属種（Ｌｉｐｏｓｃｅｌｉｓ　ｓｐｐ．）
　鞘翅目（Ｃｏｌｅｏｐｔｅｒａ）から、例えば、マルカツオブシムシ属種（Ａｎｔｈｒ
ｅｎｕｓ　ｓｐｐ．）、ヒメカツオブシムシ属種（Ａｔｔａｇｅｎｕｓ　ｓｐｐ．）、カ
ツオブシムシ属種（Ｄｅｒｍｅｓｔｅｓ　ｓｐｐ．）、コゴメゴミダマシムシ（Ｌａｔｈ
ｅｔｉｃｕｓ　ｏｒｙｚａｅ）、ネクロビア属種（Ｎｅｃｒｏｂｉａ　ｓｐｐ．）、プチ
ヌス属種（Ｐｔｉｎｕｓ　ｓｐｐ．）、コナガシンクイムシ（Ｒｈｉｚｏｐｅｒｔｈａ　
ｄｏｍｉｎｉｃａ）、グラナリアコクゾウムシ（Ｓｉｔｏｐｈｉｌｕｓ　ｇｒａｎａｒｉ
ｕｓ）、ココクゾウムシ（Ｓｉｔｏｐｈｉｌｕｓ　ｏｒｙｚａｅ）、コクゾウムシ（Ｓｉ
ｔｏｐｈｉｌｕｓ　ｚｅａｍａｉｓ）、ジンサンシバンムシ（Ｓｔｅｇｏｂｉｕｍ　ｐａ
ｎｉｃｅｕｍ）。
【０１８７】
　双翅目（Ｄｉｐｔｅｒａ）から、例えば、ネッタイシマカ（Ａｅｄｅｓ　ａｅｇｙｐｔ
ｉ）、ヒトスジシマカ（Ａｅｄｅｓ　ａｌｂｏｐｉｃｔｕｓ）、アエデス・タエニオリン
クス（Ａｅｄｅｓ　ｔａｅｎｉｏｒｈｙｎｃｈｕｓ）、ハマダラカ属種（Ａｎｏｐｈｅｌ
ｅｓ　ｓｐｐ．）、カリホラ・エリツロケファラ（Ｃａｌｌｉｐｈｏｒａ　ｅｒｙｔｈｒ
ｏｃｅｐｈａｌａ）、クリソゾナ・プルビアリス（Ｃｈｒｙｓｏｚｏｎａ　ｐｌｕｖｉａ
ｌｉｓ）、ネッタイイエカ（Ｃｕｌｅｘ　ｑｕｉｎｑｕｅｆａｓｃｉａｔｕｓ）、クレク
ス・ピピエンス（Ｃｕｌｅｘ　ｐｉｐｉｅｎｓ）、クレクス・タルサリス（Ｃｕｌｅｘ　
ｔａｒｓａｌｉｓ）、ショウジョウバエ属種（Ｄｒｏｓｏｐｈｉｌａ　ｓｐｐ．）、ヒメ
イエバエ（Ｆａｎｎｉａ　ｃａｎｉｃｕｌａｒｉｓ）、イエバエ（Ｍｕｓｃａ　ｄｏｍｅ
ｓｔｉｃａ）、サンチョウバエ属種（Ｐｈｌｅｂｏｔｏｍｕｓ　ｓｐｐ．）、サルコファ
ガ・カルナリア（Ｓａｒｃｏｐｈａｇａ　ｃａｒｎａｒｉａ）、ブユ属種（Ｓｉｍｕｌｉ
ｕｍ　ｓｐｐ．）、サシバエ（Ｓｔｏｍｏｘｙｓ　ｃａｌｃｉｔｒａｎｓ）、チプラ・パ
ルドサ（Ｔｉｐｕｌａ　ｐａｌｕｄｏｓａ）。
【０１８８】
　鱗翅目（Ｌｅｐｉｄｏｐｔｅｒａ）から、例えば、コハチノスツヅリガ（Ａｃｈｒｏｉ
ａ　ｇｒｉｓｅｌｌａ）、ハチノスツヅリガ（Ｇａｌｌｅｒｉａ　ｍｅｌｌｏｎｅｌｌａ
）、ノシメマダラメイガ（Ｐｌｏｄｉａ　ｉｎｔｅｒｐｕｎｃｔｅｌｌａ）、チネア・ク
ロアセラ（Ｔｉｎｅａ　ｃｌｏａｃｅｌｌａ）、イガ（Ｔｉｎｅａ　ｐｅｌｌｉｏｎｅｌ
ｌａ）、コイガ（Ｔｉｎｅｏｌａ　ｂｉｓｓｅｌｌｉｅｌｌａ）。
【０１８９】
　ノミ目（Ｓｉｐｈｏｎａｐｔｅｒａ）から、例えば、イヌノミ（Ｃｔｅｎｏｃｅｐｈａ
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ｌｉｄｅｓ　ｃａｎｉｓ）、ネコノミ（Ｃｔｅｎｏｃｅｐｈａｌｉｄｅｓ　ｆｅｌｉｓ）
、ヒトノミ（Ｐｕｌｅｘ　ｉｒｒｉｔａｎｓ）、スナノミ（Ｔｕｎｇａ　ｐｅｎｅｔｒａ
ｎｓ）、ケオプスネズミノミ（Ｘｅｎｏｐｓｙｌｌａ　ｃｈｅｏｐｉｓ）。
【０１９０】
　膜翅目（Ｈｙｍｅｎｏｐｔｅｒａ）から、例えば、カンポノツス・ヘルクレアヌス（Ｃ
ａｍｐｏｎｏｔｕｓ　ｈｅｒｃｕｌｅａｎｕｓ）、クロクサアリ（Ｌａｓｉｕｓ　ｆｕｌ
ｉｇｉｎｏｓｕｓ）、トビイロケアリ（Ｌａｓｉｕｓ　ｎｉｇｅｒ）、アメイロケアリ（
Ｌａｓｉｕｓ　ｕｍｂｒａｔｕｓ）、イエヒメアリ（Ｍｏｎｏｍｏｒｉｕｍ　ｐｈａｒａ
ｏｎｉｓ）、パラベスプラ属種（Ｐａｒａｖｅｓｐｕｌａ　ｓｐｐ．）、トビイロシワア
リ（Ｔｅｔｒａｍｏｒｉｕｍ　ｃａｅｓｐｉｔｕｍ）。
【０１９１】
　シラミ目（Ａｎｏｐｌｕｒａ）から、例えば、ペディクルス・フマヌス・カピティス（
Ｐｅｄｉｃｕｌｕｓ　ｈｕｍａｎｕｓ　ｃａｐｉｔｉｓ）、コロモジラミ（Ｐｅｄｉｃｕ
ｌｕｓ　ｈｕｍａｎｕｓ　ｃｏｒｐｏｒｉｓ）、ペムフィグス属種（Ｐｅｍｐｈｉｇｕｓ
　ｓｐｐ．）、フィロエラ・バスタトリクス（Ｐｈｙｌｌｏｅｒａ　ｖａｓｔａｔｒｉｘ
）、フチルス・プビス（Ｐｈｔｈｉｒｕｓ　ｐｕｂｉｓ）．
　異翅目（Ｈｅｔｅｒｏｐｔｅｒａ）から、例えば、タイワントコジラミ（Ｃｉｍｅｘ　
ｈｅｍｉｐｔｅｒｕｓ）、トコジラミ（Ｃｉｍｅｘ　ｌｅｃｔｕｌａｒｉｕｓ）、ベネズ
エラサシガメ（Ｒｈｏｄｉｎｕｓ　ｐｒｏｌｉｘｕｓ）、ブラジルサシガメ（Ｔｒｉａｔ
ｏｍａ　ｉｎｆｅｓｔａｎｓ）。
【０１９２】
　家庭用殺虫剤の分野では、本活性化合物を単独で使用するか、または他の適した活性成
分、例えばリン酸エステル、カルバメート、ピレトロイド、ネオニコチノイド、成長調節
剤、もしくは他の公知の殺虫剤類からの活性成分、と併用する。
【０１９３】
　それらを、エーロゾル、非加圧スプレー製品、例えばポンプおよびアトマイザースプレ
ー、自動燻煙システム、燻煙剤、フォーム、ゲル、（セルロースもしくはプラスチック製
の蒸発器用錠剤を備えた）蒸発器製品、液体蒸発器、ゲルおよび膜蒸発器、プロペラ駆動
蒸発器、エネルギー・フリーもしくは受動的蒸発システム、防虫紙（ｍｏｔｈ　ｐａｐｅ
ｒ）、防虫バッグ（ｍｏｔｈ　ｂａｇ）および防虫ゲル（ｍｏｔｈ　ｇｅｌ）に、粒剤も
しくは粉剤として、ばらまくための餌に、または餌ステーションに使用する。
【０１９４】
　調製方法および中間体の説明
　調製例
　実施例番号Ｂ：
　４－アミノ－３－（ｔｅｒｔ－ブチルカルバモイル）－５－メチル安息香酸メチルの合
成
　３．０ｇ（８．０４ｍｍｏｌ）の２－アミノ－Ｎ－ｔｅｒｔ－ブチル－５－ヨード－３
－メチルベンズアミド、１．７８ｇ（１７．６８ｍｍｏｌ）のトリエチルアミンおよび０
．５６ｇ（０．８０ｍｍｏｌ）のビス（トリフェニルホスフィン）パラジウムジクロリド
を４０ｍＬのメタノールに添加し、その混合物をオートクレーブにおいて１１０℃で、１
１５ｂａｒの一酸化炭素下で、９時間撹拌する。混合物を濾過し、固体をメタノールで洗
浄し、有機相を濃縮する。クロマトグラフィー精製により、所望の生成物を得る。
【０１９５】
　（ｌｏｇＰ：２．４８；ＭＨ＋：２６５；１Ｈ　ＮＭＲ（４００ＭＨｚ、ＤＭＳＯ、δ
、ｐｐｍ）：１．３８（ｓ，９Ｈ）、２．１１（ｓ，３Ｈ）、３．７７（ｓ，３Ｈ）、６
．６３（ｂｒ．ｓ，２Ｈ）、７．６３（ｓ，１Ｈ）、７．８４（ｓ，１Ｈ）、７．８８（
ｓ，１Ｈ）
　調製例
　上で説明した調製方法を用いて、式（Ｉ）の化合物を得ることができ、それらの式（Ｉ
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）の化合物の一部は、位置異性体として存在し得る。下記の表において、ＮＭＲデータに
関連して、化学シフトおよび対応するシグナル強度をケースごとに、例えば化合物１につ
いて、報告する：
　シグナル１
　１０．３１０；０．８２；１０．３１０ｐｐｍ（化学シフト）０．８２（シグナル強度
）について；
　シグナル２
　８．４７７；０．６２；８．４７７ｐｐｍ（化学シフト）０．６２（シグナル強度）に
ついて；
【０１９６】
【表１】
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　分析法
　上の表および調製例において報告したｌｏｇＰ値は、逆相カラム（Ｃ１８）でのＨＰＬ
Ｃ（高性能液体クロマトグラフィー）により、ＥＥＣ　Ｄｉｒｅｃｔｉｖｅ　７９／８３
１　Ａｎｎｅｘ　Ｖ．Ａ８に従って、以下の方法を用いて判定した。
【０１９７】
　酸性範囲でのＬＣ－ＭＳ判定は、溶離剤として０．１％ギ酸水溶液およびアセトニトリ
ル（０．１％ギ酸含有）、１０％アセトニトリルから９５％アセトニトリルの線形勾配、
を用いてｐＨ２．７で行う。
【０１９８】
　較正は、既知ｌｏｇＰ値（２つの連続するアルカノン間の一次補間により、保持時間に
基づいて決定したｌｏｇＰ値）を有する非分岐アルカン－２－オン（３から１６個の炭素
を有する）を用いて行った。
【０１９９】
　２００ｎｍから４００ｎｍのＵＶスペクトルを用いて最大クロマトグラフィーシグナル
に関して最大ラムダ値を決定した。
【０２００】
　ＭＨ＋シグナルは、Ａｇｉｌｅｎｔ　ＭＳＤシステムを使用してＥＳＩならびに陽およ
び陰イオン化を用いて判定した。
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【０２０１】
　ＮＭＲスペクトルは、フロー・プローブ・ヘッド（容積６０μＬ）を装着したＢｒｕｋ
ｅｒ　Ａｖａｎｃｅ　４００を使用して判定した。使用した溶剤は、ｄ６－ＤＭＳＯであ
り、使用したりリファレンスは、テトラメチルシラン（０．００ｐｐｍ）であった。ｄ６

－ＤＭＳＯを溶剤として使用する場合、測定温度は３０３Ｋである。
【０２０２】
　個々のケースに関して、試料をＢｒｕｋｅｒ　Ａｖａｎｃｅ　ＩＩ　６００またはＩＩ
Ｉ　６００で判定した。
実施例１
　使用例
　ミズス（Ｍｙｚｕｓ）属試験（ＭＹＺＵＰＥ噴霧処理）
　溶剤：７８重量部のアセトン
　１．５重量部のジメチルホルムアミド
　乳化剤：０．５重量部のアルキルアリールポリグリコールエーテル
　適切な活性成分製剤を生成するために、１重量部の活性成分を規定量の溶剤および乳化
剤と混合し、その濃縮製剤を乳化剤含有水で所望の濃度に希釈する。
【０２０３】
　あらゆる期のモモアカアブラムシ（ｇｒｅｅｎ　ｐｅａｃｈ　ａｐｈｉｄ）（モモアカ
アブラムシ（Ｍｙｚｕｓ　ｐｅｒｓｉｃａｅ））が寄生している白菜（ハクサイ（Ｂｒａ
ｓｓｉｃａ　ｐｅｋｉｎｅｎｓｉｓ））の葉ディスクに所望の濃度の活性成分製剤を噴霧
する。
【０２０４】
　６日後に効力（％）を判定する。１００％は、すべてのアブラムシが死滅したことを意
味し；０％は、いずれのアブラムシも死滅しなかったことを意味する。
【０２０５】
　この試験において、例えば、調製例の以下の化合物は、１００ｇ／ｈａの施用量で１０
０％の効力を示す：１、７、１７、２３、２５、２６、３３、３６
　この試験において、例えば、調製例の以下の化合物は、１００ｇ／ｈａの施用量で８０
％の効力を示す：２１、３７
　この試験において、例えば、調製例の以下の化合物は、１００ｇ／ｈａの施用量で９０
％の効力を示す：２、５、１８、２２、２４、２７
実施例２
　ダイコンサルハムシ属（Ｐｈａｅｄｏｎ）試験（ＰＨＡＥＣＯ噴霧処理）
　溶剤：７８．０重量部のアセトン
　１．５重量部のジメチルホルムアミド
　乳化剤：０．５重量部のアルキルアリールポリグリコールエーテル
　適切な活性成分製剤を生成するために、１重量部の活性成分を規定量の溶剤および乳化
剤と混合し、その濃縮製剤を乳化剤含有水で所望の濃度に希釈する。
【０２０６】
　白菜（ハクサイ（Ｂｒａｓｓｉｃａ　ｐｅｋｉｎｅｎｓｉｓ））の葉ディスクに所望の
濃度の活性成分製剤を噴霧し、乾かした後、マスタードビートル（ｍｕｓｔａｒｄ　ｂｅ
ｅｔｌｅ）（ダイコンハムシ（Ｐｈａｅｄｏｎ　ｃｏｃｈｌｅａｒｉａｅ）の幼虫を棲息
させる。
【０２０７】
　７日後に効力（％）を判定する。１００％は、すべての甲虫（ｂｅｅｔｌｅ）幼虫が死
滅したことを意味し；０％は、いずれの甲虫幼虫も死滅しなかったことを意味する。
【０２０８】
　この試験において、例えば、調製例の以下の化合物は、１００ｇ／ｈａの施用量で１０
０％の効力を示す：２、３、４、５、１１、１３、１７、１８、１９、２１、２２、２３
、２４、２５、２６、２７、３４、３５、３６、３７。
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【０２０９】
　この試験において、例えば、調製例の以下の化合物は、１００ｇ／ｈａの施用量で８３
％の効力を示す：２０。
実施例３
　ツマヨウジクサヨトウ（Ｓｐｏｄｏｐｔｅｒａ　ｆｒｕｇｉｐｅｒｄａ）試験（ＳＰＯ
ＤＦＲ噴霧処理）
　溶剤：７８．０重量部のアセトン
　１．５重量部のジメチルホルムアミド
　乳化剤：０．５重量部のアルキルアリールポリグリコールエーテル
　適切な活性成分製剤を生成するために、１重量部の活性成分を規定量の溶剤および乳化
剤と混合し、その濃縮製剤を乳化剤含有水で所望の濃度に希釈する。
【０２１０】
　トウモロコシ（ｍａｉｚｅ）（トウモロコシ（Ｚｅａ　ｍａｙｓ））の葉ディスクに所
望の濃度の活性成分製剤を噴霧し、乾かした後、ヨトウムシ（ツマヨウジクサヨトウ（Ｓ
ｐｏｄｏｐｔｅｒａ　ｆｒｕｇｉｐｅｒｄａ）のイモムシを棲息させる。
【０２１１】
　７日後に効力（％）を判定する。１００％は、すべてのイモムシが死滅したことを意味
し；０％は、いずれのイモムシも死滅しなかったことを意味する。
【０２１２】
　この試験において、例えば、調製例の以下の化合物は、１００ｇ／ｈａの施用量で１０
０％の効力を示す：１、２、３、４、５、６、７、８、９、１０、１１、１２、１３、１
４、１５、１６、１７、１８、１９、２０、２１、２２、２３、２４、２５、２６、２７
、２８、２９、３０、３２、３３、３４、３５、３６、３７、３８、３９。
実施例４
　ヒツジキンバエ（Ｌｕｃｉｌｉａ　ｃｕｐｒｉｎａ）試験（ＬＵＣＩＣＵ）
　種：ヒツジキンバエ（Ｌｕｃｉｌｉａ　ｃｕｐｒｉｎａ）第１幼虫期（齢：２４時間）
　溶剤：ジメチルスルホキシド
　適切な活性成分製剤を調製するために、１０ｍｇの活性成分を０．５ｍＬのジメチルス
ルホキシドと混合し、その濃縮製剤を水で所望の濃度に希釈する。
【０２１３】
　前記活性成分製剤で処理した１ｃｍ３の馬肉が入っている容器に約２０匹のヒツジキン
バエ（Ｌｕｃｉｌｉａ　ｃｕｐｒｉｎａ）第１虫齢幼虫を棲息させる。
【０２１４】
　４８時間後、死滅（％）を判定する。１００％は、すべての幼虫が死滅したことを意味
し；０％は、いずれの幼虫も死滅しなかったことを意味する。
【０２１５】
　この試験において、例えば、調製例の以下の化合物は、１００ｐｐｍの施用量で１００
％の効力を示す：１、２、３、４、５、６、７。
実施例５
　イエバエ（Ｍｕｓｃａ　ｄｏｍｅｓｔｉｃａ）試験（ＭＵＳＣＤＯ）
　溶剤：ジメチルスルホキシド
　適切な活性成分製剤を調製するために、１０ｍｇの活性成分を０．５ｍＬのジメチルス
ルホキシドと混合し、その濃縮製剤を水で所望の濃度に希釈する。
【０２１６】
　所望の濃度の前記活性成分製剤で処理したスポンジが入っている容器に１０匹の成虫イ
エバエ（Ｍｕｓｃａ　ｄｏｍｅｓｔｉｃａ）を棲息させる。
【０２１７】
　２日後、死滅（％）を判定する。１００％は、すべてのハエが死滅したことを意味し；
０％は、いずれのハエも死滅しなかったことを意味する。
【０２１８】
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　この試験において、例えば、調製例の以下の化合物は、１００ｐｐｍの施用量で９０％
の効力を示す：２、６。
【０２１９】
　この試験において、例えば、調製例の以下の化合物は、１００ｐｐｍの施用量で１００
％の効力を示す：１、４。
実施例６
　ダイコンサルハムシ属（Ｐｈａｅｄｏｎ）試験（ＰＨＡＥＣＯ噴霧処理）
　溶剤：７８．０重量部のアセトン
　１．５重量部のジメチルホルムアミド
　乳化剤：０．５重量部のアルキルアリールポリグリコールエーテル
　適切な活性成分製剤を生成するために、１重量部の活性成分を規定量の溶剤および乳化
剤と混合し、その濃縮製剤を乳化剤含有水で所望の濃度に希釈する。白菜（ハクサイ（Ｂ
ｒａｓｓｉｃａ　ｐｅｋｉｎｅｎｓｉｓ））の葉ディスクに所望の濃度の活性成分製剤を
噴霧し、乾かした後、マスタードビートル（ｍｕｓｔａｒｄ　ｂｅｅｔｌｅ）（ダイコン
ハムシ（Ｐｈａｅｄｏｎ　ｃｏｃｈｌｅａｒｉａｅ）の幼虫を棲息させる。
【０２２０】
　所望の期間の後、効力（％）を判定する。１００％は、すべての甲虫（ｂｅｅｔｌｅ）
幼虫が死滅したことを意味し；０％は、いずれの甲虫幼虫も死滅しなかったことを意味す
る。
【０２２１】
　この試験において、例えば、調製例の以下の化合物は、先行技術より優れた効力を示す
：表参照
【０２２２】
【表２】
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